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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　海と宝と夏休み







　　　　１




　どうしようもなく、突つき抜ぬけた青空だった。

　雲はもくもくと入道様で、ソフトクリームみたいな真っ白け。ぱんぱんに空気を詰つめて膨ふくらんで、夏という季節を謳おう歌かしている。

　そう、夏なのだ。

　となれば、激しく照りつける太陽も当然だし、陽光をたっぷりと吸い込んだ熱砂も当然だ。時折吹きつけてくる爽さわやかな風も当然で、何度も何度も寄せては返す──誰だれもの心の奥に封ふうじ込められたような、あの音だって当然だ。

　ざざざ、ざざざ、と。




　ざざざ、ざざざ。

　ざざざ、ざざざ。

　ざざざ、ざざざ、ざざざ。




　潮しお騒さい。

　原初にして、遥はるか彼方かなたまで続いていく永久の音。その音を引き連れた波は、どこまでも白く、蒼あおく、果ての果てまで流れていく。

　つまるところは。

　海だった。

「やっほおおおおおおお！」

　最初に奇き声せいをあげて、ひとりの人ひと影かげが突とつ撃げきする。

「脱ぬっぐぞおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「もう脱いでんだろうが！　しかもなんでふんどしなんだよ！」

　自じ称しよう親友であるところの、残念な副生徒会長──七なな門かど正まさ紀きにローリングソバットをかますところまでがお約束。

「ふんどしは……ロマンなのに……」

　くるくる回って、七門が倒たおれ伏ふす。

　かました側の馳はせ郎ろうは、砂すな浜はまへずしりと埋うまるみたいに着地した。

　いつものように千円で荷物運びさせられている馳郎は、背中に大量のバックパックやパラソルを負っているのだが、ローリングソバットから着地までいささかの危あやうさもない。慣れとは恐おそろしいというべきか、はたまた悲しいというべきか。

「おうおう、いい音したねえ！」

　太陽に手をかざして、生徒会書記・手て鞠まり朝あさ葉ばがにこやかに笑う。

　十七歳の身体からだに纏まとったのは健康的なオレンジのビキニで、南国風のパレオを腰こしに巻いている。さらにはクリアピンクの浮うき輪とイルカのビニール人形まで抱かかえ、遊ぶ気満々に瞳ひとみを輝かがやかせていた。

「あの音を聞かないと、どうにも落ち着きませんわねぇ」

　対して、おっとりと口にしたのは、黄こう坂さか高校生徒会に名高き〈眠ねむり姫ひめ〉──生徒会長・春はる荻おぎ一いち姫ひめである。

　長い髪かみを搔かき上げた少女は、ふんわりと纏ったパーカーに、白い肌はだがよく映はえるコバルトブルーの水着だった。華はなやかなフリルのついたＡラインは、この生徒会長によく似合っていた。

　とろんと眠そうな目で、後こう輩はいたちの騒さわぎと、真っ青な海を見つめている。

　それから、ことりと振ふり向いた。

「あ、着き替がえ終わったのですわね？　良かったぁ。サイズはぴったりみたい」

「あ、いや、その」

　困ったように、可か憐れんな声こわ音ねは揺ゆれた。

「う、うむ。胸もおなかも苦しくはないぞ。だ、だけど、こう、私まで一いつ緒しよに来させてもらって、よかったのかな？」

「もっちろん！」

　これは手鞠が意外と大きな胸を叩たたいて、うなずいたのである。

　その手に誘いざなわれ、おずおずと新たな少女が歩み出る。

　ナタだった。

「そ、その……こういう格好は初めてだから、よく分からないのだ」

　自らの指先で触ふれたのは、驚おどろくほど白いワンピースの水着。

　頭にはちょこんと麦むぎわら帽ぼう子しが載のって、ふたつにくくった髪がこぼれる狭はざ間まで、ひどく不安げに大きな瞳が揺れていた。もともと未成熟な肢し体たいがぴったりした水着のせいでさらに強調されて、否いや応おうなく背徳的な気分にさせられるほどだ。

「うっほおおお……」

　鼻の下を伸のばしまくった手鞠が、右から左から少女をためつすがめつして、なぜだかガッツポーズまで連発する。
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「間ま違ちがえてなかった！　あたしの見立てってば間違えてなかった……！　やっぱりナタちゃんは白！　圧あつ倒とう的白の大正義！　このためだったら魂たましいとか安い！　爆ばく熱ねつ特価の大安売りとか二秒で参加しちゃう！　というか、こうら戌いぬ見み後輩！」

「ふわっ！」

　首根っこをつかまえられ、少年が無む理り矢や理り引き寄せられた。

「君ね。あの残念副会長なんかより、ずっとずーっと大切にしなきゃいけない相手がいるだろー!?」

　がみがみと、先せん輩ぱい面づらで手鞠が指し弾だんする。

　もっとも、はたして、その言葉は耳に入ったかどうか。

「あ……」

　と、少年が硬こう直ちよくした。

「は……馳郎」

　少女も、石像のごとく固まった。

　真っ白な水着の胸あたりを懸けん命めいに隠かくすようにして──隠せるはずもないことに気づいて、おろおろとかぶりを振る。

「その……お、おかしくないか？」

　ますます不安そうに麦わら帽子のつばを押さえて、掠かすれ声で言った。

　どうかすると、そのまま消えてしまいそうだった。

「お、おお、おかしいわけ、ないだろ」

　挙動不ふ審しん気味に、馳郎が何度か瞬まばたきする。

　突とつ然ぜん時間が止まったら、きっとこんな風になるだろう。どちらも呼吸さえ忘れて、ただ固かた唾ずを吞のむばかり。規則正しい潮騒もあいまって、このふたりの空間だけが現実から切り離はなされているようにも思えた。

「……いっひひひ。どうよ一姫先生？　このふたりの世界っぷり」

「……まあ、これは朝葉の功績ですわねぇ」

　そんなふたりから数歩離れて、手鞠と一姫が小声でうなずきあう。

　とりわけ手鞠の顔の得意げなことときたら、「いい仕事したぜ！」と、工事現場の労働者が清すが々すがしく額の汗あせを拭ふき取る風格である。あげく、いけいけとばかりにサムズアップまでやらかすのだから、始末に負えない。

「……でも、もうちょっと馳郎選手にも動きが欲しいですよねえ」

「……あらあら、手鞠ってば本当に我が慢まんのききませんことねぇ」

　ひそひそと悪わる巧だくみをかわすふたりだったが、助け船は思いがけない方向から現れた。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　ナタさんの可愛かわいさはリコも保証するもの！」

　ナタの後ろから、さらにポニーテールの少女がしがみついたのだ。

　愛いとおしそうに頰ほおずりまでして、愉ゆ悦えつににんまりと唇くちびるをほころばせる。こちらはいつもの白衣も肩かたからかけていたものの、その下は潑はつ剌らつとした緑のセパレーツであった。

　首には防水スマートフォンと思おぼしい端たん末まつをかけており、なにやらピコピコと液えき晶しよう画面に幾き何か学がくの模様が映っていた。

「……っ、リコ？　って、わ、た！」

　硬直が解けた反動で、馳郎がたたらを踏ふんだ。もとより大量の荷物を背負っていたこともあり、たっぷりと熱された砂浜にべたんと尻しり餅もちをつく。

「あっちゃちゃちゃちゃ！」

「お兄ちゃん、リコのこと忘れてたでしょう！」

　ちょっと呆あきれたように、ポニーテールの少女は唇をとがらせる。

「ま、いいんだけどね。今回はリコも部外者なんだし。──ええと、本当に、リコまで参加させていただいてよかったんですか？」

　最後は馳郎ではなく、すぐ近くの手鞠へと呼びかけたものだ。

　対する手鞠は、合点とばかりにビキニの胸を叩いた。

「これまたもっちろんの三の助すけ！　というか、こんな妹を隠していたことを戌見後輩には問いつめて折せつ檻かんして拷ごう問もんしなければならないぐらいだとも！　ん、ん、んー！　一体全体どういうつもりで戌見後輩はあたしの目からこの子を庇かばってた!?　掌しよう中ちゆうの珠たまか!?　隠しハーレムか!?　それとも紫むらさき式しき部ぶだったりするのかこのこの！」

「い、今庇ったって言った！　この人庇ったって言ったよ！　というか最後のは紫式部じゃなくてその人が書いたお話のような……ぎえええええ！」

　手鞠にぐりぐりとこめかみをこじられて、馳郎が悲鳴をあげる。

「り、リコ！　リコ！　助けて！　ヘルプミー！」

「んー、どうしよっかなあ」

　必死の訴うつたえに、リコは二、三歩後退した。

「リコ!?」

「だって今日のリコは生徒会のお客さんだし、お兄ちゃんを守るのはナタさんの仕事じゃないかな？」

「そ、その、私に手鞠と馳郎を引き裂さけとか言われても」

　その言葉に、ナタはますますおろおろと縮こまり、馳郎は冷たい義妹いもうとへと抗こう議ぎの呻うめきをあげる。

「リコ、そんなひど──」




「──何だい？　リコに文句でも？」




　と、今度はリコの隣となりから、颯さつ爽そうとした影かげが肩を抱だいたのだ。

　馳郎と同じく制服姿の、深く学がく帽ぼうを被かぶった相手だった。

「げ、北ほく斗と！」

「僕のリコに文句があるのなら、いつでも相手になると言ったはずだけれど」

　極きわめてクールに、空うつほ北斗が言ってのける。

　もっとも、明らかに何か漏もれている所有表現や、恭うやうやしく少女のポニーテールへ口づけした態度には、クールとはまた隔へだたったものを感じるのだけど。

「も、もちろん不満トカアリマセン」

　思わず片言になりながら、馳郎がかくかくとうなずく。

　それで満足そうに北斗は微笑ほほえみ、リコの肩を抱いたまま海岸へとエスコートしていくのだが、後ろ姿にぽそりと一姫が呟つぶやいた。

「ねえ戌見くん？　妹にいい人ができたのは気にならないのかしらぁ？　ここはお前に大切な妹をやれるかーとか、喧けん嘩かを始めるところじゃないのぅ？」

「一姫会長も、眠そうな顔でけしかけないでください」

　ほとほと疲つかれたように、馳郎が言う。こういうところ、間違いなく一姫は手鞠の幼なじみである。

（というか、彼氏だった方がだいぶ良かったような……）

　ぼんやりと、思う。

　北斗が男子ではないという事実は、いまだ生徒会の大半に伏せられている。

　出会った頃ころの、冷れい酷こく非情というイメージはすっかり馳郎の中で崩ほう壊かいしつつあるのだが、まったく別方面でキャラを構築しつつもあって、妹との親密すぎる関係も含ふくめてここしばらくの馳郎の悩なやみの種だった。

　……いやまあ、萌ほう芽がは最初からあった気もするのだが。

「いよっしゃ、じゃあ海だ！」

　馳郎を解放し、リズムよく走り出した手鞠が、ついでに砂浜の陰かげで埋まっていた七門を引っこ抜ぬく。

「おおーい戌見後輩！　早く行くぞー！」

　ぶんぶんと浮うき輪を振る先輩の姿へ、少年は思い切り顔をしかめた。

　ついで、慰なぐさめるように、苦く笑しよう混じりの声が届いた。

「……行こうか？　馳郎」

「ああ」

　並んで、少年とナタも海岸へと走り出した。

　一いつ瞬しゆん触ふれた手にどきりと心臓が跳はねて、そっと指先だけを握にぎった。耳まで真っ赤になってしまったけれど、今日ぐらいは太陽のせいにできるだろうと、そう信じる。




　──そして。

　こんなことになったのは、つい先週の、生徒会室での事件が発ほつ端たんだった。




　　　　２




　確か、夕暮れのことだった。

　生徒会室の窓からは淡あわいアカイロが差し込み、一種独特な雰ふん囲い気きをつくりあげている。この時間になると、とりわけ新校舎ではほとんどの生徒が下校しており、静せい謐ひつさの中にどこか物もの憂うげな色を混じらせていた。

「…………」

　時々、ページをめくる音が聞こえる。

　学期末の試験も終わり、馳郎と北斗はぼんやりと過ごしていた。

　馳郎は椅い子すに座り、北斗は手持ちぶさたそうに壁かべにもたれかかって、一冊の本を開いている。中身はお堅かたい古典文学だったり、リコに無理矢理貸し出された漫まん画がやライトノベルだったりするのだが、今回の場合はカラーのミニサイズ昆こん虫ちゆう図ず鑑かんらしかった。

　基本的に乱読派らしく、本のジャンルにこだわっている節はないのだが、たまに感動のあまり泣き出したり、くすくすと耐たえきれずに笑い出したりすることもあり、馳郎の目を剝むかせるのであった。

　なんとはなしに、週に二日ほどの放課後は、こうして過ごすことが彼らの習慣となっていた。

　だが。

　今回は、少し事情が違ちがっていたらしい。

「ん～……」

　と、腕うでを組んで、馳郎が目の前の書類を見つめていたのだ。

「どうしたんだい？　名前通り犬みたいに唸うなって」

　口は悪いが、別に悪意がないことは馳郎も了りよう承しよう済みだ。

　基本的に空北斗という人物は、自己防衛中心に育ってしまっている。必死に針を磨みがいてきたハリネズミみたいなものだ。もっとも、最近はリコが近くにいるかいないかで切り替かわる、二重人格の方が近しい気もする。

「ああいや」

　曖あい昧まいに返事をして、馳郎は目の前に視線を戻もどした。

　とんとんと、机の上の書類をつつく。

「これ、何に見える？」

「……地図、かな？」

　しげしげと紙切れを見つめた北斗が、自信なげな印象を口にする。

　プリントアウトされたコピー用紙で、かなり大ざっぱな筆が海岸っぽい地形を描えがいている。もっとも、あまりに殴なぐり書きすぎて、地図というよりも子供の落書きと言われた方が納なつ得とくするような案あん配ばいではあった。

「前にジンにネットワークを奪うばわれた件があったんで、セキュリティの強化と一いつ緒しよにいろいろデータを洗い直していたんだよ。そしたら、この地図っぽいデータが出てきたんだってさ。ご丁てい寧ねいに、いくつかの地点に×印と日付まで書いてるだろ」

　馳郎が指さしたところには、言った通りの×印と数字が書き込まれていた。

　問題は、その数字が今年の七月──つまり、まさに今この時節ということだった。

　少しの間黙だまり込んでから、北斗はおもむろに口を開いた。

「……先代白はく翁おうは未来視ができた、という話だったっけ」

「どうやらな」

　その話も、北斗には打ち明けていた。

　前回の事件で発見された、事実のひとつ。

　何重にも入り組んだ謎なぞの果てに、中ちゆう華か街がいの長老が明かした真実。馳郎に白翁を継つがせた原因が、その能力によるものかどうかは分からない。しかし、ここまでの事件のいくつかには関連しているだろうと、少年は直感していた。

　北斗が、小さくうなずいた。

「だったら、これは何かの謎かけか、先代白翁が残した遺産の可能性が高いね」

「やっぱそう思うかあ」

　ぐうんと、パイプ椅子にもたれかかって馳郎がぼやく。

「一応、候補になる地形も〈カエアン〉が検けん索さくしてくれてるんだけどさ。……なんか、存在も知らなかった夏休みの宿題が突とつ然ぜん出てきた感じだよなあ」

　パイプ椅子がぎしぎしと鳴って、少年と同じような愚ぐ痴ちをきしませた。

　北斗が、軽く肩かたをすくめる。

「少しは、白翁だって自覚がでてきたかな？」

「自覚も何も、ここしばらくずーっとその関係で働きづめだっての」

　いーと歯を剝き出して、馳郎が抗議する。

「君の場合、それぐらいでちょうどいいと思うけどね？　まだ六ろつ家けの多くは様子見してくれてるんだから、せいぜい今の内に地じ盤ばん固めをしておくべきだ。でないと、また足をすくわれるよ？」

「う。そら分かってるが」

「とにかく、リコにだけは絶対迷めい惑わくをかけないように」

「……お、おう」

　最後だけ異様に真しん剣けんな口調に、馳郎が気け圧おされたときだった。




「終わった終わったー！」




　と、乱暴に生徒会室の扉とびらが開かれたのである。

「手鞠先せん輩ぱい」

「お、北斗と馳郎もいたんだ。ちょうどいいや。このまま打ち上げでぱーっとやっちゃおうよぱーっと！　いやあ神は人類を見捨ててなかった！　この世はバライロ！　遊びをせんとや生まれけむ！」

　解放感に満ちあふれた顔で、手鞠が思い切り両手を広げる。

「つか先輩、受験勉強はいいんですか？」

「あたしみたいな三年生にとっては息いき抜ぬきも大事なの！　試験後にそのまま勉強なんかしたら死んじゃうでしょ！」

「し、死ぬんだ……」

　馳郎が、茫ぼう然ぜんと呟く。

　もっとも、これで手鞠は学年トップクラスの成績だったりする。いつも中の下が限度である馳郎にとっては、まさに雲うん上じよう人びとといった趣おもむきである。

　うっしししと笑ったその手鞠が適当に放ほうり投げるようにして鞄かばんを置き、ちらと机の上を見て、片かた眉まゆを動かした。

「あれ、これって鬼き無な里さ海岸？」

　馳郎が、猛もう然ぜんと振ふり向いた。

「分かるんですか！」

「うん。一姫が別べつ荘そう持ってるとこだもん。昔、何度か泳ぎに行ったよー。ほら、この丘おかと崖がけのぐにゃぐにゃしたところとか、くらげ丘って呼んでたんだけど、ほかじゃまず見かけないもん」

　しげしげと見つめて、手鞠が懐なつかしそうに口にする。一姫と手鞠が長い付き合いなのは聞いているが、それは一体何歳ぐらいのときのことだろう。

　馳郎が考えていると、ひょいとショートカットの少女は顔をあげた。

「何々、宝の地図とか？」

「あはは……まあ、そんな感じでして」

　笑った馳郎が致ち命めい的てきなミスに気づいたのは、数秒後のことだった。

　爛らん々らんと、手鞠の瞳ひとみは輝かがやいていた。

　この、ひたすら面おも白しろいものを追求して、愉ゆ悦えつのためなら後こう輩はいも売る少女が──かつ試験終しゆう了りよう直後という餓うえに餓えた時期であることを、馳郎は完かん璧ぺきに失念していたのである。




「……宝って、何？」




　その声こわ音ねに、ぞくりと悪お寒かんが走るのを感じた。

「え、え、その」

「うん、そう？　ちょっとすぐには話せない？　それともお祖父じいさんの大切な遺産とか？　ああいや戌見後こう輩はいは孤こ児じ院いんの出だったよね。じゃあ北斗くんの関係かな？」

「っ──！」

　しかも、異様に鋭するどい。

　もはや洞どう察さつ力とかそんなレベルを飛び越こえて、他テレ心パシ通ーの領域だ。実は人間じゃなくて、サトリの妖よう怪かいなんじゃなかろうか。プライバシーとかプライベートとか、普ふ通つうなら気まずくなりそうな部分まで無造作に踏ふみ込み、少女はプリントアウトされた地図を掲かかげた。

「よし、来週の合宿はここにしよう！」

「──へ？」

　少年が眉をひそめたのは、さすがにその意味を理解しそこねたからだ。

　しかも拒きよ絶ぜつより断然早く、手鞠は外そと堀ぼりを埋うめてくる。

「いいよね一姫！」

「え？　ええまあ、もう来週の宿は押さえてましたけど、朝葉がそう言うんでしたら……」

　遅おくれて入室してきたばかりの生徒会長が、ほとんど勢いだけでうなずかされた。

「ちょっとちょっと！　なんか来たばかりでおかしな話が進んでるみたいですが、それってひょっとしてキャンセルの電話とか平謝りとかするの全部僕ですかああああ！」

　さらに後ろで、副生徒会長・七門の叫さけびが聞こえたような気もするが、もはや誰だれも気にしていない。

「さっすが一姫！　話が分かるぅ！」

　ぱちんと指を鳴らした手鞠が、早さつ速そくスマートフォンを取り出す。

　旅行の経路などを調整してるらしいが、あまりの速さに馳郎にも介かい入にゆうできない。こういうときの実行力と速度だけは、黄坂高校すべてを総ざらいしても、手鞠以上の人材がいるかどうか。

　検索結果に触ふれながら、少女が顔をあげた。

「そうそ。まだ大事なことがあった」

「は、はあ」

「ひとつ、至上命題を授さずけよう」

　啞あ然ぜんとするばかりの馳郎に、えへんと少女が咳せき払ばらいする。




「黄坂生徒会全軍での宝探しである！　ついては戌見後輩は絶対ナタちゃんも連れてくること！　あ、もちろん着き替がえはあたしが用意するからね！　絶対だからね！　採寸のためにももう三回ぐらい連れてくるようにね！」




　人差し指を天上へと突つき刺さして、手鞠朝葉は宣言したのであった。
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　ここで、舞ぶ台たいは現在へと戻る。

　わりと人はまばらで、落ち着いた海岸だった。

　手鞠の言葉によると、地元でも穴場みたいなビーチらしい。ちらほら見えるカップルや親子連れも数組ぐらいなもので、海の家も一いつ軒けんきり。ちょうど一昔前の、やたらのんきな海水浴の風景を彷ほう彿ふつとさせた。

　そして、

「……ああ、疲つかれた」

　早さつ速そく広げたパラソルの下で、馳郎ががくりと膝ひざをつく。

　同じく、やっと北斗から解放されたリコも不満そうに呟つぶやいた。

「──お兄ちゃんが迂う闊かつに答えたのが悪いんだからね」

「分かってるよ……」

　げっそりと答えて、馳郎が首をすくめる。

　きっぱり断れなかったのは、前回の事件で偶ぐう然ぜんながらも手鞠を巻き込んでしまった負い目のためである。ナタや中華街の長老による治ち療りようもあって、あれ以来ウーに血を吸われた後こう遺い症しようは出ていないが、操あやつられた手鞠の悲ひ愴そうな姿はどうしても馳郎の頭の隅すみにこびりついていた。

　実際断ったとしても、手鞠の性質を考えれば、こっそりついてくる可能性が十分にありえる。それぐらいなら近くにいた方が守りやすいだろう。

　ついでに、

（報ほう酬しゆうももらえるしなあ）

　という極きわめてせこい計算もあったりするのが、学園における少年らしかった。

「お兄ちゃん、また微び妙みようにみみっちいこと考えてるでしょ？」

「うお」

「お金のことになると顔に出るから、気をつけた方がいいとリコは思うよ？　お兄ちゃんの場合いろいろ台無しだもん。──で、しばらくナタさんも帰ってこないと思うけどどうするの？　待つんだったら、ちゃんとした探たん索さくは夜になると思うけど」

　ナタは早速手鞠と一姫につかまって、ビーチボールやら浮うき輪を使った水遊びやらに、ひたすら付き合わされている。ふたりにしてみれば、たまにしかやってこない可愛かわいいゲストなわけで、あの調子だと数時間ほどは戻もどってこれないだろう。

　馳郎が腕うでを組んで、少し考えてから口を開く。

「まあ、手鞠さんが寝ね静しずまってからになるよな。準備は任せても大だい丈じよう夫ぶか？」

「一応〈カエアン〉とプランは練ってるから、それまでには間に合うと思うよ。くうちゃんにも相談しておくし」

「そっか」

　くうちゃんというのは、北斗の呼び名だ。

　滅めつ多たに北斗の前では口にしないのだが、たまに耳にすると、あの男装の麗れい人じんが感動でふるふる打ち震ふるえるのを馳郎は知っている。……うん、やっぱり、妹との組み合わせに幾いく分ぶんの危機感は覚えずにはいられない。

　んー、と背せ伸のびして、リコが少年へにっこり笑った。

「リコは準備を進めておくから、その間お兄ちゃんは適当に時間を潰つぶしてきたら？」

「……ん。じゃあ、おすすめに甘えて、ちっとぶらぶらしてくるよ」

　そう言って、馳郎はパラソルの外に出た。

　太陽に手をかざし、サンダル越ごしに熱された砂を味わう。

　適度にちらほらと見える他グループのパラソルを眺ながめつつ、うっかり手鞠や一姫先せん輩ぱいに見つからぬよう、注意深く歩を進めた。

　海岸からは、遠く小さな島が見えていた。

（……あそこが、地図に印があった島か）

　ひそやかに、思う。

　どのような秘密が隠かくされているのか。

　案外、何もない、という可能性だってある。

　悪戯いたずら好きの先代白翁が、こちらを混乱させて楽しむため適当な落書き地図に×印と日付をくわえただけとか、十分考えられるだろう。リコから聞いている人物像からはそういう印象も持っていた。

（まあ、それでもいいか）

　とも思えた。

　ただの悪戯だったとしても、それはそれで先代の人となりを摑つかむ手がかりとなる。今の自分に必要なのは、何はともあれひとつでも多くの情報だ。とりわけ、白翁のそれは最優先で収集すべき事じ項こうだった。

（……まずは、何をどう用意するかだよな）

　考えを進めていく。

　のんきに海水浴を楽しみつつ、その裏で馳郎は別の戦略を練ってもいた。

　ほとんど無意識にそうすることが、少年にとって自然なことでもあった。白翁という規格外の権力を受け継ついでしまった責任や、はたまたナタという鬼き仙せんの最終兵器を守り抜ぬくための覚かく悟ごが、彼にそうさせるのかもしれなかった。




　──『力を持つってのは、覚悟と、責任を抱かかえるってことなんだ』

　──『だけど！　だから！　俺は千円ボディガードをやるんだよ！』




　それは、前の事件でジンに叩たたきつけた言葉だ。

　あの場では衝しよう動どうにかられて口にしたセリフだったが、今にして思えばやはり少年の芯しんから発せられたものでもあった。

　これまでの事件で、少しずつ培つちかわれていった戌見馳郎の在あり方。

　自分は、どうありたいのか。

　どうなりたいのか。

「…………」

　太陽と砂すな浜はまに炙あぶられて、海岸の空気はサウナのように熱い。それでいて規則的に吹ふく潮風が、火ほ照てる肌はだを慰なぐさめてもくれている。

　潮しお騒さいは近く、遠く。

　まばらな嬌きよう声せいもまた遠く、近く。

『マスター』

　不意に、機械音声が少年の鼓こ膜まくに響ひびいた。

「ん？」

　今の〈カエアン〉はジャケットではなく、肩かたから羽織るパーカーの形状に変じている。この状態だといつもと違ちがって脚きやく部ぶの筋力補強まではできないが、さすがにこの酷こく暑しよでジャケットを羽織っているのも怪あやしすぎるだろう。

『あちらをどうぞ』

「はあ」

　指示通り視線を向けて、

「……え」

　と、声がこぼれた。

　ほんの十数メートルほど先の、パラソルの下だった。

　一度認にん識しきしてしまえば、さすがに無視できる余地はない。というよりも、相手がこっちを強く睨にらみつけ、ぎゅうっと唇くちびるをへの字にしていたのだから、少年にしてみれば青天の霹へき靂れきそのものだ。

　慌あわてて駆かけ寄った馳郎が、目を丸くしたまま喘あえいだ。

「な、んでお前？」

「何よ、あたしがいたら悪い？」

　悪いとかどうこうではない。

　いろんな意味で、視界の外どころか異次元からぶん殴なぐられた気分。あまりにも予想外で、少年の心臓を激しく上下に揺ゆさぶった。

「だって、お前、吸きゆう血けつ鬼き──」

「太陽が苦手なのはごく一部の支し族ぞくだけ、って何回言えば分かるのよ。頭の中、藁わらクズでも詰つまってるわけ？」

　小さく毒づき、髪かみを搔かき上げる。

　パラソルの下から睨みつけていたのは、かの少女鬼仙、蓮リヤ花ンフアであったのだ。

　しかし、馳郎が息を止めたのは、単に少女の登場と吸血鬼のイメージとがそぐわなかったからではない。

「それに、なん、で……」

　と、口元を覆おおって呻うめく。

　こちらも──水着であったからだ。

　少女のイメージに相応ふさわしく、目の覚めるような緋ひ色いろのセパレーツ。腰こしのラインや太ももは強調しつつ、下品になりすぎない程度に抑よく制せいされたデザインだった。黒こく玉ぎよくのイヤリングもいつもと違う輝かがやきを帯びたかのようで、艶なまめかしい手足とともに、周囲の者の視線を釘くぎ付づけにする。

　少年もまた目を離はなせず、ごくりと固かた唾ずを吞のんで、とあることに思いを馳はせた。

（なん、か……）

　……ひどく、普ふ通つうの女の子に見えたのだ。

　蓮リヤ花ンフアのことが。

　これまで何度も戦ってきて、その異能も実力も身にしみてきたはずの相手が──ごく当たり前の、どこにでもいる少女のように、思えてしまったのだ。

「……な、何よ。じろじろ見ないでよ」

　胸むな元もとを隠すようにして、少女が訴うつたえる。

　そんな仕草もひどくありふれていて、同時にほかにはありえないほど可か憐れんであった。

「いやその、あ、その」

「だ、だって仕方ないでしょ！　人間はみんな海でこういう格好するそうじゃない！　似合ってないのはあたしだって分かってるんだから、せめて目を逸そらすぐらいしなさいってば馬ば鹿か！」

「いやいやいや！　そうじゃなくて！　つか水着は可愛かわいいし！」

　慌てて手を振ふると、意外な変化が生じた。

　ぼん、と音がしたようだった。

　少女の顔が、突とつ然ぜん爆ばく発はつしたように赤く変じたのだ。あまりにも一いつ瞬しゆんで為なされた鬼仙ならではの術か何かかと思うほどだった。

「りゃ、蓮リヤ花ンフア？」

「……なら、いい」

　掠かすれた声が、耳じ朶だを叩いた。

「え？」

「……それなら別にいいって言ってるの！」

　ぷいと視線をそむけて、それから拗すねたようにもうひとつの要求を切り出した。

「後、携けい帯たいの番号教えなさいよ」

「携帯？　お前に？」

「そう」

　隣となりに置いていた、やたらごつごつしい旧式の携帯電話を見せて、少女は当然の権利とばかりに言い募つのったのである。

「長老に言って、なるだけ頑がん丈じようなヤツを用立ててもらったの。番号知ってる方が何かと便利でしょ。ついでに登録しておいてあげるから、今すぐ教えなさい」

「あ、ああ」

　特に、少年にも異論はない。

　だけど、途と中ちゆうでとある記き憶おくがひっかかった。

「あれ？」

「何よ」

「……お前、確か、携帯を持つなんて馬鹿みたいだとか言ってなかったっけ？」

　眉まゆを寄せて、馳郎が思い出す。

　確か、前に携帯電話を持っていない理由を訊きいたときのことだ。対するこの少女は、辛しん辣らつに答えたものである。




　──『なんでそんなの必要なの？　自分に首輪をつけるようなものじゃない』




　俄が然ぜん、少女は表情を変えた。

「いいから早く！　くだらないこと言わないで！」

「わ、分かったから」

　そらで番号を伝えると、少女は妙みようにぎこちない──そこだけ何十回も練習したような不自然な手て際ぎわよさと慎しん重ちようさで、告げられた数字をプッシュする。

「……よし」

　登録が終わった少女に、今度は馳郎が尋たずねた。

「念のため、こちらにかけたりしなくていいのか？　つか、そうしないとお前の番号が分からないんだが」

「あ、ああ。もちろん、すぐやるわよ」

　蓮リヤ花ンフアがうなずいて、再び携帯電話に向かい合う。

　しかし、しばらくして途と方ほうに暮れたように訊いたのである。

「……どこを押したら、電話がかかるの？」

「は？　なんでお前、番号の登録ができるのに、普通に電話するのができないんだ？　じゃあちょっと貸せよ」

「あ、うん」

　素す直なおに少女が携帯電話を差し出す。

　半分出したところで、慌てて引っ込めた。

「駄だ目め！」

「は？」

「見ないで！　絶対画面見ないで！　見ないままで教えて！」
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「無む茶ちや言うなよ!?」

　四苦八苦しながらも、かろうじて通話に成功した。ちなみに馳郎の携帯番号は、普通の携帯と〈カエアン〉への通信の共用である。

「うし、これでこっちも登録完かん了りよう」

「……うん。できた」

　と、少女は満足げに携帯電話を両手で握にぎりしめた。

　慣れない行こう為いでどっと疲つかれた感じだったが、唇にはほのかな微び笑しようが浮うかんでいた。たったひとつの番号のやりとりが、この少女にとってはかけがえのない宝物と言うようでさえあった。

「…………っ」

　なぜだか視線をそむけてしまってから、馳郎が話題を切り替かえる。

「えと、いつもの毒どく舌ぜつ執しつ事じは？」

「ああ。少シヤ影オインだったら、そこの土の下に棺かん桶おけごと埋うめてあるわ」

「お、おう」

　指さされた砂浜を見て、少年は頰ほおを搔いた。

　確かにそのあたりだけ、こんもりと砂が盛り上がっていた。この場合可哀かわい想そうと思うべきか、案外過ごしやすそうと思うべきか。あの執事の性せい癖へきからすると、後者でいいのかもしれない。

「──それと、もうひとりいるわよ」

　と、少女の表情がかすかに曇くもった。

　そのときだった。

　パラソルの裏側から、背の高い中国服──深しん衣いの影が落ちたのだ。

「な……！」

　その相手に、比ひ喩ゆでなく馳郎の喉のどが干ひ上あがった。




「太乙タイイー真シエ人ンレン……！」




「これはこれは。白翁様におかれてはご機き嫌げんうるわしゅうございます」

　拳こぶしと手のひらを合わせる拱きよう手しゆの礼を取って、糸目の青年鬼き仙せんは慇いん懃ぎんに微笑してみせたのであった。




　　　　＊




　拱きよう手しゆをすぐに解いて、太乙タイイーは指に挟はさんでいたアイスキャンデーを三本まとめて頰ほお張ばった。もっしゃもっしゃと口を動かして、すぐにぎゅうっと目をつぶる。

「いやあ甘い冷たい頭に来る！　いいですねえ氷ひよう菓か。この前のガリガリ君も良かったですが、なんとも安っぽいこのブルーハワイというのもたまりませんね。何がどうハワイなのかはさっぱりですが、こればかりは仙せん界かいにも似たものが無かったですし、いやはや海を越こえてきて本当に良かった」

　空を仰あおいで、三本二百円の味に耽たん溺できする。

　そんな鬼仙の姿は、少年の底に火を入れた。

　かっ、と視界が赤くなる。噴ふきあがった熱情のまま、危あやうく飛びかかりそうになるのを、すんでのところで馳郎は堪こらえた。

「ふざけんな！」

　と、拳を握りしめる。

　身体からだに纏まとった〈カエアン〉のパーカーも、小さな起動音をあげて内部の攻こう性せいプログラムを準備させる。必要なら、すぐ形状変化とともに戦せん闘とう態勢へ入るだろう。

「どの面つらさげて出てきやがった」

「あれあれ、そんな態度取っていいんですか？」

　にんまりと笑って、べたべたの指を舐なめ取り、太乙タイイーは懐ふところに手を差し挟んだ。

「なんとこの僕ってば、まだ〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉持っちゃってるんですよ？　この距きよ離りなら十分ナタを支配できる圏けん内ないですけれど？」

「てめえ──！」

　激高しかけた馳郎に、

「落ち着いて」

　横から、蓮リヤ花ンフアが割って入ったのである。

「ナタと同じよ。今の太乙タイイーはあたしたちの監かん視し対象。前の事件の結果で、そういうことになったの」

　あくまで冷ややかに、少女は言葉を紡つむぐ。

「本当は〈七鍵勅書〉ぐらい取り上げたかったんだけど、五ご岳がく三さん山ざんに確かめたところ、当時の正式な取り決めで太乙タイイーにもひとつ持たされてるらしいの。もちろん、それで不当にナタを操あやつったら制裁ものなんだけど、所持禁止とはいかなかったわけ」

「うんうん。そういうわけです」

「あなたも、挑ちよう発はつするような言動をやめてくれる？」

　ぴしゃりと、太乙タイイーへも釘くぎを刺さす。

　肩かたをすくめた青年鬼仙から、少女は馳郎へと視線を戻もどした。

「そういうわけだから、ここは抑おさえてもらえるかしら」

　幾いく分ぶん申し訳なさそうなのが、この鬼仙の少女にしては珍めずらしかった。

　考えてみれば、もともとナタと〈七鍵勅書〉をつくりあげたのがこの青年鬼仙であるわけで、それゆえ鬼仙の組織とて強ごう引いんに取り上げるわけにいかなかったのだろう。

「……分かった」

　と、少年は拳こぶしを下ろした。

　淡あわく起動光を帯びていた〈カエアン〉が、同時にその光を消した。

「だけど、ナタを無理に操ったら、絶対に後こう悔かいさせる」

　静かに、告げる。

　さきほどまでの激情と裏腹な静けさは、それだけに重く響ひびいた。

「──分かってますよ。僕も白翁と無む駄だに喧けん嘩かしたいだなんて思ってませんから」

　太乙タイイーは、曖あい昧まいにうなずいた。

　そっと唇くちびるに人差し指をやって、にっこりと笑う。

「むしろ、ここは相談役が増えたぐらいに思ってもらえませんかね？　これでも鬼仙きっての知ち恵え者のつもりですよ？　いえ、この前は見事にあなたの手のひらで踊おどっちゃいましたけど♪」

　語ご尾びに音おん符ぷでもつきそうな、見事に胡う散さん臭くさい口調である。

「お前は単に、面おも白しろい観察相手が増えたぐらいにしか思ってねえだろうが」

「よく分かってらっしゃる」

　太乙タイイーが、うんうんとうなずいた。

　憎にくたらしいことこの上ないふざけた態度ではあったが、かえって互たがいの立ち位置を確立するには好都合だった。

「……まあ、なんか理由がない限り敵に回らないのは分かった」

　吐はき出すように言うと、蓮リヤ花ンフアがぱんぱんと手を叩たたいた。

「うん。ふたりとも一応手打ちできたようで何より。というかこんなときだけ少シヤ影オインは都合良く寝ねてるんだから。あの役立たず」

　罵ば倒とうとともに地面を厳しく睨にらみつけてから、改めて馳郎へ視線をやる。

「だいたい、ナタがあたしたちの監視対象だっていうのも忘れてたんじゃない？　申し送りもなくちょろちょろ移動されたら困るんだけど。それこそ太乙タイイーに言われなかったら、ほうぼう捜さがし回ることになってたわよ？」

「あ……それは、すまん」

　馳郎が、頭を搔かく。

　こちらは天然で忘れていたものである。ナタと鬼仙社会の事情から、基本的に蓮リヤ花ンフアたちの行動半径内にいるように言われてるのだが、今回は急きゆう遽きよ合宿などが決まったため伝えるのをすっかり失念していた。

「う～ん、じゃあ何か懲ちよう戒かいか賄わい賂ろが必要なところだけど」

「はっきり賄賂って言うなよ!?」

「そうだ！」

　と、少し考えて、蓮リヤ花ンフアは指を鳴らした。

「な、なんだよ」

　思わず後ずさった馳郎へ、誇ほこり高き鬼仙の少女は実にいい笑え顔がおで申し出たのだ。

「代わりに、あなたたちの仲間と合流させてくれるかしら？」
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「また、美少女が、増えた、だと──」

　茫ぼう然ぜんと、手鞠が目を丸くした。

　わなわなと手が震ふるえ、何度も言葉無く唇を開閉してから、一世紀前のロボットみたいにぎこちなくこちらへ振ふり返った。

「どうなってるんだ戌見後こう輩はい！　何をしたんだ戌見後輩！　これはちょっと許さない許せない許すべからず！　まさかお前がこんなにも先せん輩ぱい思いの後輩だなんて、あたしは号ごう泣きゆうするしかないぞ！　というか、この子もナタちゃんもリコちゃんも全部あたしに捧ささげてくれるんだよね!?」

「怒おこるのか感謝するのかどっちかにしてください！　それに捧げ物とか、そもそも俺のモノじゃないし！」

　映画のホールドアップみたいに手を挙あげつつ、馳郎がつっこみ返す。

　なお、

「……ふうん？　違ちがうんだ？」

　と、呟つぶやいて自分の髪かみの毛をいじったのは蓮リヤ花ンフアだが、そんな声をまともに耳にしているはずもない。

「なんか言ったか!?」

「何にも。──初めまして、朱ジユウ蓮・リヤ花ンフアと申します。そちらのナタさんとは以前からのお付き合いですが、このたび戌見さんに無理を言って、皆みなさんにも挨あい拶さつにまかりこしました。どうぞお見知り置きを」

　凛りんとした口上とともに、一礼してのける。

「わわ！　凄すごい！　挨拶まで綺き麗れい、日本語流りゆう暢ちよう！　というかやっぱりナタちゃんと知り合いなんだ！」

「……んむ、まあ、そうなる。……そちらの御ご仁じんも、古い知り合いだしな」

　ちらりと見られた青年もまた、拱きよう手しゆとともに頭を下げる。

「初次はじめ見面まして。──大陸から来ました太乙タイイーと申します。蓮リヤ花ンフアさんとは、まあ保護者というか保護されているといいますか、そんな感じで」

　さすがにナタの表情にはただならぬ緊きん張ちようが漲みなぎったが、取り乱すことはしなかった。ちなみに、まだ太陽が出ていることもあって、少シヤ影オインは欠席中である。

（リコと北斗がいなくて良かった……）

　と、馳郎はひそやかに胸をなで下ろす。

　夜の探たん索さく準備もあって、あのふたりは現状席を外している。もしもこの場にいたら、どれだけしっちゃかめっちゃかになったことか。

「でも、戌見後輩とはどういう知り合いなの？　やっぱ千円ボディガードがらみ？」

「いえ、ボディガードをお願いしたことはないんですが、戌見さんには日本に来てからいろいろ助けられてまして。戌見さんのことですから、こんな風に助けられた子はさぞ多そうですけど」

「ああ、うん。多い多い！　ナタちゃんもそうだけど、去年はさんざっぱら隠かくれ蓑みのに使われたもん！　犬いぬ猫ねこのペットだとか家出した女の子だとか自殺しかけた音楽家だとか、たまにヤクザに追われた女の子だとか匿かくまってるんだよー」

　こくこくとうなずいた手鞠のついでに、今まで様子を見ていた七門までが調子に乗って口を開く。

「いえ手鞠先輩、馳郎のヤツが困った人拾ってくるのはもっと昔からです。ペット捜さがしも小学生からだし、下着泥どろ棒ぼうや野菜泥棒つかまえたり、隣となりのクラスで苛いじめられてた女の子匿ったりとやりたい放題でしたよ。果てはお気に入りだった先生が、修学旅行費横領した教頭に濡ぬれ衣ぎぬ着せられて辞やめさせられそうになったからって、僕まで証しよう拠こ写真を撮とるのに付き合わされたぐらいですから」

（七門おおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！）

　小学校時代からの自じ称しよう親友まで、いつものかしこまった顔でべらべら喋しやべり出すのを、少年は悪夢でも見るような思いで聞き流すしかなかった。

「──ふうん。やっぱりそうなんですね」

　にこにこと唇をほころばせつつ、蓮リヤ花ンフアの目はまったく笑ってない。

　極きわめて丁てい寧ねいかつこちらの急所を抉えぐるカタチで、生徒会から情報を収集していく。

（…………）

　馳郎の顔から、だらだらと脂あぶら汗あせが垂れた。

　みるみる安住の地が崩くずされていく幻まぼろしの音さえ、少年は聞いた。

（く、くそ、こいつ何の恨うらみがありやがる……！）

　歯がみするも、留め立てする術すべとてない。

　好みの美少女とたっぷり交流して頰ほおまでつやつやになった手鞠が、くるりと旧友へ振り返った。

「ん、まあこれぐらいは増えても大だい丈じよう夫ぶだよね一姫？」

「あ。はい。もともと別べつ荘そうは余よ裕ゆうありますし、あちらも十分乗れると思いますわぁ」

　たっぷりと楽しんだらしい一姫は、水着の胸に手をおいて、満足げにうなずく。もとより外見はともかく、性せい癖へきは手鞠とそっくりな一姫である。美少女が増えることに異論があるはずもない。

（あちら？）

　一いつ瞬しゆん思ったが、その答えはほどなく判明した。

　彼女たちの先導で、昼下がりの砂すな浜はまを十分ほど歩くと、それがどでんと待ちかまえていたからだ。

「うおわ」

　思わず、変な声が漏もれた。

　クルーザーであった。それこそ映画でしかお目にかからないような、豪ごう奢しやな大型プレジャーボートが接岸されていたのである。

「こ、これ……」

「へっへーん。海の宝探しつったら、船は必ひつ需じゆ品でしょ！　このために一姫にクルーザーをレンタルしてもらったのだ！」

　鼻の下をこすって、なぜだか手鞠が自じ慢まんげに胸を張る。

　意外と豊かなプロポーションもあいまって、大変健康的な色っぽさを発散しているのだが、馳郎は背後でのひそひそ話ばかりに気が行った。

「ほうほう、宝探しね……」

「うんうん。いやあ実に面白そうですねえ」

　蓮リヤ花ンフアと太乙タイイーが、互いにうなずきあっている。

（お前ら、そんなに意気投合してたか!?）

　声無きツッコミを敢かん行こうする中、もうひとつ別の反応が生じた。

「うむ……凄いな」

　白い水着のナタが、素す直なおに感動して船を見上げたのだ。

「ナタは、あまり船を見たこと無いんだっけ？」

「私は、草原の生まれだったものだからな。まともな船を見るのは、この国に来るときの一度ぐらいだ。ああ、まるで渡わたり鳥みたいに優美なんだな」

　こっそり、少女の目がきらきら光っていた。

「…………」

　ひとつ、ため息をつく。

　この期ごに及およんでも、少年はなんとか誤ご魔ま化かしてやり過ごせないかと思っていたのだが、相棒がこれでは仕方ない。

　諦あきらめて、自分から手鞠へと水を向けた。

「じゃあ、行きますか先輩」

「うおっしゃ、よーそろー！」

　手鞠が、大きく手を振った。

　ちょうどそのタイミングで、クルーザーから新たな影が降りてきたのである。

「……承知……いたしました……」

「ふわっ！」

　陰いん々いん滅々とした声に、びくんと手鞠の肩かたが跳はね上がった。

　代わりに、一姫がことりと首を傾かしげる。

「あなたが、今回の案内の？」

「……はい。そちらは……春荻一姫様の……ご一行……ですね……」

　目の下に分厚いくまをつくった若者が、頭を下げた。

　年は大して変わらなそうなのだが、とにかく暗い。顔立ちは案外整っているのに、幽ゆう霊れいみたいに長い髪と、あまりにも陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きが何もかも台無しにしている。

　たぎり落ちる夏の陽光と相反する、まるでブラックホールにも似た相手だった。

「こほ……こほ……！　クルーザーの……運転を請うけ負った……木き崎ざきといいます……。どうぞ……こちらへ……」

　何度か、病弱そうな咳せき払ばらいをして。

　影をひきずるようにしながら、若者がタラップをのぼっていく。

　そんな様子に皆が一度顔を見合わせて、なんとなく微び苦く笑しようしてから、クルーザーへと乗り込んだのであった。
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　海かい路ろは、極めて快適だった。

　一いち姫ひめの借りた大型クルーザーはなるほど最高級だったらしく、木き崎ざきと名乗った若者の腕うでもあるのか、揺ゆれらしい揺れを感じさせない。白い波を蹴け立たてて、青い海原うなばらを突つき進んでいくクルーザーの姿は、まるで一筋の矢のようにも見えた。

「……うわあ」

　その甲かん板ぱんで、ナタは目を輝かがやかせていた。

　柵さくから思い切り身を乗り出したまま、片手で麦むぎわら帽ぼう子しを押さえ、飽あきる様子もなく海を見つめている。

「凄い。凄いな馳はせ郎ろう」

　子供みたいに、何度も口にした。

　その姿が眩まぶしくて、馳郎ははにかむみたいに頰の火傷やけど跡あとを搔かく。

「ん、そうか」

「うん、凄い。こんなに凄いんだな。広いんだな、海とは」

　一いつ生しよう懸けん命めいに、少女は言葉を紡つむぐ。

　普ふ段だんからは考えられない幼おさなさでもあった。黄こう坂さか市にも港はあるし、二、三度行ったこともあるのだが、やはり船上から見る景色とは違ちがうのだろう。

（……来て良かったかな）

　だから、少年も嬉うれしくなった。

　この少女といるといつもそうなのだけど、透とう明めいな水が心の内に染しみ渡るような、そんな嬉しさであった。

「で、宝探しって言ってたのはどういうことなわけ？」

　こちらは柵に腰こし掛かけていた蓮リヤ花ンフアが、口を開いた。

　ちょっと船が傾かしいだだけで海中に落ちてしまいそうな位置なのだが、まったく危なげない。そういえば吸きゆう血けつ鬼きは流れ水を渡れないなどの伝説も聞いたことがあるが、これも鬼き仙せんには関係ないのだろうか。

「あ、蓮リヤ花ンフアちゃんも宝探しに興味ある!?　あるよね!?」

　ほとんど押し売りみたいな勢いで、手て鞠まりがパーカーのポケットに手を突っ込んだ。

「じゃっじゃーん、たーかーらーのーちーずー」

　なにやら秘密道具でも取り出しそうな節回しで、一枚の地図を取り出す。

　先んじて馳郎から奪うばったあげく、コピーを取った品である。

「それって何があるんです？」

「む。そういえば聞いてないな。どうなんだ戌いぬ見み後こう輩はい！」

「あ、いや、俺も何があるとか知らないんで……」

「あっそう」

　正直に答えると、あっさり手鞠が引き下がった。興味の範はん疇ちゆうならみっともないぐらい食い下がるのに、そこから一いつ旦たん外はずれると、投げやりといっていいぐらい放置するのもこの先せん輩ぱいの性質である。

（こ、この人、本当に面おも白しろがれるネタとしか思ってねええ……！）

　内心叫さけびつつ、好都合ではあるので馳郎も堪こらえた。

　ここで地図の出所とか切り込まれると、困るのはこちらの方である。

「この地図だと、だいたい後十分ぐらいでつくかなー？　でゅふふふふ、燃えてきたでござるぞお」

　軽く目もく算さんして、うきうきと手鞠は口にした。

　鬼き無な里さ海岸はおおよそ綺き麗れいな円を描えがいた内海になってるのだが、湾わんの中心あたりに小さな島があって、地図に×印がついているのはだいたいその島の裏側だった。

　じっくり舐なめ回すように地図を見つめて、うひひひとほくそ笑えみを漏らす手鞠の姿は、あたかもおとぎ話か何かで包丁を研とぎつづける鬼おに婆ばばのごとくであった。

「やる気満々すぎる……」

「思ったよりも、あなたの仲間の人間って個性的なのね……」

　蓮リヤ花ンフアが、さまざまな思いをこめて息をついた。

「お願いだから、手鞠先輩を基準にしないで欲しい……」

　と反論するものの、馳郎も自信なげである。

　ちらりと見た七なな門かどと一姫は、同じ甲板の中央で歓かん談だんしていた。というか、一姫の水着が人魚のごとき優美さだけに、七門のふんどしとパーカーのセットはもはや犯罪的な臭においさえ漂ただよわせている。

「ん、馳郎。何か僕に文句でも？」

　きりりと眼鏡を押し上げた優等生の、なんと堂々たる顔か。

「だから、なんでまだふんどしなんだ！」

「失敬な！　君が言うからちゃんと色を変えたんだ！　前のが由ゆい緒しよ正しい白ふんなら、今度は日本男児の赤心まごころを表す赤ふんだとも！」

「そういう問題じゃねえし、表現方法は考えろよ!?」

「あらあらぁ。おふたりとも海まで来ても仲のいいことですわねぇ」

　ころころと、優ゆう雅がに笑う一姫である。いつもの生徒会室でもそうだが、これだけの奇き行こうをあっさり受け容いれてるわけだから、器うつわの大きさたるや生徒会長の名にまったく恥はじない。

　しかし、今回の少女はかすかに目を細めた。

　そっと自分の額に触ふれて、旧友を呼んだ。

「……ん、朝あさ葉ば」

「一姫？」

　呼ばれた手鞠が振ふり返り、

「そろそろ、私、限界かも──」

　言葉が途と切ぎれた。

　突とつ然ぜん、少女の身体からだが、ふわりと前のめりに傾いだのである。

「つわったあ！」

　手鞠の腕がぐんと伸のびた。歌か舞ぶ伎きの見み栄えでも切るかのように、身体ごと一姫の倒たおれるコースへ差し挟はさみ、長い髪かみの少女をその胸むな元もとで受け止める。

　あまりの急な展開に、馳郎が駆かけ寄った。

「春はる荻おぎ先輩！」

「やあ、いつもの〈眠ねむり姫〉だわ」

　手鞠が苦笑した胸元で、一姫はすでにすうすうと寝ね息いきをこぼしている。

　黄坂高校に名高き〈眠り姫〉──校長の大演説中だろうが、生徒会長としての会議中だろうが、いきなり眠り込んでしまうこの少女につけられたあだ名である。

　馳郎の隣となりから、ナタも心配そうに覗のぞき込む。

「氣チイは安定してるようだが、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ん、大丈夫大丈夫。これは一姫の特技というか体質というか持病だしねー。んじゃあたし、ちょっとベッドとか用意してくるからよろしく！　あ、力仕事あるかもだから戌見後輩……はお客様の相手があるから、七門後輩がついてきて！」

「あ、はい。分かりました！」

　男らしく生徒会長をお姫様だっこしつつ、しゅたっと指先だけあげて走っていく手鞠である。七門もそれに従って、律りち儀ぎに五十センチの隙すき間まをあけて先輩についていく。短めのパーカーの下から、ちらちら赤ふんが覗いていたのはご愛あい敬きようだろう。

　甲板に残された馳郎たちは、それぞれ距きよ離りをとって、顔を見合わせた。

「……やっと、この面子メンツに戻もどりましたねえ」

　苦笑混じりに、太乙タイイーがこぼす。

　その通りではあった。

　馳郎、ナタ、蓮リヤ花ンフア、太乙タイイー。

　クルーザーを運転する木崎は当然ブリッジであるため、鬼仙に関かかわる四人だけがこの甲板に残されていたのである。

「俺はお前まで招待した覚えはなかったんだけど」

「だから、そう言わないでくださいよ。僕は結構君のこと気に入ってるんだから泣いちゃいますよ？」

「うざい」

　一言で切り捨てられて、青年鬼仙がしょげ返るように後ずさった。

　わざわざ両手の人差し指をつんつんとしているあたり、芸の細かさがまたうっとうしい。これ以上つっこんでも喜ばせるだけなので、あえて無視する。

「──で、宝ってあの島？」

　水着姿の蓮リヤ花ンフアが、クルーザーの針路へと綺麗な顎あごをしゃくった。

　おおよそ直径数百メートルほどの、小さな島だった。

　馳郎が、こくりとうなずく。

「なんでも、数十年前に火山活動だかなんだかで隆りゆう起きした島なんだってさ。登記上は国のものになってるんだけど、このあたりの測定後のことだったそうで、正式な地図には載のってないとか。それ以上は〈カエアン〉とリコにも追えなかった」

「へえ、白はく翁おうの調査力でも？」

「──古い記録は電子化されてないから、どうしても弱いそうだ」

　最後に口を挟んだのは、ナタである。

　もともと電子どころか記帳という文化自体に慣れ親しんでない少女だが、ここ最近はリコと〈カエアン〉の薫くん陶とうもあってそれなりに理解できるようになっていた。

「ふうん」

　と、蓮リヤ花ンフアが舌なめずりする。

「ここ数十年でできた、新しい島の宝物か。うん、それは楽しそうになってきたわね」

　ほんのりと、白い肌はだがいろづく。

　この鬼仙の少女もまた、未知の事物や出来事に目がない。鬼仙の中でナタを追う役目に回されたのも、その性質が理由だろう。

「どいつもこいつも、自分の楽しみのために余念がないな……」

「ふん。あんたに言われたくはないわよ」

「お、俺、そんな自分勝手なことした覚えないぞ」

「そう？　この中でも太乙タイイーと張るぐらい我がが強いのはあんただと思うけど」

「は？　な、なんで」

「ホントに分からないの？」

　じっ、と蓮リヤ花ンフアがこちらを見つめる。

　心の底まで暴あばき立てるような真しん摯しな視線で、思わず馳郎が慌あわててしまうほどだった。

「ま、いいけど」

　と、少女は続けた。

「それより、さっきから、船の後ろをおかしなのがついてきてるわよ」

「っ──！」

　こと、単純な知覚能力については、この中でも蓮リヤ花ンフアが際きわだった能力を誇ほこっている。

　それゆえ誰だれもが疑わず、すぐに機械音声がパーカーからあがった。

『──マスター。クルーザーの後部、海中三十メートルから四十メートル地点に、こちらを追つい尾びしている物体を確かく認にん。速度はおおよそこちらと同じです』

〈カエアン〉と直結した馳郎のコンタクトレンズにも、捕ほ捉そくされた光点が映り込む。

　少年が、ぐるりと振り返った。

「ナタ！」

「うむ！」

　首しゆ肯こうと同時、少女が跳ちよう躍やくした。

　躊躇ためらいもせず、クルーザーの外へ。

　白い水着のワンピースが海面へ没ぼつするかと思われた瞬しゆん間かん、しなやかな足が水を跳はねた。

「────っ！」

　慣れたはずの馳郎さえ、その光景に目を見張った。

　波の上に少女は立っていた。ほんの一いつ瞬しゆんのことではあったが、漂っていた流木を支えとして、音もなくもう一度跳ねたのである。それが鬼仙の能力ではなく、卓たく越えつした武術の冴さえだと悟さとらされたがゆえに、少年の驚きよう愕がくはなお深かった。

　白いイルカのように、少女が宙返りする。





「古き七しち支し族ぞくの血を借りて、汝なんじの兵器は四し宝ほう剣けんの六番目の双ふた子ごに乞こい願う」

「其そは両りよう儀ぎなり四し象しようなり、八はつ卦けを連つらね巡めぐり結むすびて阻はばみたまえ、陰いん陽よう剣けん！」






　虚こ空くうより現れ、少女の両手が握にぎるは紅と蒼の双そう剣けん。

　鬼仙兵器として封ふう印いん状態でも、なお少女とともにある守護宝剣──すなわち陰陽剣。

「──そこ！」

　一いつ切さいのバランスを乱さず、ナタは宙返りから蒼剣を海面へ突つき下ろした。

　水中へ潜もぐり込んだ切っ先が、それを捉とらえる。

　捻ひねりあげるように、剣が動いた。

　刃やいばに持ち上げられ、海上へ躍おどり上がったそれの姿を、甲かん板ぱんの全員が認識する。

「人魚!?」

　いや。

　古今のおとぎ話を紐ひも解といても、そのような奇き妙みような人魚がいるだろうか。

　確かに上半身は人間と酷こく似じし、下半身は魚の尾おびれと同じカタチをしていた。だが、その細部はあまりにも違ちがっていた。

　なかったのだ。

　人魚の顔に、何もなかった。目も鼻も口も耳も、ありとあらゆる器官を持たず、砂さ漠ばくのごとく茫ぼう漠ばくとした曲面を貼はりつけているきり。

　のっぺらぼうの、人魚だった。
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　男とも女ともつかない半はん端ぱな体型に、ぶよぶよとした粘ねん体たい状の肉体。その奇き怪かいな身体がナタに突き刺さされた部分からさらさらと崩くずれて、消えていった。

「そっちも！」

　続けて、蓮リヤ花ンフアの声が、示し唆さする。

　甲板の側後部に、先と同じのっぺらぼうの人魚がしがみついていたのだ。

　ちょうど、太乙タイイーの方向へと、あがりこんだ人魚が手を伸ばした。

「うわわわわわああああああっ！」

　みっともなく、青年鬼仙の喉のどから声があがる。

　声もなく、人魚が太乙タイイーへと迫せまる。

　そのぎらついた爪つめの鋭するどさよ。人間ごときはたやすく骨まで断たちそうな刃が、青年鬼仙の頭上から降り落ちる。

　刹せつ那な、

「〈カエアン〉！　リッパー！」

『要リク請エス起ト・動ブート。──攻こう性せいプログラム０３〈リッパー〉』

　馳郎の声に応こたえて、纏まとっていたパーカーから仕掛マニピけ腕ユレータが解放された。

　三本の特とく殊しゆ鍛たん造ぞうナイフが、人魚の横よこ脇わきから滑すべり込む。

　眩まばゆい陽光が、裂さけた。

　のっぺらぼうの人魚の爪をすんででかいくぐり、〈カエアン〉のナイフが相手を断ち切っていた。ナタのときと同様、かの人魚はそのまま身体を崩ほう壊かいさせていく。

「なんだ、こりゃ……」

　かすかに息を荒あらげ、馳郎が砂となった人魚を見下ろした。

　幸い、これ以上の襲しゆう撃げきが来る様子はなかった。海原うなばらは再び変へん哲てつもない空間へと戻り、二、三度波間を蹴けって、ナタがぐいとクルーザーの柵さくをつかみあげた。

「駄だ目めだ。近くには、もういないらしい。一瞬おかしな氣チイは感じたが、それ以上はこちらもさっぱりだよ」

　かぶりを振ふって、少女が言った。

「そか、お疲つかれ様」

　麦むぎわら帽ぼう子しをぽんぽんと叩たたく。

　はにかむように帽子のつばを押さえた少女をおいて、少年は隣となりへと視線を落とした。

「……お前、なんでずっと尻しり餅もちついたままなの？」

「いやいやいやいやいや」

　と、太乙タイイーが青ざめた顔で片手をあげる。

「ちょ、ちょちょ、ちょっとびびっちゃいまして。腰こしが抜ぬけちゃいました。……あやうく漏もらすかと」

　ごにょごにょと、最後は掠かすれて聞こえなかった。

　演技でない証しよう拠こに、ぶるぶると青年の指先まで震ふるえていたのである。

　固有の戦せん闘とう力がまったくないのは知っていたものの、予想より大分おちゃめすぎる反応に、少年は眉まゆをひそめて口を開いた。

「……あんた、ナタとウーがぶつかったときは大きな顔してたろうが」

「は？　あれはどっちも僕のつくった作品娘ですよ！　どれだけ喧けん嘩かして街をぶっ壊こわそうが、怖こわいはずがないじゃないですか！」

　えへんとばかりに、深しん衣いの胸を張る。

　この場合、感心するべきか呆あきれるべきか、判断に迷う。

　ひとつため息をついてから、

「……とりあえず、何か裏があることは分かったな」

　と、呟つぶやいた。

　白翁が残した地図。

　それが何の意味もない悪戯いたずらであるという、その線はなくなった。

　だが、ならばその真実は？

　今の人魚の、正体は？

「…………」

　考えても、分からないことだらけだ。あまりにも材料が少なすぎる。

　いや、あることにはある。

　地図の日付と×印──つまりは、その場へ行ってみろという、強きよう烈れつな意思表示が。

（おっさん……一体、何考えてやがったんだよ……）

　かつて、一度だけ出会った先代白翁を思って、馳郎は苦く笑しようした。

　たった一度の出会いが人生を変えることなどざらだが、死後にここまで翻ほん弄ろうされるという例は稀まれだろう。馳郎にしてみれば、死人と会話している心持ちにさえなるのであった。

　そこまで考えたところで、

「……何か……あり……ました……？」

　陰いん気きな声が、スピーカー越ごしに甲板へ響ひびいた。

　人魚の襲撃はどちらもクルーザー後方のことでもあり、操縦席からは見えなかったらしい。このクルーザーはかなりの大型なため、後方には死角が多い。手鞠たちが移動した船室も、甲板より下の位置にあるので多分大だい丈じよう夫ぶなはずだ。

（安心していいのかは分からねえけど）

「あ、何でもないです！」

　大声で返してから、馳郎の顔がもう一度苦い色を帯びた。

　気づいたナタが、首を傾かしげる。

「馳郎？」

「いや、その、ホントに仕事になっちゃったなって」

　ため息とともに、少年は癖くせっ毛を搔かき回す。

　今回の合宿の荷物運びを、〈戌見ＣＰサービス〉の千円ボディガードとして受けてしまっている事実に、今いま更さら思い至ったのである。




　　　　２




　結論からいうと──×印の場所には何もなかった。




　もとより、火山活動で隆りゆう起きした島である。大部分を占しめる火山灰層は波の浸しん食しよくにやられやすいため、周囲のほとんどが断だん崖がいとなっている。漂ひよう着ちやくした種子でいくらかの植物が緑をなしているが、島というよりは恐おそろしく巨きよ大だいな岩か何かという印象が強かった。

「ええええー、ここは不思議な鍾しよう乳にゆう洞どうとか謎なぞの海かい賊ぞくとか出で迎むかえしてくれて、ドキドキのワックワクな場面じゃないの!?」

　はなはだ不満を述べた手鞠であるが、この断崖ではそこらのクルーザーで上陸することもかなわない。もちろん蓮リヤ花ンフアの運動能力であればけして不可能ではないのだが、そんな事実は知る由よしもなかった。

　大変不服そうな膨ふくれ面づらをさらしつつも夕暮れまでさまよったあげく、クルーザーは海岸までＵターンして、一姫の手配していた別べつ荘そうまで戻もどってきた次し第だいである。

　別荘もはなはだ豪ごう華かで、ひとりずつ部屋が用意された洋館となっていた。

　過ぎ去りしセピア色の時代を思わせる、瀟しよう洒しやな館やかただった。

　その部屋のひとつを選んで、ベッドのひとつに腰こし掛かけたところで、

「……つ、疲れた……！」

　と、馳郎は息をついた。

　とりあえず、今日のところはこれ以上の面めん倒どうに巻き込まれずに済んだ。合宿が三日間続くことを考えると、まだまだ安心にはほど遠いのだが、ひとまず休きゆう憩けいぐらいはとることができる。

　近くに置いてあったバスケットから、リンゴをひとつ手に取った。

　少し考えて、少年は別荘で着き替がえた──実際はこっそり形状を変えただけのジャケットに、命令を下す。

「〈カエアン〉、仕掛マニピけ腕ユレータを」

『イエス。マスター』

　ウィンとかすかな起動音をたてて、二本の仕掛マニピけ腕ユレータが少年の脇から伸のびる。

「待って。お前が操あやつるんじゃなくて、俺の思考制せい御ぎよで」

『……あの訓練ですか？』

「うん」

『了りよう解かいしました』

　仕掛マニピけ腕ユレータが一いつ旦たん落ちた。

　それから、ひどくぎこちなく、ふるふると蠕ぜん動どうしながら持ち上がる。その動きを少年はじっと見つめ、ぴたりと呼吸を止めていた。

「…………」

　ごくり、と唾つばを吞のみ込む。

　近づいた仕掛マニピけ腕ユレータの一本が、先せん端たんの『手ハンド』を動かして、リンゴを少年の手のひらから摑つかみあげた。

　力をいれすぎて、ぐしゅ、と果か汁じゆうが垂れる。

「……と、たたたた」

　慌あわててゆるめると、今度はゆるめすぎて、リンゴが足あし下もとに落ちる。

　仕方なく自分の手で拾って、もう一度仕掛マニピけ腕ユレータに意識を戻した。少年の思考によって制御された機械の手は、また力を入れすぎて、半ば果実に埋うまってしまったが、今回は諦あきらめて次の段階に移行する。

　もう一本、少年の脇から伸びた仕掛マニピけ腕ユレータから、シャキンとナイフが展開される。

「……よし」

　息を詰つめたまま、少年は二本の仕掛マニピけ腕ユレータに集中した。

　リンゴを持った仕掛マニピけ腕ユレータは完全には固定しきれず、ふらふら中空をふらついている。

　そこに、ナイフを掲かかげた仕掛マニピけ腕ユレータが寄り添そった。

　どちらの仕掛マニピけ腕ユレータも、深夜の酔よっぱらいみたいに安定しない。ひとつ間ま違ちがえると、リンゴどころか馳郎の身体からだに刺ささってしまいそうだ。それだけに用心深く、少しずつ少しずつナイフがリンゴへと近づいていき──




「──何をしてる？」




「わっ！」

　不意にかけられた声に、集中が途と切ぎれた。

　特殊鍛造ナイフがリンゴを掠め、危あやうく馳郎の肩かた口ぐちを突つき刺す寸前で、仕掛マニピけ腕ユレータ同士が絡からまって止まる。

「……ナタ」

　声をかけた少女を振り返って、少年は目を丸くした。

　まじまじと見つめて、問う。

「それは、この別荘の？」

「……うむ。一姫が用意してくれたからな」

　ナタが、ガウンの襟えり元もとに触ふれる。

　こちらも水着はすでに脱ぬいで、館で用意されたガウンとナイトキャップを纏まとっていたのである。初めて水着を見せられたときほどの衝しよう撃げきはないが、かえってそれが夕暮れの気配とあいまって、少女を白く柔やわらかく飾かざっていた。

「馳郎は、何を？」

　興きよう味み津しん々しんに覗のぞき込んだナタに、馳郎は狼狽うろたえるように口を開いた。

「いや……〈カエアン〉の仕掛マニピけ腕ユレータを、思考制御だけでフル操作できないかって」

「フル操作？」

「ああ。普ふ通つうの腕みたいに、全部自分の考えだけで動かすってこと」

　くるくると、少年が自らの指を回して見せる。

　なぜ人間が自分の腕を器用に扱あつかえるかというと、単純にそういう機能になってるから、というだけではないのだ。これは赤ん坊ぼうがグーパーぐらいしか手を操れないことを考えれば分かるだろう。

　実際の理由は、そこに伝達部位シナプスが形成されているためである。

　何度となく行使され刺し激げきされた結果として、脳や神経が最適化されるのだ。

　いわば赤子の頃ころからの訓練が、人間の脳に腕という機能を刻みつけていると言ってもいいだろう。余談だが、幻フアン肢トム・痛ペインと呼ばれる『事故などで失われたはずの手足が痛む現象』も、最適化された脳が四し肢しの喪そう失しつを受け入れられないために引き起こされるのだという。

　そこまで話したところで、馳郎は別の話をもちかけた。

「前の事件の最後、覚えてるか？」

「……灰はい岡おかジンのことか？」

　ナタがあげた名前に、小さくうなずく。

「あのとき、多分ジンは残った三本の仕掛マニピけ腕ユレータをフル操作してた」




　──『その仕掛マニピけ腕ユレータの操作権、俺に預けろ！』




　戦いの最中。

　突とつ然ぜん、ジンが叫さけんだ言葉。

　そして次の瞬しゆん間かん、ジンが纏まとった〈ツール〉はその動きを変えた。高速戦せん闘とう用追加モジュール〈スカアハ〉の突撃槍ランスさえも見切り、本来の腕と同等以上に仕掛マニピけ腕ユレータを操ってのけた。

　普通に考えれば、不可能だ。

　失われた腕を義ぎ肢しで補う程度ならともかく、人間の身体に三本の新たな腕をくっつけたところで、まともに動かすことなどかないはしない。だからこそ〈カエアン〉も〈ツール〉も人工知能に制御権限を与あたえるシステムになっているのだ。一応脳波制御もしているが、それはあくまで『こんな感じに動いて援えん護ごしてくれ』というひどく大ざっぱな指令を与えているに過ぎない。

　だが、ジンはやった。

　訓練によって伝達部位シナプスをつくりあげたのか、あるいは鬼仙の血を飲んだことによる副作用か、はたまた角つのなしとはいえ〈おに〉の血族に連なるがゆえかは分からないが、ジンはその限界を軽々と超こえてのけた。

　そこまでのことができると、馳郎も思っているわけではない。

　馳郎は馳郎で、ジンはジンだ。

（……だけど）

　──だけど。

　その上で、こうした方向に自分の『先』があるようにも思ったのだ。

「とりあえず、このリンゴの皮が剝むけるぐらいは、俺も練習してみようかなって」

　微び苦く笑しようして、再び馳郎がリンゴを摑み、挑ちよう戦せんに舞まい戻る。

　用心深く仕掛マニピけ腕ユレータを動かして、リンゴを再び固定。その近くにナイフを持っていく。

「…………」

　ナタも、まるで我がことのように唾を飲み込んだ。

　部屋の空気が強こわばって、意識がナイフとリンゴのふたつに集中していく。

「あいたっ！」

　それが、突然破られた。

　力を入れすぎて滑すべったナイフが、馳郎自身の手の甲こうに突き刺さったのだ。

「馬ば鹿か」

　慌てて、少女が駆かけ寄る。

　血に濡ぬれた少年の指先を手に取って、思わず顔を寄せたところで、不自然に停止した。初めてそこでぐるぐると周囲を見回し、近くのハンカチを引き寄せる。

「待ってくれ。これで──」

「わ、悪い。貸してもらった服を汚よごしちゃいけないよな」

　少年が言うと、ナタはふるふるとかぶりを振ふった。

「あ、違ちがうんだ。……私が、血を吸うわけに、いかないから」

「血を？」

　ことりと少年が首を傾かしげる。

　似たような言葉を、前にも聞いた気がしたのだ。

　確か、やはりウーの事件で蓮リヤ花ンフアと一いつ緒しよに行動していたときのことで、




　──『あれは特別！　こんな見み境さかいなしに吸いまくったのと一緒にしないで！　あたしらが血を吸うっていうのはね……』




　そうだ。

　もうひとりの鬼仙兵器たるウーが、中ちゆう華か街がいで出した犠ぎ牲せい者しやたちについての話であった。

「蓮リヤ花ンフアも似たようなことを言ってたっけ」

　何の気なしに口にすると、思いがけないところで反応が起きた。

「蓮リヤ花ンフアが？」

　親指をきつく縛しばりながら、ナタが振り向いたのだ。

「蓮リヤ花ンフアが、何か言ってたのか」

　妙みようにきつく、問いつめてくる。

　その様子が、今までに見てきた少女とはずいぶん違っていたので、馳郎も面めん食くらって瞬まばたきした。

「え、いや、ええと、ナタは俺の血を吸ってるんじゃないかとか、そんなだったような」

「わ、私がキミの！」

　素すっ頓とん狂きような声があがった。

　少女の顔が面おも白しろいぐらいに色を変える。

　あれだけ陽光を浴びたというのに日焼けひとつしていない真っ白な肌はだが、綺き麗れいに真っ赤に染まって、少年の前で立ちつくしていた。

　よっぽど熱くなったのか、自分の頰ほおに手をあてて、ううう……と唸うなっている。

「ナタ？」

「き、キミはその──」

「ん？」

「キミはその──自分の血を、誰だれかに──」

　もどかしげに唇くちびるを動かし、少女はぶんぶんとかぶりを振った。白いナイトキャップはイルカみたいに揺ゆれた。

「何でもない！　外で頭を冷やしてくる！」

　きびすを返す。

　そのまま部屋を飛び出したナタを、少年は呆ぼう然ぜんと見送ったのだった。
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　同じ頃、

「──えへへへへ」

　ナイトガウン姿のリコが、にへらっと相好を崩くずした。

　ベッドの上である。

　柔らかな羽う毛もうの寝しん台だいに腰こし掛かけて、ぎゅうっと枕まくらを抱だきしめている。

「どうしたんだいリコ」

「ほ、ほら、これって女子会みたいだなって！」

　ぽんぽんと枕を叩たたいて、少女は目の前のふたりを交こう互ごに見やる。あまりにもその顔が嬉うれしそうすぎて、もはや表情の体ていをなしてない。これが十歳足らずで〈カエアン〉の基き礎そをつくりあげた天才数学者の素顔であると言っても、百人中百人が信じないだろう。

　もっとも、リコばかりのことでもなかった。

「ジョシカイ……！」

　なんとも感かん慨がい深げに、北ほく斗とも呟つぶやいたのである。

　格好こそ男子の制服姿のままだが、北斗の性別についてはすでに三人目の少女──蓮リヤ花ンフアも了りよう承しよう済みだ。というか、直接氣チイを判別できる鬼仙にしてみれば、男装ごときでは隠かくした内にも入らない。

　それぞれの足あし下もとにはジュースの入ったグラスがおいてあり、結構高級品っぽいのだが、かなりぞんざいに紙コップぐらいの扱いを受けている。

「で、で、で」

「何よ」

　リコと同じベッドに頰ほお杖づえをついて、蓮リヤ花ンフアが視線を向ける。

　こちらは、一姫が用意したパジャマ姿であった。

　ナタやリコが着ているようなガウンもあったのだが、動きにくいと不満を漏もらした蓮リヤ花ンフアがこちらの服を選んだものである。

「あのねあのね、蓮リヤ花ンフアさんは学校とか通いたかったりする？」

「その質問、女子会っていうのに関係あるの？　通いたいわけないじゃない。同い年ばっかりが密閉空間に詰つめ込まれて何が嬉しいの？　それって豚ぶたか鶏にわとりの飼育法？　教師の数が限られてる以上効率的な手段とは思うけど、あたしが加わる必要ないでしょ」

　頰杖をついたまま、おだんご頭の少女は面めん倒どうくさそうに答えた。

　上じよう機き嫌げんなリコとは対照的な表情であり辛しん辣らつきわまる返答だったのだが、まったくひるんだ様子もなく、彼女はさらに手をあげる。

「じゃあ、女子らしい話題でガールズトーク！　蓮リヤ花ンフアさんはもともといた鬼仙の山に気になってた相手とかいないんですか！」

「気になってた相手？」

　眉まゆをひそめて、蓮リヤ花ンフアがますます険悪な顔つきになる。

「だいたい、あたしと同年代の鬼仙なんて五ご岳がく三さん山ざんにひとりもいないのよ。この数十年ばかりで生まれたの、あたしだけだもん。鬼仙はみんな気ままで勝手だから、同じ山に住んでても百年会わない相手なんてざらだし、この年までまともに話した鬼仙なんて三十人もいないわ」

「それは……ずいぶん少ないんだな」

　北斗が感想を漏らすと、少女はあっさりとうなずいた。

「何度かの大戦でガタガタに減っちゃったし、山から離はなれた鬼仙もいるからね。特別えらい人らは鬼仙の枠わくを越こえちゃって、もうまともに話せるような状態じゃないわ。百年一日そのままの、退たい屈くつな場所よ」

　近くにあったお菓か子しを適当につまみながら、蓮リヤ花ンフアがつまらなそうに話す。

　ちなみに、つまみはポテトチップスなどのジャンクフードと、カマンベールやゴルゴンゾーラのチーズ盛り合わせである。あらかじめ海の家で買っていたお菓子と館やかたにあった食品の組み合わせなのだが、統一感はさっぱりない。

　ブルーチーズにぱっぱと黒くろ胡こ椒しようを散らして食べながら、蓮リヤ花ンフアはん～と小鼻のあたりに皺しわをつくった。

「これ美味おいしいわねえ。この前食べた蛇へびの天ぷらと同じぐらい」

「へ、蛇の天ぷら？」

「あ、蓮リヤ花ンフアさんそっちいける口？」

　動どう揺ようする北斗をよそに、リコが身を乗り出す。

「……え、あんたも？」

「うん。なんだったら黄坂市のめぼしい店教えようか？　えへへ、結構見つけにくい穴場があるんだよー？　ちょっと日本じゃ珍めずらしい蛇茶に、サソリの丸焼きとヒトデの揚あげ物も常時仕入れてるんだから」

「何それ教えて！」

　即そく座ざに、蓮リヤ花ンフアが勢い込んで申し込む。

　友情とはどこから芽生えるか分からない。

「……いや、僕はこう、マカロンとかチョコレートとか甘くてふわふわしたものの方がいい……んだけど……。昼に食べたかき氷美味しかったし……家では兄さんが邪じや魔まして食べられなかったし……」

　ちょっとひきつり気味の北斗をおいて、よもやのゲテモノ嗜し好こうで結ばれたふたりは、じゃあ蜂はちの子はどうかとかワニの肉は最高だったとか話し込んでいたが、やがて話題をさきほどのクルーザーのことに戻もどしだした。

「じゃあ、あんたらにもあの人魚が何かは分からないわけ？」

「んー、そっちは残念ながら」

　リコがガウン姿で腕うでを組む。

　ポニーテールがぴょこぴょことウサギの耳みたいに跳はねた。

「直接見たらもう少し言えることもあるかもしれないけれど、その情報だけじゃ難しいかな。一応〈カエアン〉には引き続き解かい析せきをお願いしてるけれど」

　リコと北斗はクルーザーに乗っていなかったため、蓮リヤ花ンフアと〈カエアン〉の話から判断しているのだが、やはり手がかりらしいものは得られなかった。

「そういえば、太乙タイイーは見張ってなくていいの？」

「いいわよ。どうせあいつ、自分が面白がってる相手がいる間は逃にげないし」

　ひらひら手を振ふって、蓮リヤ花ンフアが答える。

「それに、もうすぐ少シヤ影オインも起きるから」

「ああ……あの毒どく舌ぜつ執しつ事じ」

　こっそりキャンデーなどを搔かき集めつつ、隣となりで聞いていた北斗がうなずく。

　なおこの三人の場合、甘味を強く欲ほつするのは北斗ぐらいなので放ほうっておいても独どく占せんできるのだが、かつて延々と三つ角づのの〈おに風使い〉──兄の隼はや人とに搾さく取しゆされ続けたがゆえの、哀かなしい習性である。

　そこで、リコが首を傾げた。

「あれ？　くうちゃんもあの鬼仙に会ってたっけ」

「前の事件の後に、中華街でちょっとね。直接話したのは一度だけなんだけど、強きよう烈れつな印象の御ご仁じんだったし」

　軽く苦く笑しようして、北斗が片目をつむる。

「う……まあ、あれがあいつの素だから」

　さしもの蓮リヤ花ンフアも応こたえにくそうに顔をしかめる。

　およそ口を開けば、糞クソとか腐くされとか下げ卑びた言葉しか出てこないような知り合いは、いかに造作が整っていても紹しよう介かいしにくい相手だろう。

「ふうん。そういえば蓮リヤ花ンフアさんと少シヤ影オインさんとの関係も気になるなー」

　ちょっと赤らんだ顔で、リコがにこにこと言う。

「関係？」

「だって大陸でお山を下りたときからずーっとついてきてくれてるんでしょ。ふたりはどういう関係なの？」

　ベッドに手をついて、四つん這ばいに少女が蓮リヤ花ンフアへにじりよる。

　揺れるポニーテールは、さしずめ悪戯いたずらな尻尾しつぽであった。

　迷めい惑わくそうに、蓮リヤ花ンフアが顔をしかめる。

「どういう関係も何も、もともとあたしの親に仕つかえてた従僕よ。生まれたときからなんだかんだで一いつ緒しよなんだから、そんなの考えたこともないわ」

「へえ。ご両親の？」

「そうそ。あたしのいた山──崑こん崙ろん山さんじゃ、特に母さんが結構な顔役なんだけどね。少シヤ影オインは別の支族で、本来は王の直系にあたる鬼仙なの」

「え。じゃあ、少シヤ影オインって王子様とかそういうのなの！」

　リコの瞳ひとみが大きく見開かれる。

　その言葉のどこが琴きん線せんに触ふれたのか、きらきらと輝かがやいていた。

「ううん……まあ、〈庭師〉の王子様ってのも変な話だけど近いのかな？　少シヤ影オインの場合、前の大戦でもとの支族は衰すい退たいしちゃって、帰る場所がないから居い候そうろうみたいなものよ？」

「亡国の王子様！　ますますすごいじゃない！」

「……そ、そうなの？」

　もむもむとチーズをさらにほおばりながら、蓮リヤ花ンフアが言葉を濁にごす。

　これまでの総計は結構な量になっているのだが、どうやら食しよく欲よくが衰おとろえることはないらしい。鬼仙にとって氣チイ以外の食事は趣しゆ味みでしかないはずだが、そうするとこの少女が結構な趣味人ということか。

「……うん。うん。面おも白しろいなあ。すっごい面白いなあ。なんだかとっても楽しい」

　とろん、とリコの瞳どう孔こうがあめ玉みたいにとろける。

　何度となくうなずいて、ふらふらとベッドに肘ひじをつく。ナイトガウンと柔やわらかなシーツに悩なやましい皺を寄せて、少女はふにゃあと猫ねこさながらに背筋を伸のばした。

「リコ？」

　北斗が、ことりと首を傾かしげた。

　すぐ、その身体からだがうつぶせにベッドへ倒たおれ伏ふしたのだ。

「……ふみーい……」

「リコ！」

　慌あわてて駆かけ寄った北ほく斗とが、こぼれたグラスの中身に気づく。

「……これ」

　二、三度、北斗が瞬まばたきした。

　リコのグラスに一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしてから残りを飲み干し、こほこほっとむせた。

「お酒！」

「気づいてなかったの？」

　蓮リヤ花ンフアがじと目になったのは、その香かおりから気づいていたものだろう。鬼仙としての知覚能力は当然嗅きゆう覚かくにも適用されている。

　ぐい、とグラスの中身をあおって、ふうと息をつく。

「リコのだけ、最初からお酒だったわよ？　あたしは途と中ちゆうからお相しよう伴ばんさせてもらってたけれど。ほら、ベッドの裏」

「う、ら……？」

　指し摘てきされた地点に、手を伸ばす。

　ごろりと、いかにもアルコール度数の高そうな瓶びんが転がっていた。

　もちろん、大陸の深山にこもっていた鬼仙には、酒類の年ねん齢れい制限に対する知識や良識などありはすまい。

「りゃ、りゃいひょうぶだってば」

　ろれつが回りきらない口調で、リコがベッドから赤い顔だけをあげる。

「全然大だい丈じよう夫ぶじゃない！　というか、なんで自分だけお酒吞のんでるの！」

「らって、はひめての女子会らったんらもん！　きんちょうするからお酒とか吞んだら、へいきかもって思ったんらもん！」

　胸を張って、だだをこねる子供みたいに腕を振る。

　なんとも可愛かわいらしい抵てい抗こうだったが、北斗が認めるはずもない。

「だから！　抱だきしめた瓶を離して！」

「やだやだ！」

　ぶんぶんと身体ごとかぶりを振る少女から、無む理り矢や理りに新たな瓶をもぎとって、北斗が封ふう印いんのコルクをぎゅっと押し詰つめたときだ。

　リコが首にかけていたスマートフォンが、ぶるりと震ふるえたのだ。

「にゃ？」

　液えき晶しよう画面に指を滑すべらせると、回りきってないろれつで、少女が相手の名を呼んだ。

「あ……〈ひゃえカエあんアン〉」

『準備ができました、リコ様』

「あにゃ」

　端たん末まつからの言葉に、眉まゆを曇くもらせる。

「もう、ひゅんひできちゃったかあ」

　と、もったいなさそうにかくんと肩かたを落とした。

　それから眠ねむ気けに耐たえられないように、ふわりと北斗の方へ身体を傾かたむかせた。

「んんー、くうちゃんいいにおーい。どくせんしたーいおもちかえりしたーい」

「り、リコ!?」

　驚おどろき半分喜び半分で、北斗の腕が受け止める。
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　その胸のあたりに頰ほおをこすりつけて、リコはスマートフォンを相手に握にぎらせた。

「え、え、何これリコ？」

「ひゃあ、あとは……まかへたの、くうちゃん」

「ちょっとリコ！　任せるって何！　どういうこと！　ちゃんと説明して！」

　揺ゆさぶった北斗の努力もむなしく、ポニーテールの少女はすうすうと心地ここちよさそうな寝ね息いきを立てていたのであった。
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「ぁ……」

　と、か細い声が漏もれた。

「ん、一姫起きたー？」

「ああ……手鞠。今回はずいぶん眠ねむったようですわねぇ」

　ふわあ、と小さなあくびが唇くちびると手のひらの間で散っていく。

　生徒会長・春荻一姫が眠っていたのは、やはり洋館の一室だった。主あるじだと言うのに、他ほかの部屋に比べても質素な内装だが、横たわった少女の可か憐れんさはそれを補ってあまりあった。

　そして、そのベッドに寄り添そった椅い子すで、手鞠は週刊少年ジャンプをぺらぺらとめくっていた。

「ええとリコさんや蓮リヤ花ンフアさんはぁ？」

「あっちはあっちでやってもらってるよ。馳郎はナタちゃんとよろしくやってるんじゃないかなー？　一姫、自分のことでお祭りがなくなっちゃうの嫌いやでそ？」

「うん。さすが手鞠ねぇ。褒ほめてつかわす」

　芝しば居いがかって一姫が言うと、手鞠は大げさに膝ひざをついてみせた。

「姫のお褒めとあれば、身に余る光栄でございます」

　歌劇の騎き士しめいた仕草が、案外はまって見えるのは不思議だった。この生徒会長と生徒会書記の関係も小学生からの長い付き合いらしいが、それ以上の深さと信しん頼らいの強さも感じられた。

「あれ、そうすると七門くんはぁ？」

「あいつなら、遊び疲つかれて別べつ荘そうについた途と端たん、あれだよ」

　手鞠が耳元でちょこんと指を立てる。

　その仕草通り耳を澄すますと、離はなれた部屋から、がごーごがー、と大変騒そう々ぞうしく賑にぎやかな音が聞こえてくるのだった。

　洋館の壁かべが薄うすいわけではないのだから、いびきの声量も分かろうというものだ。

「あらあら。録音するとファンクラブのメンバーが減りそうですわねぇ」

「あれで七門、遠目に見る分には美形で成績もいいわけだから、一年生のファンとか多いもんねー」

「今度、こっそりお昼の放送で流してみますか？」

　手鞠と顔を見合わせて、くすくすと一姫が笑う。

　そこで、こんこん、とノックがあった。

「……お目覚めのようなので……お水を……持って……まいりました……」

　瀟しよう洒しやな扉とびらを開いて、相変わらずくまをべったり貼はりつかせた不ふ吉きつそうな顔が現れる。

　クルーザーを運転していた木崎が、水を汲くんできたのだ。

「ん、気が利きくわねぇ。あ、いつものオレンジ絞しぼってくれたのぅ？」

「ええ……軽く……」

　こほこほとよそをむいて咳せき込みながら、木崎が硝子ガラスの瓶からコップへ水を移す。

　口に含ふくんで、「ああ美味おいしぃ」と一姫が感想を漏らす。

「やっぱりここのが一番。管理人が替かわっても、同じ味ね」

「そう言ってもらえると……幸いです……」

　丁てい寧ねいに頭を下げて、木崎が部屋を出ていく。

　扉が閉じられて少し経たってから、ふと手鞠が眉まゆをひそめた。

「そういえば、この別荘の管理人って、いつ替わったんだっけ」

「あら。今回だけみたいよ。ここに電話した後、前の管理人さんから連れん絡らくがあって、ちょっと体調が思わしくないから今回だけあの木崎さんに替わってもらうって。都合良くクルーザーの運転もできる方で良かったわぁ」

「へえ。そりゃ良かった」

　うんうんと、手鞠がうなずく。

「だったら、管理人の親しん戚せきか誰だれかなのかな？」

「……ううん」

　一姫が口元に指をやる。

「そういえば、親戚がいるなんて聞いてませんでしたわねぇ」

　そんな言葉とともに、小さくことりと首を傾げたのであった。
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　鮮あざやかな、半月であった。

　ケーキみたいに切り分けられた月が、中天へと浮うかんでいる。

　変わらぬはずの潮しお騒さいも、この時間になると別の響ひびきを忍しのばせているようだ。夜の神秘が人の琴きん線せんを震わせるのか、海の神が月の美しさを讃たたえるのか、何千回と続く波の音はあまりにも穏おだやかで──静かであった。

　──そして。

　突とつ然ぜん、砂すな浜はまの一角から、ごぼりと青白い手が突つき出たのだ。

　ホラー映画そのものの風景ながら、しかし手は思いの外ほかユーモラスな動きで周囲の砂を搔かき分けだし、さらに肩かた口ぐちを露ろ出しゆつさせ、最後は砂まみれの端たん整せいな顔でぷはあっと息を吐はき出したのだ。

　続いてもう片方の手で大きく砂を掘くつ削さくしてから、埋うまっていた残りの身体からだを脱だつ出しゆつさせ、一気に跳ちよう躍やくして砂浜の上へと躍おどり出た。

「……ああ、もう糞クソ最低です」

　と、蒼あおい長チヤ袍ンパオをはたいてこびりついた砂を落とす。

　少シヤ影オインであった。

「だいたい糞人目を避さける必要があるからって、なんでわざわざ糞砂浜に糞クソ埋うめられなくちゃならないんですか！　何かの呪じゆ術じゆつですか！　性質たちの悪い蠱こ毒どくですか！　ああもう、あの腐くされお嬢じよう様さまときたら、蛮ばん族ぞくみたいにこっちを適当に使うんですから！」

　恨うらみ節たっぷりに、わなわなと指を震わせて独白する。

　実際のところ、棺かん桶おけだと目立つからという以上に、少シヤ影オインの罵ば詈り雑ぞう言ごんやお説教がうざったかったからなのだが、そのあたりは青年鬼仙も触ふれるつもりがないらしい。

　ついで、片手で鎖くさりを引きずり出す。ずりずりと伸のびた金属の鎖は、はたして膨ぼう大だいな量の砂を崩くずしながら、内側から巨きよ大だいな棺桶を連れ出してきた。蓮リヤ花ンフアほどではないにせよ、鬼仙ならではの凄すさまじい膂りよ力りよく。

　その棺桶を肩に背負って、ふいと背後の海岸林を向いた。

「……で、こそこそ隠かくれてるドブネズミは、どちらへ行かれるつもりです？」

「やや」

　と、林から声があがった。

「あはははは。どうもどうも。一応隠れてたつもりなんですが」

「だったら、氣チイの使い方を三千年ぐらい前からやりなおした方がいいですよ。いくらあなたの腐れ気脈がゲロの出るような欠けつ陥かんだらけでも、もう少しぐらいマシになるでしょう」

「これでも錬れん丹たん術をはじめ、服ふく餌じとか辟へき穀こくとか人体改造には励はげんだんですけどねえ」

　月光を浴びて、太乙タイイー真シエ人ンレンが、髪かみを搔きあげながら現れたのだ。

　このふたりの対たい峙じは、前の事件以来。

　だが、前回は少シヤ影オインが棺桶の中にいたことを考えると、こうして生身で向き合うことは初めてやもしれなかった。

　一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくして、少シヤ影オインは静かに一歩前へ出た。

「……でしたら、さっさと山に戻もどって、糞クソ小しよう便べん臭くさい洞ほこらで隠いん遁とんされればいかがです？　本来あなたにはそういう在あり方こそがお似合いでしょう？」

「あれ、あれれ？」

　太乙タイイーが、目を細める。

「ちょ、ちょーっと少シヤ影オインさん？　なんだか殺さつ気きが先走ってません？　ひょっとして監かん視しなんて面めん倒どうなことを続けるより、今の内に僕を殺した方が楽だとか思ってます？」

「事実でしょう」

　少シヤ影オインの瞳ひとみは、ひどく冷たい光を帯びていた。

　馳郎が激したときよりも遥はるかに酷こく薄はくな、相手の命に塵ちりほどの価値も認めていない光。

「黄坂市ならともかく、ここなら少々のことがあっても事故で済ませられます。先月の糞事件で糞クソ面めん倒どう臭くさく事態を搔き回したこと、私が都合良く忘れたとでも解かい釈しやくしてらっしゃいました？」

「あ、ははは」

　乾かわいた声で、太乙タイイーが笑う。

「……それって、実はあの可愛かわいい主人のためだったりします？」

「は？　糞クソ藁わらの詰つまった頭で、何を妄もう想そうに励んでらっしゃるので？」

　いかにも馬ば鹿かにした風に表情を歪ゆがめた少シヤ影オインへ、太乙タイイーはしたりと長い髪を揺らしてうなずいたのである。

「いやいや。案外あなたは忠僕だなあなんて、僕は思ってるのですよ。だったら、結構な無理筋でも主人のための障害を取り除こうとしてもおかしくないなーって。だって、なんだかんだで山から下りてまで蓮リヤ花ンフアさんに付き従っているのはあなただけでしょう？　俗ぞく世せを嫌きらう鬼仙の性さがからすれば、それって結構希け有うなことですよ？　実のところ興味本位で山から下りた僕より珍めずらしいかも」

「…………」

　少シヤ影オインは答えなかった。

　かまわず、太乙タイイーは続けた。

「鬼仙兵器を追うという名目は立派なものですが、これって実質は追放みたいなものですよね？　なのに、どうしてついてくる気になったんです？」

「…………」

　やはり、少シヤ影オインは答えない。

「──やはり、あの主人が、西シー王ワン母ムーの娘むすめだからですか？」

　しかし。

　太乙タイイーの問いに、ぴくりと指が震ふるえた。

「お、やっぱりこのへんですかね」

　こくこくと、満足そうに糸目の鬼仙がうなずく。

「僕は耳みみ年どし増まというか噂うわさ好きなものでして。ついつい考えてしまうんです。あ、ほかにも推理はあるんですよ。──たとえば大戦で滅ほろびた支族から、あなただけが西シー王ワン母ムーに救われた恩があるからとか？　それとも、西シー王ワン母ムーの刺し客かくとして大戦でもただひとり孤こ独どくに戦ってきた自分と、やはりただひとりで鬼仙兵器を追うことになった娘の境きよう遇ぐうとを思わず重ね合わせてしまったからとか？」




「──汚きたない口で、あの方の名を囀さえずるな」




　夜気が凝ぎよう結けつした。

　ぞく、と産うぶ毛げが残らずそそりたつのを太乙タイイーは感じた。

「っ──！」

　喉のどが干ひ上あがる。

　その眼球へ突きつけるように、少シヤ影オインの手があがったのだ。

　長い指に挟はさまれた、変へん哲てつもない植物の種。その恐おそろしさを知らぬ者はこの場におらぬ。〈庭師〉とうたわれた鬼仙の実力は、過去の経けい緯いでも明らかだ。黄坂市でジンが振ふるった暴ぼう虐ぎやくから市民を守りきったのは、彼の手に操あやつられた植物の数々であった。

　生かすも殺すも自在なる、鬼仙の不死属性。

　その力を向けて、少シヤ影オインは口を開いた。

「士しは為おのれ知をしる己もの者のため死にしす」

「え、えっと史記は刺客伝の一説ですか。刺客と言った僕への意い趣しゆ返がえしで？」

　太乙タイイーが鼻の頭を搔く。

　大陸における、戦国時代の故事である。

　かつて仕えていた恩人の仇かたきを討うつため、刺客となった男が口にした言葉だ。心ある人士であれば自分を深く知る者のために死ぬのが当然だろうと。

　かの忠臣の死が伝わると、民たみは大いに嘆なげき涙なみだを流したという。

「まさか、意趣返しなどどうでもいいです。むしろ、あなたの下げ劣れつな意趣にかかずらわる方が怖おぞ毛け立ちます」

　薄うすく、少シヤ影オインは笑った。

「私はただ、この世に在りつづけるくせに使命を自分に課さない者は、最低最悪のビチ糞だと思っているだけです」

「使命、ですか」

「使命とは、在り続けるための指標です。自らの外にありて、自らを定めるための規き範はんです。そして、その規範に私は忠義を選んだというだけのこと。私を知った者のために身を尽つくすことを、自分の在り方に選んだだけです」

　決然と、青年鬼仙は言う。

　太乙タイイーが推測したことは何ひとつ間ま違ちがいではない。蓮リヤ花ンフアの生まれも、自分があの少女に仕えるようになったきっかけも、すべてそのままだ。

　その上で、一部に過ぎぬと、彼は言っていた。

「人間ごときの糞蚯蚓みみずにも等しい寿じゆ命みようであれば、貴とうとき使命を見いだせぬのにも無理はありません。蠟ろう燭そくの火が消えるよりも早く死に至るのだから、せいぜい醜みにくく愚おろかしく哀あわれがましく地の上を這はいずるがよろしい。しかし、私たちは違ちがう。違わなければならない。でなければ生きとし生ける者の上に立ち、彼らの氣チイを思う存分に啜すすることなど許されないでしょう」

　烈れつ火かのごとき弁べん舌ぜつであった。

　この毒舌鬼仙のどこにそれだけの熱が眠ねむっていたのかと、誰もが驚きよう愕がくさせられるだけの圧力が、言葉には秘ひめられていた。

「ゆえに、あなたをここで滅ぼした方が憂うれいを絶てるのなら──」

「わ、分かった！　分かりました！　気軽に西シー王ワン母ムー様の名を出したことはお詫わびします！　ですから、その種は下ろしてください！　つか、僕の氣チイまで奪うばってますよ！」

　さしもの太乙タイイーが、気け圧おされてうなずいた。

　声がみっともなく引き攣つれるのもおかまいなしに、わたわた深しん衣いの袖そでを振って叫さけんだ。

「とりあえず、蓮リヤ花ンフアさんの害になることは控ひかえるとお約束します！　なんでしたら天道に誓ちかっても結構ですってば！　それでひとまず矛ほこを収めてくださいません!?」

「……いいでしょう」

　す、と少シヤ影オインの手が下がった。

　いつのまにか、種もその指から消えていた。少シヤ影オインの武器であり盾たてでもある種がどこに仕し舞まわれているかは、彼自身しか知らぬ。

　ひいひいと、太乙タイイーが喘ぜん鳴めいをこぼした。

　鬼仙の能力は、その氣チイの簒さん奪だつ能力によってもはかられる。

　今のは、少シヤ影オインのそれが太乙タイイーを大きく上回っていたがゆえに起きた現象だろう。

「──で、何を今いま更さら、糞海岸をほっつき歩いていたわけです？」

　最初の質問に戻って、少シヤ影オインが尋たずねた。

　すると、太乙タイイーははにかむように唇くちびるを歪めた。

「んー、まあ、ちょっと気になりまして」

「あの、白翁とやらのくだらない糞クソ地図がですか」

　やれやれとばかりに肩かたをすくめた少シヤ影オインに対して、太乙タイイーはとんとんと自分のこめかみをつついた。

「……というより、あの島がです」

「島？　あのできたての粗そ雑ざつな土つち塊くれには、結局何もなかったんでしょう？」

「ええ、島には何も」

　太乙タイイーが、すっと海岸線へ視線をやる。

　そこには、数十年前に生まれたという新しい島が黒々とわだかまっていた。その島へと目を細めながら、太乙タイイーは口にしたのだ。

「……それでも、声が、聞こえるような気がするのですよ」

「声？」

「……さて」

　少シヤ影オインの問いに、太乙タイイーは微び笑しようした。

　ひどく無む邪じや気きな笑え顔がおだった。

　頑がん是ぜ無ない子供のような、邪じや気きの欠片かけらも見あたらない笑み。

　先ほどまであんなに取り乱していながら、もはやそんな気配は残していない。そこにあるのは、純じゆん粋すいな喜びと知的好こう奇き心しんばかり。

　だからこそ、この鬼仙は底が知れぬのであった。

　もうひとりの、大陸の吸きゆう血けつ鬼き。

「んふふ、あなたは使命と言いましたがね。そのままではないけれど、この太乙タイイー真シエ人ンレンにも在り続けるための目的がありまして。うん、先代白翁は未来視ができたそうですしね」

「それが、何か？」

「これでも僕ってば鬼仙でも知られた占せん者じやなんですよ？」

　穏おだやかに、糸目の鬼仙は告げた。

　極ごく上じようの酒でもやっているかのような口ぶりで。

「だから今、僕は過去の白翁と、碁ごでも打って語らっている気分なんですよ」




　　　　＊




　波打ち際ぎわまで走り寄って、ナタは荒あららいだ息をやっと落ち着けた。

「……ああ、もう」

　ごしごしと、頰ほおをこする。

　最近、馳郎といるとき、たまに自分はおかしくなる。

　急に鼓こ動どうが激しくなって、どうしようもなく顔全体が熱くなる。その場にいることが恥はずかしくてたまらなくなり、こっそりと膝ひざが震え出す。どんな戦場よりも少年の隣となりにいることが怖こわくて切なくて、今みたいに逃にげ出してしまう。

「私は一体、どうしてるんだ」

　こすっていた手を止めて、少女は両手で顔を覆おおう。

　こぼれた吐と息いきも、異常に熱く思えた。

　だいたい、本来ならこれぐらいで息が切れるはずはないのだ。ずっと眠っていたがゆえに、身体からだが機能不全を起こしているのだろうか。だったら、最悪の場合、また太乙タイイーに診みてもらう必要がある。

　あまり、それは望ましくないように思えた。

（私の……肌はだを……）

　す、とガウンの袖から二の腕うでを撫なでる。

　自分のこの身体を、あの鬼仙に触ふれられることが──昔はそんなことを考えるはずもなかったのに、どうしても肯がえんじがたかったのだ。

　馬ば鹿か馬鹿しいと思う。

　つくられた鬼仙兵器なのだから、羞しゆう恥ち心しんなどあるはずもない。

　なのに。

「…………」

　空を見上げる。

　かつて馬に乗り草原を走り回っていた頃ころと似て、夜空はどうしようもなく深く輝かがやいていた。海岸には人工の明かりも少なくて、いつもの黄坂市よりはずっと多くの星を見つけることができたのだ。

　何度、その星を頼たよりに手た綱づなを握にぎったろう。

　片手に短たん弓きゆうを持ち、馬の体温を感じたまま、どれだけの鳥を射落としたろう。

　自分がまだ人間だったときのこと。鬼仙兵器とされるより、ずっと以前のこと。今となってはあまりにも遠すぎて、笑ってしまいそうな年月の彼方かなた。

　星座の下で、かすかな記き憶おくをたぐろうとして、それでも別のことがちらついてしまった。




　──『そ、その……こういう格好は初めてだから、よく分からないのだ』

　──『大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　ナタさんの可愛かわいさはリコも保証するもの！』

　──『ねえ戌見くん？　妹にいい人ができたのは気にならないのかしらぁ？　ここはお前に大切な妹をやれるかーとか、喧けん嘩かを始めるところじゃないのぅ？』




　それは、昼の思い出だった。

　つい半日前、この砂すな浜はまであの少年やその仲間と過ごした時間。まるで宝石のような追つい憶おくたち。思い出すだけで唇がほころんでしまう、どうしようもなく賑にぎやかで騒さわがしい、きらきらした思い出の数々。

　それは、きっと。

「……私が、今、ここを好きということ」

　ナタが、呟つぶやく。

　ずっと引きずってきた昔よりも、今が大切になってきているのだと、その事実を認にん識しきしてしまう。

　同時に、思ってしまう。

　本当に、いいのだろうかと。

　ここに至るまで、ずっとナタは逃げていた。長い長い時間操られ、封ふう印いんされて、解放されてからは人にも物にも場所にも縛しばられぬように逃げていた。だからこそ、ここで好きな時間に出会えたのだと、認めることに臆おく病びようになってしまう。

　認めてしまえば、きっと自分は変わってしまうから。

　もう、逃げられなくなってしまうから。

「私は……変わっていいのか？」

　問いは、潮しお騒さいに紛まぎれて誰だれにも聞こえない。

　だけど、胸はいっぱいすぎて、溢あふれ出してしまいそう。切なさも恥ずかしさも溶とけ出していって、自分という器カタチを曖あい昧まいにしていく。

　このガウンの中身が、自分の心と置き換かわっていく気分さえした。

「……エイジャ……」

　あの、片目の潰つぶれた猫ねこの名前を、少女は口にしていた。

　自分の共犯者。

　自分の解放者。

　誰より自分を恨うらんでいたのに一いつ緒しよに逃げてくれた、優やさしい復ふく讐しゆう者を。




　──『いつまで、ここにいるつもりだ？』

　──『そうだ。あの戦争で貴様が滅ほろぼしたんだ。オレがいない間に、オレのすべての家族を貴様が奪ったんだ』




　何度も皮肉っぽい言葉を投げつけていたあの鬼仙は、今どうしているだろう。

　彼なら、今の自分を許してくれるだろうか。

　そして、もうひとつ。




　──『蓮リヤ花ンフアも似たようなことを言ってたっけ』




　あの、馳郎の言葉で、異常に昂たかぶってしまった理由。

　その意味を考えて、少女はますます身体を強こわばらせた。それは単に感情や欲よつ求きゆうだけではなく、少女自身の本能にも起因する事こと柄がらであった。

「……私は」

　唇に、少女は触れた。

　ひどく、喉のどが渇かわいていた。普ふ通つうの水や食事などでは、けして癒いやされない渇きであった。

「……私は……」

　少女の意思を無視して、唇が動く。

　艶なまめかしく、それだけが独立した生き物のように震ふるえる。

　人差し指と中指を熱い吐息が伝わって、少女は浮うかされるごとく続けた。

「私は……キミの血を飲みた……」

　そのときだった。




「……え」




　ナタが、振ふり向いた。

　渚なぎさの方へ。

「……今のは、声？」

　確かに、感じた。

　ウーのときと似た、しかし遥はるかにか細い念。蜘蛛くもの糸にも似た、淡あわい淡いその感覚にナタは思わず引きずられて、暗い海の果てを凝ぎよう視しした。

（……呼ばれた……？）

　この自分が、誰かに？

　あの島に？

（……いや）

　違ちがう。

　島とは位置が微び妙みようにずれている。これはもっと海に近しい──

　しかし、それを把は握あくするよりも別のことに、ナタは再び息を止めた。

　ぐるりともう一度振り返って、少女はその名を呼んだ。

「馳郎──」

「……ナタ」

　いつもの少年が、夜の砂浜でなんとも居い心地ごこち悪そうに、頰の火傷やけど跡あとを搔かいていたのだ。

「や。追いかけてきたんだけど、なんかぼうっとしてたから」

「あ、それは……」

　ナタが言葉に詰つまったところに、少年は爆ばく弾だんを落としてきた。

「なんか、氣チイとか言ってたか？」

「き、聞いてたのか！」

　心臓が破は裂れつしたかと思った。

　鬼仙の強きよう靱じんな生体恒こう常じよう性など雲うん散さん霧む消しようして、あらゆる機能が停止する。顔の血管は拡張してのぼせたように赤くなり、真っ白な膝が小刻みに震え出す。

　幸いかどうか、夜目では気づかぬ馳郎がいつもの調子で尋たずねた。

「さっきも似たこと聞いてたし、ひょっとして、また氣チイが足りなくなったのか？　もしそうだったら──」

「ち、違う違うんだ氣チイとは違うとにかく違ういやキミの氣チイはいつも欲しいと思ってるしほっぺたを舐なめて貰もらうのも指先から吸って貰うのもどっちも大好きだけど今回だけは違う」

「て、なんで逃げるんだよ」

「逃げてるわけじゃない！　勝手に足が動いてるだけで！」

　自分が何を言ってるのかも分からず、少女は後ずさりながらぶんぶんと両手を振った。

　後ろを向いて駆かけ出したくなるのを、必死に吞のみ込む。

　小動物が、天敵と出会ったみたいだった。幾いく多たの武術を修め、鬼仙たちに最終兵器とも称しようされた少女が、敵意の欠片かけらも持たない相手になすすべもなく追い詰められていた。

（し、死ぬ……！）

　本当に、それは正直な気持ちだった。

　こんな風にたまらなくされたら、比ひ喩ゆでなく壊こわれてしまう。

　また後ずさったところで、足がもつれた。

「わ──」

「ナタ!?」

　ぐるりと、夜空が回転した。

　バランスを失った少女の身体からだを、砂が受け止める。痛みは大したことがなかったが、胸のあたりに乗っかった重みに、少女は声を掠かすれさせた。

「……は、せろう……？」

「ぁ……」

　すぐ目の前に、一緒に倒たおれた少年の顔があったのだ。

　互たがいの息がかかるのが、感じられた。それどころか体温まで分かってしまった。

　着たきりのナイトガウンがめくれあがって、潜もぐり込んでしまった少年の手のひらが、少女の脇わき腹ばらに触ふれていた。

「ナ……タ……」

　馳郎の側も、何度となく瞬まばたきした。

　手を引き抜ぬくべきだと頭では思ってるのに、身体は微び動どうだにしない。

　驚おどろくぐらい肌はだがすべすべしてるとか、想像したよりもずっと柔やわらかいとか、どうしてこんなに小さいんだろうとか、益やく体たいもないことが頭をぐるぐると巡めぐって脳のう細さい胞ぼうを焼きつくさんばかり。

　月光の照らし出した少女の肢し体たいが、ただひたすらに美しかった。

　少年がこれまでに見た、どんなものよりも。

「ご、ごめん！」

「あ、ああ……かまわないよ。キミにこそすまない。貧相なものを見せた」

　かぶりを振って、少女が微び笑しようする。

「いや！　そんなこと絶対！」

　慌あわてて立ち上がって言って、少年は自分のジャケットの襟えりを摑つかんだ。

「……〈カエアン〉。お前、バランサーはどうした！」

『一時的な機能不全状態にあったことを報告します。ただし自主的なエラーですが』

「おま──」

　さらりと問題発言を告げてから、機械音声はこう続けた。

『最も素す早ばやく関係を修復できたかと』

「っ……！」

　それはまったくの事実なので、文句も返せない。

　悶もん絶ぜつしかかった少年に、後ろから少女の声がかかった。

「は、馳郎」

　ナイトガウンの合わせ目をきつく閉じて、ナタが恥はずかしそうに名を呼んだ。

「……すまない」

「なんで、謝るんだよ」

「私の勝手で、余計な時間を取らせた。謝罪に値あたいすると思う」

　しょげてこそいたが、その言葉がいつもと同じ調子だったので、なんとなく馳郎は安心した。

「追いかけたのもこっちの勝手だし、おあいこだろ」

「キミらしい言いぐさだな」

「お前もな」

　振り返って、笑う。

　すると、ナタは小さく息を吞のんで、それから誤ご魔ま化かすように海の方を指さした。

「そ、そうだ。今……」

「……今？」

「うん。聞こえたんだ。あれは……」

　半ば苦し紛れだったが、言葉にしたとき、それは少女の中で確信となっていた。




「あれは……海の底だ」




　まともな説明にはなってない。

　肝かん心じんのあれが何なのかとか、少女が一体何を聞いたのかとか、およそ重要な事柄は言葉から抜けてしまっている。

　だけど、

「やっぱり、そうか」

　と、馳郎はうなずいたのである。

「知ってたのか？」

「こっちでも調べてたというか、リコと北斗にも調べてもらってたからさ。……だから、ついてこいよ」

　そこで、少年は笑ったのだ。

　なんとも悪戯いたずらっぽい、だからこそ魅み力りよく的な笑えみだった。

「面おも白しろいもの、用意してあるぞ」







　第三章　海底の異変
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　ナタを連れて行ったのは、砂すな浜はまにほど近い岸がん壁ぺきだった。

　切り立った崖がけ下したの岩場へ器用な足取りで降りていくと、ふたつの人ひと影かげが馳はせ郎ろうとナタを待っていた。

「あ、やっと来たわね」

「……いい加減待ちくたびれましたよ」

「蓮リヤ花ンフア、北ほく斗と」

　ナタが、軽く目を見開く。自分たちと別の部屋で女子会を営んでいたはずのふたりは、それぞれチャイナドレスと男子制服といういつもの姿で、岩場に佇たたずんでいたのである。

　その隣となりで、馳郎がくるくると周囲を見回した。

「あれ、てっきりリコがいると思ったんだけど、あいつはどうした？」

「無む理り矢や理り押しつけられたんですよ！」

　半ば涙なみだ目めで、北斗が訴うつたえる。

「勝手にお酒吞んだあげく酔よっぱらって、このスマートフォンだけ渡わたしてきて！　〈カエアン〉が音声誘ゆう導どうしてくれなかったら何をしていいかも分からなかったんですからね！」

「や、そりゃすまん」

　笑って、馳郎が頰ほおを搔かいた。

　火傷やけど跡あとをこりこりといじるいつもの癖くせ。それから、少し嬉うれしそうに、

「リコが他人に任せるなんて、よっぽど北斗を信用してんだな」

　と、告げたのだ。

　北斗が、ぴくんと耳を動かした。

「……む。その物言いは、ずるいですね」

「ん？」

　首を傾かしげた馳郎に、北斗は小さくため息をついて腕うでを組んだ。

「ああもう！　ほかでもないリコに信用されてるんじゃ仕方ないですね！　頼たよりになる僕が手を貸してあげます。で、どうすればいいんです？」

「ああ。基本的にはバックアップ。これからあの島に行くから、その間待機していてほしいんだ」

「ふうん？」

　北斗が、片目をつむる。

「どうやって島まで行くつもりか分からないですが、ひょっとして僕に抱かかえていけとか言うんですか？　君ひとりならともかく、さすがに蓮リヤ花ンフアとナタまで連れていくのはちょっとしんどいですよ」

　その質問に、馳郎が淡あわく笑った。

「そっちは用意してるから。もうすぐ来るよ」

「もうすぐ？」

「そう」

　馳郎が、波間を振ふり返る。

　それから、十秒と数えなかったはずだ。

　突とつ然ぜん、暗い不断の波が異変を来きたしたのだ。

「────っ！」

　ナタと蓮リヤ花ンフアがいち早く察して、正確に海面のとある地点を見つめた。そこから沸ふつ騰とうするような泡あわが膨ぼう大だいに溢あふれ出し、渦うずを巻き、ついにはカタチをとって波は濤とうを切り裂さいたのだ。

　巨きよ大だいな金属の塊かたまりが、海中より馳郎たちの前へ出現したのである。

「潜水艦……っ!?」

　北斗の目が丸くなる。

　まさしく、馳郎たちの前に現れたのは、全長十メートルほどとなる小型の潜水艦だった。

「……は、馳郎くん。君……こんなのまで……」

　啞あ然ぜんと振り向いた北斗から、馳郎が困ったように曖あい昧まいに視線を逸そらす。

「いやなんか米軍が実験してたやつらしくて、前にリコが買って改修したんだよ。もともとは〈カエアン〉が興味本位で研究に使うつもりらしかったんだけど」

「きょ、興味本位って」

『水中のデータを実地に取得する必要がありましたので』

　北斗の言葉に、しれっとジャケットの機械音声が応こたえたものである。

　ついで、馳郎が口を開いた。

「島の地上部分は、昼の内に北斗が確かめてくれたんだろ？」

「あ……ええ、君たちのクルーザーとなるべく入れ違ちがいになるように、上空からだいたいの場所は見てきたよ」

　このため、北斗とリコは別行動をしていたのである。

　無論、白はく翁おうのネットワークからすれば監かん視し衛星だって使えるわけだが、光学的な限度の問題もあり、実際に空を飛んでその場を確かめられる北斗には及およばない。

「でも、北斗でもめぼしいものは見あたらなかったっていうからさ。だったら、後は海の底しかないだろうと。〈カエアン〉に言って、こっそりこっちへ潜水艦を誘導してもらってたわけ」

「…………」

　北斗が絶句する。

　潜水艦というだけでも十分常識はずれなのに、これだけお気軽に無人誘導とか言われると、さすがに少女の想像を超こえていた。彼女も白はく鳳ほう六ろつ家けの一員ではあるが、白翁の資金や権力は隔かく絶ぜつした場所にあるらしい。

　もっとも、蓮リヤ花ンフアの方は「へえー海に潜もぐる機械なんかあるのねえ」と興味深げに見守ってるぐらいなわけで、ある意味で世間知らずというのも強力な武器なのだろう。

「まあほら、一応、手て鞠まり先せん輩ぱいに千円もらって頼たのまれた仕事なわけだし」

　言い訳みたいに馳郎が口にする。

　そして、ナタはそんな少年に微び笑しようした。

「楽しそうだな、馳郎」

「え、あ、そうか」

「うん。目がキラキラしてるぞ。そうかそうかキミも男の子だったんだな。こういう仕し掛かけが琴きん線せんに触ふれるか」

「そ、そういう風に見えるか」

「見えるよ」

　すっかりいつもの調子に戻もどって、ナタがにこにことうなずく。

「それでいいとも。キミが楽しくなければ、私も楽しくない。いくら仕事だからって必ずしも忍にん苦く的にやる必要はないだろう？」

「まあ……そうだけどさ」

　少女の言葉に、馳郎がはにかむように笑った。

　数歩波打ち際ぎわに近寄って、振り返る。

「基本的には〈カエアン〉の自動操縦で、乗員は三人まで。今の話通り、北斗には念のため待機してもらうから、俺とナタと……」

　少年が、指折り数えだしたときだった。

　割り込むようにして、

「……だったら最後のひとり。その糞クソ鉄の糞船には私を乗せてもらいましょうか」

　夜の崖下にへばりついたような海岸林から、瘦やせた影かげが現れたのだ。

「あいたたた！　ちょ、ちょっと少シヤ影オインさん！　僕の耳を引っ張るのやめて！　ちぎれる！　ちぎれるってば！」

「だったらちぎっといてあげますから、好きに生やせばいいでしょう」

「生えないよう！　あなたみたいなトカゲ体質じゃないんだし！」

「少シヤ影オインに……太乙タイイー……」

　馳郎が、ふたりの名を囁ささやいた。

「あ、ふたりともどこほっつき歩いてたの」

　蓮リヤ花ンフアが腰こしに手を当てて、ぷんすかと頰をふくらませる。

「こちらも、腐くされお嬢じよう様さまが丁てい寧ねいに埋うめ立ててくれた砂浜から抜ぬけ出たところです。騒さわがしい物音が聞こえたので、やってきたわけでして」

「合流できたんだからいいじゃない」

「腐れお嬢様はいささか生に馴な染じみすぎて、柔やわらかなベッドの寝ね心地ごこちと土の中が区別できなくなったようですね」

　じろりと主人を睨にらみつけて、耳を引っ張ってきた太乙タイイーを岩場に転がせる。

「あいたっ！　ら、乱暴な！」

「こちらの太乙タイイー真シエ人ンレンも鬼仙兵器ナタも、私たちの監視対象です。目を離はなすよりはそれぞれ見張っていた方がマシでしょう。腐れお嬢様が太乙タイイー、私が鬼き仙せん兵器に付いておけばいい」

「ええ！　あたしだってちょっとセンスイカン乗ってみたいのに！」

「腐れお嬢様には遺い憾かんながら忠誠を誓ちかわせていただいておりますが、さすがに今回の仕打ちの後、これと一晩中付き合うような真似まねはごめん被こうむります」

「う……」

　さすがに、少しは罪悪感を覚えていたのか、蓮リヤ花ンフアがたじたじと口を閉じる。

　ついで、

「……て、俺はかまわないけれど、あんた海は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　馳郎が訊きいたのは、吸きゆう血けつ鬼きには流れ水が苦手という伝承もあるからだ。

　太陽と同様、一いつ般ぱん的な吸血鬼の弱点が鬼仙には適用されると限らないが、この毒どく舌ぜつ青年の場合は──

「そんなもの苦手に決まってるでしょう。いい加減その穴ぼこだらけの脳みそで学習してください」

「は？」

　意味が分からなくて、馳郎が訊き返す。

　対して、毒舌鬼仙の返答は簡潔かつ完かん璧ぺきだった。

「だから、万が一にも私を腐れた海に沈しずめないよう、その足りなそうな脳を使って細心の注意を払はらってくださいませ」

　傲ごう然ぜんと注文を入れて、長チヤ袍ンパオの首もとを締しめ直したのであった。
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　たちまち、涙るい滴てき型の機体は海中へと没ぼつしていった。

　厳重に気圧を管理された艦かん内ないでは、飛行機のような耳抜きも必要ない。

　変化があるのは、モニターに映し出されたグラフや数字ばかりで、いくつか設けられた耐たい圧あつ窓の外は完全な闇やみに満たされていた。

『バラストタンクへの注水中止。……潜せん水すい完かん了りよう。シートベルトを外し、しばらくおくつろぎくださいませ』

　機械音声で、席に座っていたメンバーは身体からだの力を抜いた。

「大げさな糞からくりですね」

　少シヤ影オインが、小さく息をつく。

　息苦しく思ったのか、また長チヤ袍ンパオの首もとをいじっていた。

　とはいえ内部は結構広い。馳郎とナタ、少シヤ影オインの座った椅い子すの背後には、防ぼう衝しよう撃げきガラスと思おぼしい洒落しやれたテーブルも用意されており、一見ホテルの一室とも紛まごうばかりだ。

　いずれも急速機動にそなえて固定されてるとはいえ、映画で見るような潜水艦内部とまるで異なるのは、〈カエアン〉の言う実験用であるためだろう。

「うん、これはなかなか楽しい。なるほど海中というのは色しき彩さい豊かなのだな」

　ナタも椅子に座ったまま、真っ暗な窓を見つめてうなずいていた。

「外、見えるのか？」

「うん。これぐらいなら私には見えるぞ。名前は分からないが、結構な数の魚が夜でも泳いでるのだな。どれもこれも色とりどりで、機能的な姿が素す晴ばらしい。この景色をキミと共有できないのが残念でたまらないよ」

　少女の声こわ音ねは、いつになく浮うき浮きしている。

　どうやら潜水艦を見たときからはしゃぎたいのを、蓮リヤ花ンフアと北斗の手前、我が慢まんしていたらしい。そういえばあのふたりがナタより年下だったことを、今いま更さらになって馳郎は思い出した。

（……ナタにしてみれば、初めてのバカンスなんだよな）

　今更になって、そんなことを思った。

　自分はちゃんと、この少女を楽しませられてるかと、心配になってしまう。

　ちなみに、さすがにナイトガウンのままでは行動しにくいため、この潜水艦に乗る際、ナタは積まれていたいつもの服に着き替がえている。

　感動のたび、ぴょこんと動く白い帽ぼう子しが、なんだかウサギの耳のようだった。

　微笑ほほえましいと、そう思う。

（──でも、問題は）

　姿勢を変えず、視線だけを隣となりに移した。

「…………」

　そこで、少シヤ影オインが同じように座ったまま、黙もく然ぜんと窓を見つめていたのである。

　考えてみれば、蓮リヤ花ンフア抜きにこの男と向かい合ったのは初めてのことだった。だいたいの場合は、この鬼仙が毒舌を吐はいて蓮リヤ花ンフアにたしなめられるというパターンを踏とう襲しゆうしていたため、いざその型を外れると何を話していいやら分からない。

　さりとてずっと無視し続けるのもしんどく、ちらちらと見ていたら、

「なんです？」

　不意に、少シヤ影オインが囁いた。

「え？　俺？」

「あれだけ不ぶ躾しつけに見られたら、嫌いやでも気になります。質問があるならさっさと話せばいいでしょう」

　じろ、と青年鬼仙は鋭するどすぎる瞳ひとみでこちらを射い貫ぬく。

　視線の矢どころか、戦場の槍やりに等しい。しかもたっぷりと毒どく塗ぬりだ。臆おく病びような者であればそれだけで気絶しかねなかった。

「……ええと」

　少し言いよどんでから、馳郎は台詞せりふを継ついだ。

「なんであんたがこの潜せん水すい艦かんに乗ったのかなって。宝探しに興味がある、なんてわけじゃないだろ？　そらナタの監かん視しのためにこの国に残ったわけだけど、今いま更さら逃にげ出したりしないのも分かるだろうし」

「どうだか。腐れお嬢様はともかく、私はあなたをそんなに信用していません」

　正面から、少シヤ影オインがぶったぎる。

　端はなから信用してないと、まさに妖よう刀とうなみの切れ味だった。

　あっさり視線を外し、つまらなげに椅子へ肘ひじをおいて、頰ほおをもたせかけてから少シヤ影オインは改めて口を開いた。

「……士しは為おのれ知をしる己もの者のため死にしす、という言葉をご存じですか？」

「へ？」

　それまでの流れとまったく関係ない話題に、馳郎が面めん食くらう。

「あ、ああなんとなく聞いたことある。立派な武士は、自分をよく知ってるヤツのために死ぬってヤツだろ」

　手鞠に貸してもらった漫まん画がで読んだ、とはちょっと言いにくかった。

「この国でいう武士と、大陸の士は意味が違ちがいますがね」

　注ちゆう釈しやくをいれてから、少シヤ影オインはさらに付け足す。

「あの言葉には続きがあります」

「続き？」

　青年の意図はさっぱり分からず、しかし少年も興味を惹ひかれて首を傾かしげた。




「──女おんなは為おのれを説よろこぶ己もののた者めにかた容ちづくる」




　静かに、少シヤ影オインは口にした。

　その声音は深く深く、潜水艦の床ゆかと装そう甲こうを抜けて、さらに深い海底へと沈み込むようにも思えた。

「女性というものは、自分のことを喜んでくれる人のためにこそ着き飾かざるのだと、おおよそそのような意味です。遥はるか時間と場所を隔へだてた現代のこの糞クソ辺境でも、それなりに通じる感覚じゃないですかね」

　皮肉げに唇くちびるを歪ゆがめ、少シヤ影オインは少年を見つめる。

　口を開けば下げ卑びた罵ば倒とうしかしないこの鬼仙にしてはひどく珍めずらしく、不思議な真しん摯しさの見え隠かくれする表情だった。

「あなたにも、分かりますか？」

「……あ、まあ」

　おずおずとうなずく。少シヤ影オインがそんな話題を切り出した理由はさっぱり分からないが、妙みように考えさせられてしまった。

「うん。ちょっと分かるな。喜んでくれる人がいて、その人が笑え顔がおになってくれると思うなら、はりきってしまうかも。俺は男だけど、そういう気持ちは多分分かるよ。そういうのってすごく可愛かわいくて、いじらしいって思う」

「なるほど」

　うなずいて、少シヤ影オインはこう切り出した。

「では、今日の糞お嬢じよう様さまについてはどう思われます？」

「は？　なんで蓮リヤ花ンフアの話に？」

　馳郎がぽかんと口を開く。

　短く、沈ちん黙もくが潜水艦に広がった。西洋では天使が通ったともいう。

　およそ人間同士は──鬼仙と人間であればなおさら──まともに理解し合えないのだといわんばかりの、短くても致ち命めい的てきな沈黙だった。

「馳郎」

　その沈黙を引き裂さいて、ずいと白い帽子の最終兵器が割り込んだのだ。

「な、ナタ」

「キミら、なんだか私をそっちのけにしておかしな話をしてないかな」

「ま、待って！　なんで今の話で、そんなギラギラと黒い雰ふん囲い気き出してるわけ！　潜水艦の内側が真っ黒に染め上がりそうなんだけど！」

「知らない！　自分でもよく分からないけど、なんだか気にくわない話を聞いたみたいでイライラするんだ！　ただのわがままでメチャクチャなのも自覚してるけど、私は譲ゆずってやるつもりはないからな！」

「ああ。鬼仙兵器はともかくとして、私の方からもあなたの糞意見をもう少し伺うかがいたいところですね。──で、さきほどの質問の返答はいかに？」

　ナタだけではなく、少シヤ影オインもやたらと食い付いて、少年を挟はさみ込んだ。

「え、え、その、ふた、ふたりとも？」

「さあ」

「さあ」

　それこそ鬼仙や〈おに〉と争った方がマシと断言できるほどの、絶望的な迫はく力りよくが両者にあった。巨きよ大だいな惑わく星せいの重力に引き裂かれる宇宙スペースの・ゴミデブリみたいに、馳郎はただおろおろとかぶりを振ふった。

　そのとき、

『地図の地点に、反応がありました』

　機械音声が、突とつ然ぜん発せられたのだ。

　救われたかのように、たちまち馳郎が立ち上がって叫さけぶ。

「モニターに映し出して！」

『了りよう解かいしました』

　ソナーにあった反応が、３Ｄフレームとして表示された。

　たちまちフレームの間をテクスチャが埋うめていき、少年たちの前にリアルなＣＧをつくりだした。

　その映像に、馳郎が瞬まばたきした。

「鍾しよう乳にゆう洞どう？」

『はい。さきほどの新しん島とうの、海底部分からつながるカタチで鍾乳洞が存在しました。内側には空気もあるようです。降りてみますか？』

　少し悩なやんで、馳郎はふと後ろを見た。

　ナタと少シヤ影オインの瞳が、じっとこちらに食い入っていた。ここで悩んでいた場合、さきほどの質問が戻もどってくることは火を見るより明らかだ。

「よし行こうすぐ行こう！　せっかく見つけたんだもんな！　いやあ楽しみだなあ！」

　半ば無む理り矢や理りなぐらい朗ほがらかに、戌いぬ見み馳郎は宣言したのであった。
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「……何か、見つけたみたいですね」

　リコのスマートフォンを下ろして、北斗は大きく息をついた。

「少しの間、回線が途と絶ぜつしそうとのことです。詳くわしいことは後で話すそうですが」

「……そっか」

　蓮リヤ花ンフアが、そっと懐ふところに触ふれた。

　無骨で丈じよう夫ぶそうな携けい帯たい電でん話わがその一部だけを覗のぞかせて、すぐに仕し舞まい込まれる。

　北斗は気づかず、肩かたをすくめた。

「というか、いくらなんでも潜水艦って無む茶ちや苦茶でしょう。千円もらったからといっても、もうボディガードも何も関係ないじゃないですか」

　大きく、ため息をつく。

　そのふたりの間で、太乙タイイーはちょこんと岩場に座り込んでいた。そうすると、なんとなく犬っぽく見えてくるのは、この相手の人徳っぽい部分かもしれない。僕人じん畜ちく無む害がいな鬼仙ですよとでもいうような顔で、ぱたぱたと頭の上を開閉する犬耳を幻げん視しして、ますます北斗は眉まゆをひそめた。

　すると、島の方角を見守っていた蓮リヤ花ンフアが口を開いたのだ。

「千円ってのは、馳郎あいつにとって報ほう酬しゆうじゃなくてルールなんじゃないの？」

「────っ」

　何気ない一言に、北斗が振り向いた。

　まじまじとチャイナドレスの少女を見つめて、訊きき返す。

「どうして、そう思うんです？」

「ん？　だって強い力って制約が必要でしょ。ナタに〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉がつくられたのだって同じ理由だもの。本人の意思とかどうとかおかまいなしに、強すぎる『力』はそれだけで人格も環かん境きようも規定するわ」

「〈七鍵勅書〉と、馳郎の千円が同じ？」

「そうよ。もちろん他人に植えつけられたのと、自分で決めたのは大おお違ちがいだけどね」

　ひらひらと、少女が手を振った。

　夜の海岸に、澄すんだ声はやたら遠く響ひびいた。

「たとえば鬼仙の長ちよう寿じゆだってそう。精神の器うつわに対して長すぎる命は、どうしようもなく鬼仙の在あり方を定義しちゃう。精神の寿じゆ命みようより肉体の方が長いんだから、どういう風に存在するかを先に決めておかないと、行き着く先は廃はい人じんならぬただの物質よ。そこの太乙タイイーとかも年ねん齢れいだけはそこらの鬼仙よりよっぽど上だし、知的好こう奇き心しんにすがるぐらいしか逃のがれる方法がなかったんでしょ」

「これは手厳しい」

　ふにゃ、と太乙タイイーが曖あい昧まいに笑う。

　何度となく、波が海岸に打ちつけた。

　砂すな浜はまだけでなく、この岩場も波によって削けずられている。何百年も何千年も過ぎゆく内には、大きく地形を変えてしまうだろう。

「…………」

　少女が言っているのはまさにそういう年月なのだと、北斗も理解した。

　実じつ年ねん齢れいとしてはさして変わらずとも、悠ゆう久きゆうの時を超こえてきた鬼仙の社会で育った者が持つ、はかりしれない重み。

「あいつにとってのボディガードも同じでしょ。無限に人助けなんてしてたら、身も心も絶対にもたない。いい？　これは絶対なの。意志が強いとか人間性がどうとか関係ない。永遠という時間の前にはいつか尊い志こころざしは失われて、ただの作業になりはてる。まあ人間の場合だと先に寿命が来てくれるかもしれないけれど、代わりにあいつには白翁なんて力が来ちゃった」

　来ちゃった、とまるで事故にあったかのように、蓮リヤ花ンフアは言葉を紡つむぐ。

　手持ちぶさたに、くるくると人差し指で夜気をかき混ぜた。

「そうね。王の力とでも言おうかな。そういう力の前には、常識とか人格とかは意味を持たない。だって王様ってのはそういう環境ごとつくりなおせちゃう──環境より上位の存在のことなんだもの。人の命が大事だーとか、人間は平等であるべきだーとか、あなたたちが精々この百年ちょいで決めたはりぼての常識でしょ？　そんな常識、圧あつ倒とう的な力の前には粉ふん砕さいされちゃうわよ。というか、そういう力の積み重ねであなたたちの今の常識があるんじゃないの？」

　蓮リヤ花ンフアが言っているのは、けして単なる理り屈くつではない。

　歴史であった。王の権力のもと数多くの人が統制され、森を切り開き、田畑を耕し、新たな世界をつくりあげてきた時の流れのことだった。

　鬼仙という傍ぼう観かん者からすれば、必然の視点だったろう。

　常識や良識など、ただのはりぼてに過ぎぬ。

　それはあくまで、王たちがつくってきた世界の副お産ま物けなのだ。幾いく多たの国と組織が刃やいばや言葉を交かわしてきたその中で、たまたまいくらかの共通認にん識しきが生じて取り決められてきただけのこと。実際、現代の人道ヒユー主義マニズムですら通じない場所がどれだけあることか。

「だからこそ別のルールがいるわ。馳郎が馳郎の生き方を全まつとうするための枠わくが。あいつをあいつのまま、とどめておくための檻おりが。だからあいつは、千円を渡わたした渡されたっていう一見どうでもいいことで、そのスイッチを切り替かえてるんじゃないのかな。意識的なのか無意識なのかは知らないけど」

「スイッチ……」

　茫ぼう然ぜんと、北斗は呟つぶやいた。

　少女の言い分はひどく素す直なおに、こちらの内側へと染しみいった。ある意味で馳郎自身の言葉よりも明確に、彼を表現しているような気さえした。

　普ふ段だん学校で見かけている、ひどくお人ひと好よしでどこか抜ぬけた少年と。

　一度事件と関かかわるや、その頭脳と権力を惜おしまぬ白翁王と。

　北斗の中でどうしてもつながらなかったふたつの乖かい離りを、少女の言葉が埋めてくれたように思えた。

　だから、自然とこう訊いていた。

「……どうして、あいつのこと、そんなに分かるんです？」

「そんなの大したことないわよ。ずっと見てれば──」

　そこで、言葉が止まった。

　少女の顔が夜目にも分かるほど赤くなって、ぶんぶんとかぶりを振ったのである。

「ち、違ちがう！　全然違う！　別にあいつのことずっと見てたわけじゃないし気にしてたわけじゃないし！」

　先ほどまでの冷静さも判断力もかなぐり捨てた、必死な言い訳だった。

　すると、

「ぷっ」

　と、吐と息いきがこぼれたのだ。

　ふたりの中間地点でのんきに座り込んでいた太乙タイイーだった。

「な、何よ」

「……いえいえ、あなた方は見ていて飽あきないなーと──」

　朗らかに言った太乙タイイーの顔が突とつ然ぜん埋まい没ぼつする。

　そのまま痛そうな音をたてて、鬼仙の身体からだが岩場を転がっていった。

　思い切り打ち振った蓮リヤ花ンフアの拳こぶしによるものだったが、一応氣チイのこもってない単純な打だ撃げきにすませてるあたり、これでも手加減したということだろう。

「──ふん！」

　と鼻を鳴らした少女の姿は、可か憐れんであってもあまり近寄りたくない修しゆ羅らの空気を纏まとっていた。

「あ、ははは……」

　北斗が軽く頰ほおを搔かく。

「あんたも何か？」

「い、いえ、何もないです！」

「なら、よろしい」

　憤ふん懣まんおさまらずか、ふうーと息をつきながらうなずいた蓮リヤ花ンフアが、ふとまなじりを決した。

「……誰だれ!?」

　誰すい何かの声も厳しく、問うた。

　びちゃ、と水を叩たたく音がした。

「────っ！」

　その発生源へ、北斗も足あし下もとに置いていたライトを向けて、目を見張る。

　たちまち相手は岩場へと躍おどり上がり、牙きばを剝むいたのだ。

　しかし、北斗が顔を歪ゆがめたのはその牙のゆえではなく、たまらぬ生なま臭ぐささと、特とく徴ちよう的すぎる異い貌ぼうのゆえであった。

　十メートル以上あった間合いが、一跳とびで削られる。

　上空で、それは獣けもののごとき爪つめを振ふりかざした。

　そののっぺらぼうの顔に、

「──人魚！」

　北斗が、叫さけんだ。
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　強きよう烈れつなライトが、鍾しよう乳にゆう洞どうの闇やみを引き裂さいた。

　ごつごつした足場が光のカタチに姿を見せ、用心深く馳郎が踏ふみつけていく。

「足下気をつけろよ」

　馳郎が言うと、後ろからため息混じりの声がついてきた。

「ゲロカスを踏みにじってるような最悪の気分ですね」

「だったらついてくんな」

　悪態に返して、馳郎はずんずん進んでいく。

　鍾乳洞の入り口に、潜せん水すい艦かんをつけられる程度の広い空間があったため、そこで降りて馳郎たちは内側へと入っていったのである。

　海水は苦手だと言った少シヤ影オインも、泳いだりしなければどうということはないらしい。ひたすら嫌いやそうに眉をひそめていたが、気にせず洞どう窟くつを先行することにした。

（あの入り口も……本当に偶ぐう然ぜんか……？）

　怪あやしんだが、ここで考えすぎても仕方ない。

　歩いていくと、定期的に小さな音が聞こえた。

　ぽたん、ぽちゃん。

　ぽたん、ぽちゃん。

　ぽたん、ぽちゃん。

　鍾しよう乳にゆう石せきからこぼれた水の音であった。

　こちらの足音と混じって、場ば違ちがいな音楽会みたいに洞窟内を反はん響きようする。遠く音が抜けていく感じからすると、結構奥は深いらしい。

「んー、地図通りだとこちら……かな？」

　白翁の地図に残された記述を頼たよりに、馳郎は道を決めていた。

　鍾乳洞の入り口にあった×印を起点とすると、おそらくもうひとつの×印がゴール地点と推測される。あるのが宝物にしろドッキリにしろ、何らかの答えは出るはずだ。

　一応〈カエアン〉も洞窟内部の地図は記録してくれているが、これだけの土に阻はばまれるとＧＰＳ機能の活用や外部との通信は難しい。

『通常行動には問題ありませんが、大量処理の必要な場面では二十三％から三十七％の能力低下が見込まれます。どうぞお気をつけください』

「分かった」

　機械音声にうなずいて、馳郎が歩を進めていく。

　整備されているはずもない足場は、必要以上の疲ひ労ろうを課したが、思ったよりは辛つらくなかった。むしろ後押しされるような快さを少年は感じていた。

「──やっぱり、楽しそうだな馳郎」

　ナタが、その肩かたに声をかけた。

　隣となりから顔を出した白い帽ぼう子しの少女は、にんまり笑って少年を見上げた。

「案外ボディガードよりも冒ぼう険けん家の方が向いてるんじゃないか？　ええと、この前テレビでやってたんだが、とれなんとか言うんだったか」

「トレジャーハンター？」

「そう、それだ」

　ぱちんと指を弾はじいたナタに、少年が淡あわく苦く笑しようする。

「ボディガードは天職だと思ってるよ」

　鍾乳洞の暗くら闇やみを歩きながら、馳郎は目を細めた。

　埋うまった過去を掘ほり起こすように、少し歩調をゆるめる。水音と足音が幾いく重えにも混じり合う中、少年は鍾乳洞の奥へ入り込むように、胸の中へも潜もぐっていく。

　始まりのとき。

　燃えた百貨店で先代白翁と全財産の賭かけを行った過去に、思いを馳はせる。

「だけど、あのおっさんに助けられて、千円の賭けで白翁なんてもらっちまってから、ずっとひっかかっていたもんでさ」

「ひっかかっていた？」

「そう」

　頭を搔いて、馳郎は鍾乳洞の天てん井じようを見つめた。

「だからまあ、ずっと見つからなくなってた夏休みの宿題を、ようやく発はつ掘くつしたような気分ではあるよ。まだ夏休みが始まったばかりだってのに」

　ますます苦笑を深めて、少年は少しきつく岩を踏んだ。

　ぽたん、ぽちゃん。

　ぽたん、ぽちゃん。

　暗闇と水音に吸い込まれていくように、三人は歩いていく。

「……ああ、なるほど」

　と、顎あごに指をおいて、少女がしきりにうなずいた。

「キミは対応型の人間だと思ってたからね。今回手鞠に依い頼らいされたとはいえ、こんなに乗り気なのを不思議に思っていたんだ」

　そのまま、ととっと馳郎の前に出て、洞窟の不安定な足場で危なげなく振り返る。

　ライトの縁えん辺ぺん部に照らされた暗闇へ、白い帽子が揺ゆれて残像をつくりながら、少女の微び笑しようを飾かざった。

「やっと分かったよ。──うん、つまりキミは、先代白翁だった男ともっと話してみたかったんだ」

「…………」

　すると、虚きよをつかれたように、少年は瞬まばたきしたのだ。

　ほんの数秒ほどで、ははと笑った。

「そっか。そうなのかも」

「そうなんだよ、きっと」

　ナタも、嬉うれしそうに笑った。

　なんだか、長い間ずっと解けなかったパズルの、小さなヒントを示し唆さしたみたいなやりとりであった。

「うん。そうすると貴重な機会なのかもな……」

　馳郎が淡く表情をゆるめた。

　そこで、

「──糞クソおふたりとも、話を聞ける程度の脳のう味み噌そは残ってますか」

　少シヤ影オインが口を挟はさんだのだ。

　数歩離はなれてふたりを追っていた青年鬼仙が、すっと洞窟の進行方向へと指をあげたのだ。

「その奥、妙みような氣チイがわだかまってますよ」

「奥？」

　馳郎がライトを向けようとしたが、少シヤ影オインの手がそれを押しとどめた。

「試ためしてみましょう」

　ころりと鬼仙の指から、種がこぼれた。

　それがたちまち緑の芽を出し、長い長い蔦つたを伸のばして、洞窟の奥へと速すみやかに這はいずっていったのだ。

「それは？」

「五ご岳がく三さん山ざんの植物でしてね。私の不死属性と混じると、いささか特異な反応を示します」

　ゆるゆると、鬼仙が指を動かす。

　そこにも蔦の一いつ端たんが絡からみついており、少シヤ影オインの運指ひとつで精せい妙みように動きを変じ、あるいは外部の反応を返すらしかった。

（ロボットハンドみたいなものか……？）

　自分が使う〈カエアン〉の仕掛マニピけ腕ユレータとも似たものを感じて、馳郎は集中を乱さぬよう押し黙だまった。科学とは正反対といってもよい鬼仙の術には不適切な感想かもしれなかったが、少年にとっては素す直なおな感覚だった。

　実際、少シヤ影オインはすぐに、ほかの物事など目にも入らぬほど没ぼつ頭とうした。

（これが……）

　馳郎は、思う。

　こういう風にあれれば、自分ももっと〈カエアン〉を使いこなせるのだろうか。

　自分の在あり方を、曲げずにいられるのだろうか。

『──マスター』

「あ、なんだ？」

　機械音声に返す言葉も、ごく小さく。

　しかし、彼の着たジャケットは常にない緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせて、こう報告したのだ。

『近くに比較的新しい足跡を発見しました。この数日内に、誰かがこの洞窟へやってきたはずです』

「な──っ！」

　その意味を、馳郎が推おし量はかるよりも先に。

　少シヤ影オインの表情が歪ゆがんだ。

「これは──？」

「少シヤ影オイン？」

　ただごとでないと判断したのか、ナタが横顔を窺うかがうと、少シヤ影オインはぎゅっと唇くちびるを引き結んだ。

「糞向こうから……迫せまってきてます」

「向こうから!?」

　次の瞬しゆん間かんだった。

　少シヤ影オインの蔦を逆しまにのぼって、奇き怪かいな影が全員の前へ出現したのである。
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　人魚の爪が、北ほく斗との肩へと振ふり落ちた刹せつ那な。

　風が、震ふるえた。

　華か麗れいな鼓つづみの音にも似たその響ひびきは、美しさに相反して凄すさまじい衝しよう撃げきで人魚の身体からだを弾き飛ばしたのだ。

「空うつほの三式──三み鼓つづみ」

　北斗が、囁ささやいた。

　その額に、半はん透とう明めいの角が二本生えている。

　大陸に鬼仙あらば、大和やまとの土地には〈おに〉あらん。風を操あやつり衝撃を生み出す術式は、空うつほの変へん生じよう属性の基本であった。

「一体何の真似まねです？　まさか、地上で襲おそわれるとは思ってもなかったですよ」

　ふわりと気流に揺れる学がく帽ぼうを押さえて、北斗が問う。

　はたして弾き飛ばされた人魚は岩場に激げき突とつし、もんどりうって痙けい攣れんしていた。のっぺらぼうのその顔から、何かの情報が読みとれるかと、少女は近づいてしゃがみ込む。

　かすかに、眉まゆが寄った。

「これは……」

「待って！　まだ来るわ！」

　蓮リヤ花ンフアが警告を口にする。

　言葉通り、さらに人魚が増えたのだ。

　波打ち際ぎわから、ことさらゆっくりと黒い影かげたちが身をもたげた。そのいずれもがこちらに向かって、強い敵意を発散しているのを確かく認にんして、少女がちっと舌打ちした。

「ああもう！」

　蓮リヤ花ンフアの、細い身体が跳はねた。

　膝ひざの屈くつ伸しんすらなく、その身体は十メートル近く滑かつ空くうしたのだ。

　不自然なほどの滞たい空くうから繰くり出される、鮮あざやかな旋せん風ぷう脚きやく。力強い武技が二体の人魚を、上半身だけ蹴けり飛ばす。岩場に着地した瞬間、さらに躍おどりかかった人魚の爪そう牙がを体さばきでいなし、片方は掌しよう打だで迎げい撃げきしつつ、もう片方を深く潜り込んだ肘ひじ打うち──馬ま歩ほ頂ちよう肘ちゆうで懐ふところを抉えぐった。

　ほとんど爆ばく弾だんの直ちよく撃げきを喰くらったごとく、人魚の腹部が炸さく裂れつした。

　八はつ極きよく拳けん。

　神しん槍そうとも呼ばれた大陸拳士を代表として、幾いく多たの武術の中でもとりわけ爆ばく発はつ力を重視した武術である。仕込んだ師父が誰だれかは知れぬが、この怪かい力りき少女と相あい性しようの良い武術といえた。

「うひゃああ！」

　短い悲鳴は、さきほど吹ふっ飛ばされていた太乙タイイーのものだった。

　腰こしが抜ぬけたらしく、数体の人魚からへこへこと後ずさっている。蓮リヤ花ンフアに蹴り飛ばされた上半身だけの人魚も加わっていて、まるで複数の猫ねこに追いつめられたネズミのような案あん配ばいだった。

（……あ、助けたくないな）

　正直な感想が蓮リヤ花ンフアの頭をよぎって。

　その人魚たちの身体が、残らず斜ななめに裂さけた。

「空うつほの七式──七つ鎌かま」

　厳おごそかな声だけが、潮しお騒さいに交じって響いた。

〈おに〉のかまいたちが、のっぺらぼうの人魚たちをまとめて切り裂いたのだ。

「や、やあ、どうもすいません……」

　太乙タイイーが一応の謝礼を述べたが、まともに北斗は聞いていなかった。

「やっぱり──」

　さらさらと崩くずれた人魚たちの残ざん骸がいを前に、何か納なつ得とくしたようにうなずくや、ポケットから出したスマートフォンに指を滑すべらせ耳元に押し当てた。

　すぐ、その横顔が苦く渋じゆうを滲にじませた。

「駄だ目めだ。まだつながらない」

「……北斗？」

　首を傾かしげた蓮リヤ花ンフアに、北斗は立ち上がり、短く言った。

「この人魚の正体が、分かりました」

「正体？」

「……ほほう」

　尻しり餅もちをついたままの太乙タイイーもまた、面おも白しろそうに視線をあげる。

　通常の死の恐きよう怖ふが、どの程度鬼仙に適用されるかは分からないが、この相手にしてみれば喉のど元もと過ぎればという程度のものらしい。

「一体全体、それはどのような？」

　舌なめずりしそうな好こう奇き心しんいっぱいの顔で尋たずねたところ、

「待って」

　と、蓮リヤ花ンフアが制止した。

「え？」

「まだ、そこにいるでしょ」

　少女が睨ねめつけたのは、さきほど少シヤ影オインが現れた海岸林だった。

　人魚の襲しゆう来らいなど知らぬげに揺れる、鬱うつ蒼そうと茂しげった林。

　潮風に強い松の間から、

「……ああ」

　と、嗄しわがれた声が夜気に伝わった。

　その声にふさわしい陰いん気きな影が、もうひとつ月光に晒さらされたのだ。

「やっぱり……あなたには……バレましたか……」

　夜目にもべったりと貼はりついたそのくまに、蓮リヤ花ンフアと北斗、ふたりの少女は目を見開いた。

　太乙タイイーだけは、愉たのしそうに微笑ほほえんだ。

　蓮リヤ花ンフアの唇が、動く。

「あんた、管理人の木き崎ざき……！」

　その通りだった。

　三人の前へ現れたのは、別べつ荘そうの管理人を務めていた、木崎という名の若者だったのだ。
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　洞どう窟くつの奥から現れたその物体に、馳郎がたたらを踏ふんだ。

「な、なんだよこれ！」

　喉のどからせりあがった苦いものを、無む理り矢や理り押し込める。

　それは、内臓に似ていた。

　おおよそ人間大ほどの、赤く光る物体。

　どくんどくんと脈動する、あまりにも巨きよ大だいすぎる肉につ塊かいであった。

「……心、臓……？」

「のように見えますね。糞クソ海水まみれで糞クソ汚きたならしい」

　蔦つたを回収しながら、少シヤ影オインが顔をしかめる。彼の美意識にとっても、あまり歓かん迎げいしたくない類たぐいらしい。

　しかし、一体どういう経けい緯いがあれば、こんな奇き態たいな物体が生まれるのか。

　迂う闊かつに近寄ることもできず、固かた唾ずを吞のんでいると、

「これだ……」

　と、ナタがか細く呻うめいた。

　その手が、ゆっくり赤い心臓へと伸のびる。

「私に訴うつたえていた声は、これだ……」

「ナタに？」

　少女の共感能力は、馳郎も知っている。ならば、これも鬼仙にまつわるものということだろうか。

　白翁が残した、鬼仙の品？

「一体……」

　茫ぼう然ぜんと、馳郎もその心臓を見つめた。

　見知らぬ落書きから始まった冒ぼう険けんは、思いもかけない宝物へと行き当たった。そのことに何かしらの意味があるのかと、戦おののきつつも改めて観察しようと覗のぞき込んだ、そのときだ。

　異変が生じた。

　ぎょろり、と心臓が目を開いたのだ。

「な──！」

　その凄まじい光景に、馳郎も気を吞まれた。

　おぞましく赤黒い粘ねん膜まくから剝むかれた異形の瞳ひとみは、胃に冷えた鉄でも押し当てたような恐怖に、少年を陥おとしいれた。




【……ッテナイ】




　声が、聞こえた気がした。

「何？」

　眉をひそめる。

　ナタはともかく、自分にそんな声が聞こえるとは思ってもいなかったからだ。




【……マダ……終ワッテ……ナイ……！】




　その、叫び念とともに。

　巨大な心臓から、赤黒い触しよく手しゆが飛び出したのだ。

「────っ！」

「馳郎っ！」

　横合いから出たナタの手が、少年を突つき飛ばした。さしもの鬼仙兵器も咄とつ嗟さにはそれ以上の抵てい抗こうができなかったか、細い腰を触手が捕とらえるのを、馳郎は確かに見た。

「が……っ！」

　岩いわ肌はだに身体からだを打ちつけ、それでもすぐに立ち上がろうとした瞬しゆん間かん、続いて変化は起きた。

　鍾しよう乳にゆう洞どう全体が、震ふるえたのだ。

『マスター』

「後にしろ！　ナタを！」

　機械音声を無視して、少年が飛び出そうとするが、異変はとどまらない。

　すべてを裏切るかのように、洞窟の奥から新たな音が轟とどろいた。

「っ、糞最悪です！　これは！」

　少シヤ影オインが血相を変えて、飛び上がった。

　しかし、間に合うはずもなかった。

　漆しつ黒こくの濁だく流りゆうが、洞窟の奥から巻き起こったのだ。まるで巨きよ人じんのあくびのように、それはとどめようもなく馳郎たちの身体を吞み込んだ。

　凄すさまじい勢いの鉄てつ砲ぽう水みずが、鍾乳洞からすべてを押し流した。
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「あんた、管理人の木き崎ざき──」

　新たな人物に、蓮リヤ花ンフアが目を見張った。

　海岸林から現れたひどく瘦やせた影は、別荘の管理人を務めていた木崎に違ちがいなかった。

　しかし、

「……木崎、だって？」

　その名前を聞いた北ほく斗とが、激しく反応したのだ。

　強く岩場を踏み出して、男装の少女はその言葉を否定した。

「冗じよう談だんじゃない。そいつはそんな名前じゃない」

「え？」

　困こん惑わくした蓮リヤ花ンフアをよそに、若者も困ったようにうつむいた。

「あなた……には……会わないように……してましたからね……。空うつほ北斗様」

　ぼそぼそと、足あし下もとに呟つぶやく。

　実際、そうなのだ。

　クルーザーのときに北斗は居合わせなかったし、別荘の洋館に移ってからも、このふたりは直接顔を合わせなかった。それが偶ぐう然ぜんではなく、仕組まれたものだとしたら、この管理人の正体は何なのか。

　北斗が、それを暴あばいた。

「青あお朽くち葉ばだよ」

「あおくちば？」

　眉まゆをひそめた蓮リヤ花ンフアへうなずき、北斗は改めて若者へと指をつきつけた。

「白はく鳳ほう六ろつ家けのひとつ、青あお朽くち葉ば晃こう。兄さんと同じ、六家に四人しかいない三つ角づののひとりが、そいつの名前だ」

「…………」

　くまを貼りつかせた若者は、ただうっすらと笑う。

　不ふ吉きつでありながら、穏おだやかにこちらの心へ忍しのび込むような笑え顔がおだった。

　こほ、と嫌いやな音の交じった咳せきをしてから、口を開いた。

「君には……ここで……何もしないでほしい……。空うつほまで関かかわると……話が……ややこしくなるから……」

　聞こえにくい口調は変わらず、しかしこちらに意図ははっきり伝わった。

　決けつ裂れつの、音がした。

　ぎり、と北斗が奥歯を嚙かみしめたのだ。

「ふざけるな！　第六家の青朽葉が何を──！」

「うん。……うちは……白鳳六家の中で……家格だけを問うなら……最低だろうね……。間ま違ちがいない……よ……」

　北斗の言葉を、木崎──いいや青朽葉晃と看破された若者が認める。

　それから、ゆっくりと問いただしたのだ。

「でも……それで青朽葉を侮あなどる家が……どこかにあるのかい……？」

「っ──！」

　北斗が押し黙だまる。

　彼の言葉が正せい鵠こくを射ていると、認めざるを得なかった。

　少女の生まれ育った空うつほも含ふくめて、白鳳六家にはそれぞれの家格と役割があるのだ。




　第一家・真朱まそおならば、〈妖あやかし狩がり〉。

　第二家・月つき白しろならば、〈薬くす師し〉。

　第三家・紫し藤とうならば、〈宿すく曜よう師じ〉。

　第四家・空うつほならば、〈裁さい定てい者しや〉。

　第五家・薄うす墨ずみならば、〈隠いん者じや〉。

　──そして。

　家格だけなら最低でありながら、ほかの五家のいずれからも静かな畏おそれをもって注視される第六家・青朽葉の役割は──〈守もり人びと〉であった。




「むしろ大変なのは……空うつほじゃない……かな……？　ずっと第一家だったんだから……いまさら第四家とか……座り心地ごこち悪いでしょ……？」

　呻きのような晃の言葉に、北斗は言葉を詰つまらせた。

　がさがさと掠かすれた彼の言葉は、ある意味で呪のろいにも似ていた。

　隼はや人ととの戦いで、解放されたはずの白鳳六家の呪い。今再び、血と宿命は彼女の精神こころを縛しばりつけた。

「いつまでも……白鳳六家の時間も……止まってないよ……」

「……君は！」

　かろうじて、それだけを北斗の喉のどが絞しぼり出す。

　代わりに、風が巻いた。男装の少女を取り巻いて、それは守護神のごとく吼ほえ猛たけりはじめた。

　学がく帽ぼうを押しのけ、少女の額に再び双そう角かくが生えていたのだ。

「へえ……やるんだ……？」

「今いま更さら何を！　さっきの人魚こそ、君の仕し業わざだろう」

「……あら……やっぱり……気づかれた……。同じ六家は……やりにくいな……」

　若者が陰いん鬱うつな顔で苦く笑しようする。

　対して、北斗は一歩も退ひかず続けた。

「青朽葉の変へん生じよう属性は、野槌の血を受けていると聞きます。ならば、あの人魚はその変生属性からつくったんでしょう」

　野の槌づちとは、妖よう怪かいの名だ。

　古事記や日本書紀にも記述が見られる山野の精せい霊れいである。

　その姿は蛇へびによく似ているが、目も鼻もなく、大きな口だけが頭のてっぺんにあるという。文ぶん献けんによってはツチノコの原型だとも、口ばかりが達者な悪徳の僧そう侶りよがなりはてたバケモノだとも、はたまた仏教が日本に広まる以前の古い神であったともされる存在だ。

　そして野槌とは、妖怪変化をつくりだす妖怪と言われているのだ。

「はは……空うつほの天てん狗ぐほど……浮うき世離ばなれしては……いないね……」

　天狗の説明は、必要あるまい。

　赤ら顔に胡瓜きゆうりのごとき鼻を伸のばした異相は、日本人ならどこかで目にしたはずだ。

　後世で山さん岳がく信しん仰こうと結びついたかの妖怪は、天空を自在に飛び回り、手に持つ羽は団扇うちわで烈れつ風ぷうを自在に操あやつったと言われる。これらの伝説と、空うつほ北斗や隼人の能力との相そう似じ性は指し摘てきするまでもなく明らかだろう。

　いいや。

　似ているのでは、ない。

　白鳳六家とはつまり〈おに〉の名にまとめられた──妖怪バケモノの血を引く一族なのだから。

　人妖おに。

　そんな風に、呼ぶものもいる。

　人の身体からだを与あたえられたバケモノであると。

　鬼き仙せんが超ちよう常じようの力を求めて死の向こう側へと達した死者ならば、白鳳六家の〈おに〉とは先祖の妖怪の血を目覚めさせた生者の総そう称しようなのだ。

　生きながらバケモノと化したものたちの、最後にすがるべき名。

「でも……君もさっき言ったよね……？」

　べっとりと不吉なくまを湛たたえた顔を持ち上げ、また咳をしてから、晃は言う。

「君は……二つ角で……僕は……三つ角だよ……」

「…………」

　北斗は応こたえなかった。

　角つきというだけで六家では重用される。角の数に応じてその地位と能力は増強され、三つ角に至っては、本来数世代にひとりしか生まれぬ希少種中の希少種だ。

　二つ角と三つ角の間にある絶対的な差を、北斗は知っている。

　かつて何度となく同じ三つ角である兄・隼人へと反はん抗こうして、そのたびに打ちのめされてきた記き憶おくは、どうしようもなく北斗を怯おびえさせてしまう。立ち向かうべきときだと分かっていても、骨の芯しんが氷の針に変わったかのように、精神を凍こごえさせてしまう。

（……僕……は）

　奥歯を嚙みしめる。

　うまく、歯と歯が嚙み合わない。

　こちらの怯えを、相手は覗のぞき込んでいる。暴力に荒すさんだ隼人兄とも死に魅み入いられたジン殺し屋とも違う、地じ獄ごくの泥どろのように淀よどんだ目でこちらへ這はい寄ってくる。

　そのおぞましさに耐たえきれず、北斗の喉がひきつれて。

　しかし、




「──ふざけないでよ」




　と、別の方向から援えん護ご射しや撃げきが放たれたのだ。

「蓮リヤ花ンフアっ？」

「たかが〈おに〉が、角がふたつだか三つだかで何息巻いてるわけ!?」

　凛りんとして北斗の前に立ちふさがったのは、蓮リヤ花ンフアであったのだ。

　真しん紅くのチャイナドレスを岩場の潮風に翻ひるがえらせ、鬼仙の少女は傲ごう然ぜんと腕うでを横にあげた。

「これでもね、女子会の仲間なんだから。この子をどうこうしようってなら、先にあたしを通しなさいよ！」

　胸を張って、蓮リヤ花ンフアは言ってみせた。

　衒てらいもなく気負いもなく、ただ当然に。

　それが鬼仙の誇ほこりやもしれなかった。

「は……」

　と、声があがった。

「はは……ははは……ははははは。……かは！　かは……！」

　晃は笑っていた。

　何度か咳も交えつつ、ひどく愉ゆ快かいそうで、同時に底の見えない不気味な笑い方だった。

「これは……聞いていた噂うわさとは……違ちがうな……。月白には……抗こう議ぎしないと……」

　くつくつと骸がい骨こつみたいに肩かたを揺ゆらして、青朽葉晃は足下に呟く。

「何、勝手に値ね踏ぶみしてくれてるわけ？」

「いやいや……正直……楽しんでるんだよ……」

　長い髪かみを乱して、若者は本当に嬉うれしそうに唇くちびるを歪ゆがめた。

　悪戯いたずらな死神を思わせる、その嗄しわがれた声が続ける。

「だから……残念……。そろそろ……始まる頃ころですから……」

「始まる？」

　蓮リヤ花ンフアが訊きき返したとき、三人の睨にらみ合いはとある現象によって中断させられたのだ。

　突とつ然ぜん、彼らの立つ大地と海原うなばらが、そろって唸うなり始めたのである。

　地鳴り。

　時ならぬ地じ震しんかと思われたが、単なる自然現象でないことはすぐに知れた。

「え!?」

　振ふり返った蓮リヤ花ンフアが、動きを止めた。

「うわ、なんですあの氣チイ。ちょっとめちゃくちゃですよ」

　太乙タイイーもまた、歪みかけた口元を押さえる。

　多くの鬼仙が持つような異能には欠ける太乙タイイーだが、再生能力と氣チイに対する感覚だけは例外らしかった。

「氣チイが……？」

　茫ぼう然ぜんと、北斗が呟つぶやいた。

　青朽葉の役割が指し示す意味に、やっと気づいたのである。

「まさか……！」

　と、北斗はぎこちなく首を巡めぐらせた。

　新しん島とうの方へ。

　そこには、波が渦うず巻まいていた。島を中心として、まるでオウムガイのように途と轍てつもなく巨きよ大だいな螺ら旋せんが形作られていたのだ。

　普ふ通つうの地鳴りであればまず津つ波なみを警けい戒かいせねばならぬところだが、明らかにそういう事態ではなく、不自然極きわまりない動きを海原は示していた。

　頰ほおにあたる潮風が、残らず嘆なげくようだった。

　その風の色と叫さけびに、北斗は大きく目を見開いた。

「まさか……あれは白はく翁おうの遺産なんかじゃなくて……そもそも遺産なんかじゃなくて……いいや、ひょっとして島でさえなくて」

　唇が、動く。

　乾かわききって、とある言葉を紡つむぎだした。




「大戦の、遺産……」




　　　　＊




　──少しだけ、時間はさかのぼる。




　濁だく流りゆうに吞のみ込まれるその瞬しゆん間かん、馳はせ郎ろうはナタだけを見つめていた。

　心臓に拘こう束そくされた少女を、解放すべく走り出していた。

「リッパー！」

『イエス、マスター。要リク請エス起ト・動ブート。──攻こう性せいプログラム０３〈リッパー〉』

　触しよく手しゆを断たち切ろうと、仕掛マニピけ腕ユレータの先に特とく殊しゆ鍛たん造ぞう刃じんが展開される。

　しかし、同時に少年は悟さとっていた。

（間に合わない！）

　知りすぎたタイミングが、そのままではどうにもならぬと、少年に教えていた。自分が少女に到とう達たつするよりも早く、海水が自分を押し流すことを予測してしまう。

　──間に合うには？

　──間に合わせるには？

（フル操作──）

　仕掛マニピけ腕ユレータを、直接操ろうとする。

　水の圧力をかいくぐって、なおも早く、少年がナタを救う術すべを思考する。ジンがそうしていたように、少シヤ影オインがさきほど見せたように、その集中力を自分の中で構築する。

「〈カエアン〉、操作権を全部預けろ！」

『──マスター、それは』

「早く！」

　機械音声を無視して、溺おぼれるように叫んだ。

　インナースーツによる筋力増強とともに鍾しよう乳にゆう洞どうの闇やみを跳とんで、仕掛マニピけ腕ユレータを操る。少女を傷つけず、触手だけを断ち切るその軌き跡せきを想像し、少年はただ跳ちよう躍やくする。

「──ナタ！」

　少女を、思った。

　だが。

　だから。

　ぎこちなく、仕掛マニピけ腕ユレータはジャケットの先で震ふるえただけであった。

　思考を率そつ直ちよくに伝えるフル操作は少年の想おもいと動どう揺ようをも表現して、ただ哀かなしく小刻みに痙けい攣れんした。

　少女への想いが強ければこそ、思考の純じゆん粋すい性は失われた。

「馳……郎……」

　苦しげな少女の顔だけが、網もう膜まくに焼き付く。

　刹せつ那な、怒ど濤とうがすべてを巻き込んだ。

「……ナ……」

　名前を呼ぼうとした声さえも、膨ぼう大だいな水に吞まれた。

　死にものぐるいで踏ふみとどまろうとしたのに、圧あつ倒とう的な質量と速度は、少年の抵てい抗こうも何もかも奪うばい尽つくした。

「ナタアアアァァァァァァァァァ！」

[image: ]

　叫びも、まともな声にはならなかった。

　水を飲んで、気管を抉えぐられて、内側も外側も蹂じゆう躙りんされた。荒あれ狂くるう濁流によって、何度と無く鍾乳洞の壁へき面めんにぶちあたりながら、少年はただひとつのことを思っていた。

（俺、は……）

　その意識さえ、ひどく朧おぼろだった。

　痛みよりも苦しみよりも、届かなかったという無念こそが、少年から抵抗するための意志を失わせていた。

（俺は……！）

　ぶち、ぶち、と残った意識さえもちぎれていく。

　力任せに引きちぎられた、古いフィルムにも似ていた。

　そして、

（……は……）

　ついに、途と切ぎれる。

　無念と未練を滲にじませて、身体からだが海底で力を失った。ただ海流によってゆるゆると流されるだけの物体となりさがって、少年はあらゆる意識を手放した。




　──最後に、その顔を、クジラのような影が覆おおった。




　　　　２




　島は、カタチを変えていた。




　明かりなど届かぬ距きよ離りではあったが、闇を見通す蓮リヤ花ンフアの瞳ひとみにははっきりと分かった。

　壁かべのごとく屹きつ立りつした、その絶望的な異形が。

　腕であった。

　途轍もなく──いいや、そんな言葉さえ愚おろかしくなるほどの、巨大な腕が天へと突つきあがっていた。それぞれが巨きよ木ぼくにも匹ひつ敵てきする指で、もどかしく夜空へと伸のばして、月光にその姿を晒さらしていたのだ。

　まだ、二の腕より先は見えぬ。

　それでも、それゆえにこそ、凄せい絶ぜつなほどの全体像が想起された。

　古代の人々が見たならば、それだけで神と断じざるを得まい。巨大であるということはそれだけで見る者の心をひしぐのだと、嫌いやというほどに分からせる光景であった。

「巨……人……」

　さしもの蓮リヤ花ンフアが呻うめく。

　そして、〈おに〉たる北斗にも同様の光景が見えたものか。

「大戦の……遺産……」

　茫然とした呟きを、蓮リヤ花ンフアは聞きとがめた。

「大戦って、どういうことよ」

　さすがに動揺を殺しきれず、振り向く。

　ぎゅっとチャイナドレスの胸むな元もとを握にぎりしめ、少女鬼仙は口を開いた。

「あたしが生まれるずっと前に終わったヤツでしょ！　なんで、今いま更さらそんな話を蒸むし返してんのよ！」

「……はは……終わった話か」

　と、これは青朽葉晃が口を挟はさんだのだ。

「そうですね……そうかも……しれません。鬼仙は山にこもって長く……〈おに〉も衰すい退たいして長い……。ましてあなた方の大陸は……いつも内側の革命ばかりに熱心だ……」

　晃の言葉は、ひどく陰いん鬱うつで、陰いん湿しつだった。

　べったりと鼓こ膜まくから離はなれないような声であった。

「それでもね……戦いはあった。僕たちにとって……大戦と言ってはばかりない……そんな戦いが」

　以前、ナタも鬼仙と〈おに〉の間にあった争いについて触ふれていたが、その際は鬼仙同士に比べれば小規模なものという認にん識しきだった。

　真実は、少し違ちがう。

　戦いは、鬼仙同士の大戦にも劣おとらなかった。

　ただし、それはナタが封ふう印いんされていた期間のことだ。

　あるいは国家間のそれにも紛まぎれて、時には陰かげに時には陽ひなたに、戦いはずっとずっとずっと続いてきたのだ。

　いつから続いたのか忘れるほどに、長く。

　いつ終わったのか分からないほどに、永く。

「…………」

　数秒沈ちん黙もくして、北斗が陰鬱な若者へ口を開いた。

「あなたは……〈守人〉の青朽葉は、あれを守護していたんですか？」

「……そうなりますかね。……ああ、残念ながら……白翁様か鬼仙のどなたかが……うっかり封印を解いてしまった……ようですが」

　かすかに震えた肩かたに、蓮リヤ花ンフアが猛もう然ぜんと嚙かみついた。

「あんた！　わざと封印を解かせるように仕向けたのね！」

　実際、〈カエアン〉は鍾乳洞に人が侵しん入にゆうした形けい跡せきを発見していたわけだが、この段階では蓮リヤ花ンフアもそこまでは知らない。

　だが、直感で十分だった。

　この相手は、今の状じよう況きようを引き出すために動いていたのだと、少女鬼仙には確信できた。

「ご想像は……お好きに……」

　晃は曖あい昧まいにのらりくらりと避さけて、またこほこほと咳せき込む。

　その様子がまた、少女たちを苛いら立だたせた。

　一いつ触しよく即そく発はつ。

　まさにその境界まで、殺気が圧縮される。北斗以上に蓮リヤ花ンフアがもう抑おさえていられなさそうだった。針でつつけば、その瞬間に爆ばく発はつしそうなほど。

　そこへ、

「あはははははははははは！」

　と、頓とん狂きような笑い声が発されたのだ。

　ずっと背後で様子を見守っていた太乙タイイーだった。

「──太乙タイイー？」

「いやいやいやいやいやいや！　ちょっとこれは面おも白しろすぎるでしょ。やっぱり先代白翁ですか!?　それとももっと前の代ですか!?　いやあ山を下りてみるものですね。思いもかけないものが見られちゃいます！」

　高すぎるテンションでばんばんと膝ひざを打ちながら、太乙タイイーは突きあがった巨きよ腕わんを見上げた。

「……あれの正体を……ご存じで……？」

「ええ。もちろん分かりますよ。僕を誰だれだと思ってるんです？　こと鬼き宝ほうのことで分からないわけないでしょう。たとえ量産の黄こう布きん力りき士しでも誰の作か見み抜ぬいてみせますよ。まあ、あれはその中でもいささか事情が違う品ですけどね」

　晃の問いへ、大好きなおもちゃのことを訊きかれた少年のごとく、無む邪じや気きで得意げに太乙タイイーは笑った。




「あれは始祖鬼宝のひとつ──盤ばん古こ幡はんでしょう？」




「…………」

　今度は、晃が黙だまり込む番だった。

　太乙タイイーはさらに笑った。

「逆に言うと、前の鬼仙はあれを持ち込んでなおかつこの国の〈おに〉に負けた──いや勝ちきれなかったわけですか。情けないというかなんというか迷いますね」

「あんた、どっちの味方なのよ」

「別に？　僕はナタに危害を加えないとは誓ちかってますが、それ以上だとも言ってませんから。あの新しい白翁に恩を売る必要もないでしょ？」

　ふふんと小物っぽく鼻を鳴らして、太乙タイイーがご満まん悦えつそうに口の端はしをつり上げる。

　前回の事件で泡あわを吹ふかせられた馳郎に、少しでも意い趣しゆ返がえしできるのが嬉うれしいらしい。こういうあたり、いくら年ねん齢れいを重ねても鬼仙が老成するわけではないという証明だ。それとも、この太乙タイイー真シエ人ンレンが例外なのか。

「……それは……良かった。こちらも……面めん倒どうがありません……」

　晃が、小さくうなずく。

　それから、

「あなた方は……どうです……？」

　ゆるく、微笑ほほえみかける。

　この場合、表情は親善の意味を持たない。むしろ化け粧しようで笑え顔がおだけを貼はりつかせた、死神めいた道どう化けを思わせた。

　一方、海ではそそりたった巨腕が蠢うごめき、その全ぜん貌ぼうを露あらわにしようとしている。

　もはや巨きよ人じんは、天災に等しかった。

　あまりもの質量の移動は、それだけで壊かい滅めつ的な波を引き起こす。巨人を生み出したのが尋じん常じようならざる鬼宝であることも合わせれば、これから勃ぼつ発ぱつする事態に一いつ切さいの楽観的な観測など許されぬ。

　途と轍てつもない異常事態の中で、それでもこの場の四人は動けなかった。

　迂う闊かつに動けば、もっと大事なことを逃のがすと、誰もが確信していたのだ。

「あんたの目的は、何よ」

　と、蓮リヤ花ンフアが問うた。

「あんな前世紀の遺物をほじくりかえしてきて、今更何がしたいってのよ」

「……試験……だよ」

　晃は、ぼそぼそと呟つぶやいた。

「え？」

「あの新しい白翁が……本当にふさわしいかどうか……試ためさないといけない……。その義務が……青朽葉には……あるんだよ……？　〈守人〉たる青朽葉は……ほかの五家のどれよりも……白翁を見定めなきゃならない……」

　しみじみと、細く晃は息をついた。

　そうすると、今にも死を待つばかりの患かん者じやにも見えた。

「でも……思ったより……大したことないみたいだ……」

「そうでしょうとも」

　太乙タイイーが我が意を得たりと肯こう定ていする。

　この海の合宿に現れてから、一番愉ゆ快かいそうであった。この国で初めて自分の賛同者を得たというようでもあった。

　ただし、次の一言が発せられるまで。




「あの……ナタとかいう鬼仙兵器も……噂うわさほどじゃなかった……ね……」




　一いつ瞬しゆんで、太乙タイイーの表情は凍こおった。

「──今、なんと仰おつしやいました？」

「いや……だって……」

　耐たえきれぬように、また晃の肩がくつくつと震ふるえる。

「結局……封印にもきづかず……あのざまでしょう……？　あの鬼仙兵器は……鬼仙の支族における……王権のレガ象徴リアだとか聞きましたが……まるで役立たずだ……。新しい白翁と一いつ緒しよに……滅ほろんじゃったんじゃないですか……？」

　ひどく白けた空気が、岩場にたちこめた。

「そう」

　さらに冷たく、チャイナドレスの少女がうなずく。それきりで蓮リヤ花ンフアはすっと右耳のイヤリングをもぎとった。

「あんたは、絶対許さない」

　少女の瞳ひとみが黄金きんに、その縁ふちが紅あかく輝かがやいた。

　火か眼がん金きん睛せい──鬼仙の色に！





「朱す沙さの血をもって、朱ジユウ蓮・リヤ花ンフアが如によ意い金きん箍こ棒ぼうの八番目の娘むすめに命ず！」






　叫さけびとともに、黒こく玉ぎよくのイヤリングが氣チイを搔かき集めた。

　岩場の氣チイと土石を根こそぎ喰くらい、圧縮し、蓮リヤ花ンフアの右手でそれは鎖くさり付つきの巨きよ大だいな金属球となった。





「黒こく曜よう喰らいて拉ひしぎ潰つぶせ、彗すい星せい錘すい！」






　超ちよう重じゆうの鬼宝が、降り落ちる。

　単純な暴力ではなく、とっておきの鬼宝まで使っての一いち撃げきだったのは、三つ角づのであるという青朽葉晃の実力を警けい戒かいしてのことだったろう。半はん端ぱな攻こう撃げきを仕し掛かけず切り札を最初に切ったのは、さすがの戦せん闘とうセンスと言えた。もとより蓮リヤ花ンフアの強みは、能力を知られてもかまわぬ、単シン純プル極きわまりないスタイルにある。

　壮そう絶ぜつなる鉄球が、岩場と晃の身体からだを擂すり潰した。

　それでも蓮リヤ花ンフアの顔が晴れやかにならなかったのは、無論やりすぎたという後こう悔かいではない。

　一撃で挽ひき潰したはずの、相手の異状に気づいたからだ。

　軽く鎖を引っ張ると、鉄球は少女の手へと戻もどった。

　しかし、クレーター状の破は壊かいの跡あとに、人間らしき残ざん骸がいは確かく認にんできなかったのだ。

「さっきの人魚と一緒で……最初から本体じゃなかったわけか」

　ますます嫌いやそうに、蓮リヤ花ンフアが唇くちびるを歪ゆがめる。

　北斗も、小さく息をついた。

「多分、そうだろうとは思ってましたけど」

「ふん。いけすかないヤツらは、だいたい火ひの粉こをかぶらないような遠くで糸を引くのがお好きよね。誰かさんそっくり」

「な、なんで僕の方を見るんですか！」

「正直な感想を言っただけよ」

　抗こう議ぎする太乙タイイーから視線を切って、蓮リヤ花ンフアは北斗へもう一度口を開いた。

「で、とりあえずリコあたりと相談して、周辺地域の人間の避ひ難なんとか考えなきゃいけないんじゃないの？　このままだとすぐにあの腕うでが見つかって大おお騒さわぎになるわよ」

「え……」

　北斗が、瞬まばたきした。

「あの、避難、ですか」

「ん？　だってあんたらは、周りの人間に迷めい惑わくがかかるかどうか気にするんでしょ」

「え、ええ。すいません。蓮リヤ花ンフアさんがそういうこと言うとは思わなかったんで」

　率そつ直ちよくに北斗が謝る。

　もっとも蓮リヤ花ンフアにしてみれば、それどころではなかったらしい。

「……あいつが気にしそうだもの」

　ぽそりとこぼした呟きは、風に紛まぎれた。

　そのまま、ひとまず別べつ荘そうへ戻ろうとしたときだった。

　突とつ然ぜん、海からの騒そう音おんが消えたのだ。

「え？」

　蓮リヤ花ンフアが耳を覆おおった。

　太乙タイイーは何かを感じたか、砂すな浜はまへと視線を投じた。

　すると、前まえ触ぶれもなく訪おとずれた静せい寂じやくの代わりに、一台の黒いバンが砂浜から岩場のすぐ近くまで走り寄ってきたのである。

『蓮リヤ花ンフア様、北斗様──ご協力感謝いたします』

　と、抑よく揚ようのない機械音声がバンから流れた。

　馳郎が所持している多目的秘ひ匿とく装そう甲こう車両〈ヘリオス〉であった。

『騒そう動どうを予防するため、ひとまず音ノイ波ズ・相コ殺ント制御ロールによって、付近の騒音を抑よく制せいさせていただきました』

　一部の音楽ホールやノイズキャンセリング・イヤホンなどで使われる、逆位相の音波によって減音する機械だ。

　しかし、本来は音波の限定される閉へい鎖さ空間でこそ力を発揮する技術であり、ランダムに音が発生する屋外で大規模に使えるような代しろ物ものではない。その不可能を覆くつがえしたのは、白翁の資産を背景としたリコと〈カエアン〉の科学力ならではか。

　蓮リヤ花ンフアが、バンに駆かけ寄った。

「あんた、前に馳郎が乗ってた──。というか、いつものへんてこジャケットの〈カエアン〉なの!?」

『厳密には異なります。現在の返答は、本体と通信・同期できない場合のみ起動する〈カエアンβ〉が承うけたまわっております』

　いつもより感情が感じ取れないのは、そのためか。

　性能だけでいえば、ウェアラブルジャケットの方が遥はるかに大きさや廃はい熱ねつなどが抑制されて不利なはずなのだが、そういう表面的な部分以外に〈カエアン〉の人格は依い存そんしているらしい。

「じゃ、じゃあ馳郎は！」

　勢い込んで、少女が尋たずねた。

『…………』

「どうしたの！　本体のあんたは馳郎が着てるんでしょ！　だったらあいつのこと分からないわけ！」

　切実な蓮リヤ花ンフアの声に、漆しつ黒こくのバンはしばし沈ちん黙もくした。

　無音の海に、巨きよ腕わんはいまだ蠢うごめいている。騒音が抑制されたというだけで、巨人に何ら影えい響きようがあったわけではなかった。変化し続ける島は、すでに巨人の肩かたと首までも形成しはじめている。

「蓮リヤ花ンフアさん。急に言っても──」

「──だって！」

　泣きそうな声で、蓮リヤ花ンフアは叫んだ。集中が途と切ぎれたためか、手元の彗すい星せい錘すいに、びしりと罅ひびが入った。そのまま鬼き宝ほうはイヤリングへと戻り、少女の瞳から火か眼がん金きん睛せいの色も失うせた。

　そして、

『──おはようございます、蓮リヤ花ンフア様』

　不意に、機械音声にいつもの感情が蘇よみがえったのだ。

「〈カエアン〉!?」

『お待たせしました。〈カエアンβ〉が承ったご質問の件に返答いたします』

　と、漆黒のバンが慇いん懃ぎんな声で告げた。

『ただいま潜せん水すい艦かん〈ルサルカ〉にてマスター馳郎を確保。私もクラウドに接続し、管アドミ理ニスト人レーターリコ様に起き床しようしていただきました。──なお、個人的な意見ですが、マスターをご心配いただいたことに感謝いたします』
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　背中から伝わる低い振しん動どうが、目覚めを促うながした。

「……ん……ぁ……」

　痛みを、意識する。

　ずきずきと、あちこちに打だ撲ぼく傷しようがあるのが分かった。かなりの痛みではあるが骨が折れたり罅が入ったりするほどではない。それが判断できるのもどうかと思いつつ、少年はゆっくりと瞼まぶたを開いた。

　機械音声が、真っ先に反応した。

『おはようございます、マスター』

「〈カエ……アン〉……」

　やっとのことで顔を押さえ、痛む上半身をもたげる。

　覚かく醒せいを待って、ぼんやりと口にした。

「どれぐらい……意識を失ってた……？」

『七分五十三秒です。勝手ながらマスターのインナースーツを起動して、〈ルサルカ〉まで誘ゆう導どうさせていただきました』

　期待通りの精密な答えを、機械音声が返す。

　つまるところは鉄てつ砲ぽう水みずで押し流されたところを、潜水艦で回収してくれたらしい。

　すぐ隣となりでは、ぐっしょりと濡ぬれた長チヤ袍ンパオの鬼仙もまた、疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった表情で四つん這ばいになっていた。

「……ほ、ろびるかと思いましたよ。裸はだかでゲロカスの海を泳がされた気分……です……」

　実際、正直な感想だったろう。

　後で聞かされたことによれば、流れ水で直接滅ほろびることはないが、身体能力は五割以上減退し神経系は迷めい走そう。酩めい酊てい以下の状態に追い込まれたあげく、それでも流水から逃のがれられない場合、休きゆう眠みん状態に陥ってしまうらしい。

　普ふ段だんなら軽口のひとつも返すところだが、少年もそれどころではなかった。

「っ、ナタは！」

　周囲を見み渡わたし、すぐさま尋ねた馳郎に、少シヤ影オインは不服そうに肩をすくめた。

「鬼仙兵器なら、まだあの糞クソ島ですよ。いえ、もう島と呼んでいいかどうかは分かりませんけどね」

「え……？」

　意味をはかりかねた少年へ、機械音声が応こたえた。

『現在の状じよう況きようはこうなっております』

　すると、潜水艦内部のモニターに、現状の島が──そそりたった巨腕が映ったのだ。

　すでに肩かた口ぐちまで露ろ出しゆつした姿に、馳郎が目を見張った。

「これ……！」

「ふん。どうやら大戦か何かで失われていた鬼宝か何かのようですね。しかも、あの鬼仙兵器をずいぶん気に入ってしまったらしい。ああ、あれだけの規模ということはさぞ名のある鬼宝でしょうに、あんな鬼仙もどきになつくとは嘆なげかわしいばかりでございます」

「ナタに、なついてる……？」

「多分そういうことかと。しばらくぶりの目覚めで、氣チイを補給するのにあの鬼仙兵器を使うつもりじゃありませんかね。ああ嫌だ嫌だ、まるで飢うえた野の良ら犬ですよ」

　いやらしく少シヤ影オインがため息をついたが、少年は嚙かみついた。

「待てよ！　失われていた鬼宝ってどういうことだよ！　鬼宝って鬼仙が氣チイとかなんとかを込めて使うもんだろ！　なんで勝手に動いてんだ！」

「は、まったく理解してらっしゃいませんね。それはあくまで、基本的な使い方というだけですよ」

　まだ気分が悪いのか、濡れた長チヤ袍ンパオの背中を潜水艦の壁へき面めんへともたれかけさせて、ひらひらと手を振ふった。

「いいですか？　下等な糞人間の糞クソ脳のう味み噌そで糞理解いただけるかは知りませんが……それぞれの支族が守り続けた鬼宝には、いずれも独立した意思があるんです」

「意思……？」

　その言葉に、馳郎は息を詰つめた。

　想像もしない言葉であったからだ。

　そして、だからこそ、今モニターの中で蠢うごめいている巨腕はなおさら不気味に思えた。ゆるゆると動き出している指の一本一本。その内側にナタが捕とらえられているという事実が、総毛立つほど恐おそろしかった。

「自分の意思で……ナタを捕らえた……？」

「そう。仮にも鬼宝たるもの、ひとつずつそれぞれが思い、それぞれが考え、それぞれが主あるじを選ぶのです。支族や供給可能な氣チイの出力および総量も関係はしますが、つまるところ鬼宝自身が鬼仙を気に入っているかどうかが重要なのです」

　あごから垂れる海水を拭ぬぐい、少シヤ影オインが囁ささやく。

「あの鬼仙兵器が、封ふう印いん状態でも使える鬼宝があるのはまあそういうことでしょうね？」

「……あ」

　小さく、脳のう裏りに記き憶おくが明めい滅めつした。

　前に、ナタが言っていたことを思い出したのだ。




　──『エイジャに操あやつられていたときとは違ちがって、〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉がない以上、私の力は著いちじるしく制限される。かろうじて使える鬼宝は、私に好意的な三つぐらいだ』




　好意的、とナタは表現した。

　あのときは意味が分からなかったが、きっとそのままだったのだ。自分のことを好ましく思ってくれているというそういう意味で、封印状態のナタはいくつかの鬼宝を使いこなしていたのだ。

　そうして、自分を助けてくれていたのだ。

　少シヤ影オインも、気け怠だるそうにモニターを見やる。

「しかもこれほどの規模となれば、おそらく始祖鬼宝。天に達した仙せん人にんがつくりあげた、はじまりの鬼宝です。経てきた年月を考えれば、自じ我がや意識があって当然。下げ卑びた糞人間とも鬼仙とも、いささか性質の異なる自我でしょうがね」

　人間に差別的な表現を使うことは忘れず、鬼仙は唇くちびるを歪ゆがめた。

「始祖鬼宝って、ウーが使ってた如によ意い棒ぼうや筋きん斗と雲うんみたいな……」

　前回の事件で、圧あつ倒とう的な力を誇ほこったウーの鬼宝を思い出す。

　確かに、ほかとは威い力りよくが違いすぎた。解放状態のナタと比べてさえも、絶対的と言ってもよいほどの隔かく絶ぜつした権能ちから。

　とりわけ、〈神の杖つえ〉さえも砕くだいた如意棒の最大顕けん現げんは、いまだ戦せん慄りつとともに馳郎の胸に刻まれている。あれと比することができるのは、せいぜい対隼人のときにナタが使った──同じ始祖鬼宝ぐらいだろう。

　現代科学の粋すいにさえ対たい抗こうしうる、鬼仙の極きわみ。

「一応、分かってはいるようですね」

　その顔色を眺ながめて、少シヤ影オインはつまらなげに片目を閉じた。

「始祖鬼宝はすべての鬼宝の『親』です。なにしろ、ほかの鬼宝は始祖鬼宝が悠ゆう久きゆうの時で練り上げてきた氣チイを分割して、専門の鬼仙が取り出し、新たな細工を加えて物質化することでつくりだすんですから」

「分割？」

「ええ。いつも愚ぐ鈍どんで胡う乱ろんなあなただって、挿さし木ぐらいは知ってるでしょう？　似たようなものですよ」

　少シヤ影オインの言葉に、馳郎が難しい顔になる。

「えと……桜とかみたいな」

「ああ、この国のソメイヨシノはそうでしたね」

　くっ、と少シヤ影オインが淡あわく笑う。

　日本で最も多く植わっている桜の品種──ソメイヨシノは、親となる樹木の枝をほかの苗なえ床どこに挿すことで数を増やしている。

　ある意味で、原始的なクローン技術ともいえるだろう。

　鬼宝をつくるのも同じようなやり方だと、少シヤ影オインは言っているのだ。

「まあ、始祖鬼宝の子供の子供、という例もありますけどね。糞お嬢じよう様さまの彗すい星せい錘すいも始し祖そ鬼き宝ほう・如意棒の八番目の娘むすめになりますよ」

　言いつつ、かすかに機き嫌げん悪そうに、少シヤ影オインが眉み間けんへ皺しわを寄せた。

　ウーとの戦いを思い出したのかもしれない。

（……そっか）

　同時に馳郎には、蓮リヤ花ンフアが彗星錘に気に入られているというのが、なんとなく理解できた。あれほどの超ちよう重じゆう武器を使いこなせる者は、いかに鬼仙といえどそう多くはないだろう。

　うまく使ってくれる相手というのは、道具にとっても喜びのはずだ。

　道具の方も、手放したくなくなるぐらいに。

「だったら……なおさら」

　のろのろと、馳郎が壁かべに手をついて立ち上がる。

　ナタが気に入られたという言葉がいかに危険か、身にしみた。

　モニターを見上げて、口を開く。

「……あれは……何の鬼宝か分かるか……」

　すると、少シヤ影オインではなく、機械音声が答えたのだ。

『鬼仙・太乙タイイーから、その件について情報が得られました』

「太乙タイイーから？」

　思いがけない名前だったので、馳郎が訊きき返す。

『はい』

　肯こう定ていして、今も潜せん水すい艦かん〈ルサルカ〉を操縦しながら、機械音声は告げたのだ。

『あの巨きよ人じんは、始祖鬼宝・盤古幡によるものだそうです』




　　　　３




　盤古。

　それは、大陸の神話における創造の巨人だ。

　天地ができる以前から彼は存在し、その死によってすべては生まれたという。その眼球は太陽と月となり、その吐と息いきは風となり、頭と身体からだは後に仙人たちの聖域となる五ご岳がくとなったのだと。

　世界各地に散見される、巨人による創造神話のひとつだが、この場合まったく違う意味を持っていた。

「──盤古幡は、その巨人の力を秘ひめた始祖鬼宝です」

　太乙タイイー真シエ人ンレンが、蓮リヤ花ンフアと北斗、漆しつ黒こくのバンを前にそう説明したからだ。

　先の岩場から砂すな浜はまへと移動し、もはや頭部分を形成しつつある巨人に、目を細めた。

「始祖鬼宝の中でもとりわけ古く、秘ひ匿とくされてきた品だけに、詳くわしい性質は僕でさえ知らされてないんですけどね。いやはやどういう経けい緯いで、こんな辺境の海までたどりついたのやら」

「……どうして、急にそんなことを説明する気になったの」

　蓮リヤ花ンフアが問う。

　けして、少女は警けい戒かいを解いてはいなかった。

　どれだけ軽けい薄はくそうに見えたとしても、目の前にいるのは鬼仙においてすら特筆すべき長ちよう寿じゆと精神性で恐れられてきた相手だ。前回の事件だって、この鬼仙の気ままがなければそもそも発生しなかっただろう。

「…………」

　一いつ瞬しゆん黙だまってから、太乙タイイーは口を開いた。

「……僕にも、理由ができましたから」

「理由？」

「今回ばかりは、全面的に協力してさしあげます。ええ、いくら始祖鬼宝の暴走であろうとも、鎮しずめてみせますよ」

　太乙タイイーが、軽く鼻を鳴らす。

　その反応が理解しがたく、北斗と蓮リヤ花ンフアは疑わしげに見つめていたが、まったくかまわずにバンの方へと歩み寄る。

　そして、

「……役立たず、だって……」

　蓮リヤ花ンフアにさえ聞こえないほど静かに、その声は地を這はったのだ。

「僕の創つくった兵器が……最高傑けつ作さくが、噂うわさほどじゃないだって……」

　蛇へびのように。

　呪じゆ詛そのように、太乙タイイーは吐はき出していた。

　いつものらりくらりとして、本心を露あらわにすることなどなかった鬼仙とは考えられぬ、烈れつ火かのごとき執しゆう念ねんが滲にじんでいた。

「……なら、見せてやる。見せてやるとも。青朽葉の三つ角づの」

　す、と深しん衣いの袖そでに手を忍しのび入れる。

　その内側の感かん触しよくを確かめてから、こんこん、とバンのドアをノックした。

「あなた、あの白翁へ言葉を届けてるんですよね？」

『もちろんそうですが』

　機械音声も、どこかしら困こん惑わくしているようだった。

　対して、太乙タイイーは深衣の胸むな元もとへ手を置き、こう尋たずねたのである。

「では、問いましょう。──どうですか白翁様。僕の助力を受け入れる度量が、あなたにあるや否いなや？」
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　──同じ頃ころ。

　少女は、巨人の内側にいた。

　十じゆう字じ架かのように拘こう束そくされたまま、がらんどうの空間に吊つり下がっている。

　トレードマークの白い帽ぼう子しもワンピースも濡ぬれそぼち、頰ほおとつま先から雫しずくを垂らしていた。少シヤ影オインのように流水に対する脆ぜい弱じやく性はなくても、その横顔はあまりにも白く、儚はかなく見えた。




【モット……戦ウカラ……】

【モット……倒スカラ……】




　声念が、聞こえた。

　内容に反して、母を捜さがす幼子のような、ひどく心細げな声であった。

（……そうか……）

　ナタは、思う。

　ぼんやりと、状じよう況きようは理解していた。

（キミは……仲間を探していたんだな……）

　なんとなく、分かる。

　あるいは、戦友といってもいい。

　この鬼宝の意識は大戦の最中で止まっている。それが突とつ然ぜん封ふう印いんを解かれたことで、何もかもを見失い、狂きよう乱らんしているのだ。

　おそらく、もともと剝はがれかかっていた封印に、自分や少シヤ影オインといった鬼仙が近づいたことが原因だ。ひさしぶりに感知した仲間の氣チイに、鬼宝は激げき烈れつな反応を示した。

　きっと、今の自分だって、これで保護しているつもりなのだろう。

（それは……私が……）

　鬼仙兵器だから。

　暴走したこの鬼宝と、よく似たモノであるから。

　鬼仙もどきなどと罵ば倒とうされることもあるが、それはほかよりも鬼宝に対する親和性が高いことにほかならない。この鬼宝の気持ちが分かるのも、そうした出自の賜たま物ものである。

（だけど……これでは……）

　何にも、ならない。

　解決どころか、ただ状況を悪化させているだけだ。

　上半身を形成して立ち上がろうとしている巨人は、自分の敵を探してただ焦あせっていた。




【ドコ……？】

【敵……ドコ……？　ボク……マダ戦エルノニ……ミンナボクヲ置イテイッタノ……】

【戦ッタラ……戦エルノ見セタラ……戻ッテクレルノ……？】




　ひどく危険で、子供じみた焦しよう燥そうが伝わってくる。

　もっとも、焦っているのは鬼宝だけではない。

（馳郎は……無事か……？）

　ナタも、同じだ。

　離はなればなれになったあの瞬しゆん間かんが、少女をひどく狼狽うろたえさせていた。

　自分の手と仕掛マニピけ腕ユレータを伸のばして──それでも届かなくて、泣きそうに歪ゆがんだ少年の顔が、胸に突つき刺ささっていたのだ。

　名前通り、どこかしら犬に似たあの少年の泣き顔を、ナタは見たくなかった。

（この拘束を……）

　手足をつないだ触しよく手しゆをどうにかできないかと、身をよじる。

　だが、力が抜ぬけていく。

　この鬼宝が、鬼仙のように直接氣チイを吸収しているのだ。強い自我を持つ鬼宝には、自ら氣チイを簒さん奪だつしうる例もある。おそらく無我夢中に巨人の身体を形成した結果として、周囲のすべてから無差別に氣チイを吸い上げているのだろう。

（馳郎……！）

　少年を、思う。

　空くう虚きよに轟とどろく念に、なおさら孤こ独どくを募つのらせながら、少女は闇やみであがく。

　そして、巨人はひとり叫さけぶ。




【帰ッテキテ……！】

【ボク……チャント戦ウカラ……！】

【チャント……今度コソ……仲間ヲ守ッテミセルカラ……！】
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『──どうですか白翁様。僕の助力を受け入れる度量が、あなたにあるや否や？』




　通信機越ごしに届いた太乙タイイーの声に、馳郎は眉まゆをひそめた。

「……盤古幡って、言ったな」

　その響ひびきは、鬼仙について詳しくない少年にとっても、圧あつ迫ぱく感かんを与あたえるに足りた。

　創造の巨人。その名を持つ始祖鬼宝。

　よもや先代白翁が残した地図が、その封印にまつわるものであろうとは。

　もとより単純な宝探しのつもりなどなく、今回も迂う闊かつに手て鞠まりたちが触ふれてしまう前にこちらで処理しようというだけの行こう為いだったが──そんな軽々しい気持ちは、欠片かけらも残さず消え失うせた。

『ええ、そうです。始祖鬼宝の中でも名高い逸いつ品ぴんですとも。僕だってこの目で見るのは初めてです。ですが、僕と僕の最高傑作なら、それでも打破できます』

「お前が、打破できる？」

『ええ。そのために、ナタをあの巨きよ人じんの内側から脱だつ出しゆつさせてください』

　太乙タイイーの声こわ音ねは熱っぽく、ひどく真しん摯しであった。

　このふざけた鬼仙から発せられているとは思えないほどの気き迫はくが、潜せん水すい艦かんの内部の少年にも感じられた。

『そうすれば、たとえ盤古幡であろうとも撃げき破はしてみせます。絶対に』

「信用できるか」

　馳郎が切って捨てる。

　実際、この判断は当然だ。前の事件でも太乙タイイー真シエ人ンレンはある意味での黒幕としてこちらを惑まどわしていたわけだから、無条件に信用する方がおかしい。

　だけど、

「信用はできないけど、手は貸してもらう」

　と、少年は続けた。

　巨人が立ち上がろうとしているモニターを見上げ、少年は息を吸う。

「ナタは俺が守るって、最初にそう契けい約やくしたんだ」

　胸に刻んだ契約を、口にしたのである。

　初めてナタと出会ったときのこと。




　──『俺、ボディガードなんだよ。多分、ほかのどこより格安だと思うぞ』




　少年にとっての最優先事じ項こう。ほかの誰だれにも揺ゆるがせない、黄金の掟おきて。

　すると、意外なところから、新たな申し出があったのだ。

『だったら、こっちも手を貸しましょうか？』

「蓮リヤ花ンフア？」

『もともと、鬼仙兵器と太乙タイイーはあたしらが監かん視しすることになってるんだしね。これ以上面めん倒どうなことになっても困るし、だったら今の内に協力しておいた方がマシでしょ？　北斗もいいわよね？』

『……あ、うん。僕はもちろん。さっきリコとスマートフォンで連れん絡らくとれたところだし』

　北斗の声も交じる。

　モニターの端はしに、巨人とは別に、砂すな浜はまで隣となり合ったふたりが映り込んだ。

「い、いいのか？」

　対して、意外な提案に馳郎の方が面めん食くらった。

　実際、隣となりでそれを聞いていた少シヤ影オインの方が慌あわてて立ち上がったのである。

「しかし、糞クソお嬢じよう様さま」

『いいから！　あんたも手伝いなさい！』

「は？　わ、私もですか！」

『そうよ。文句ある!?』

　抗こう議ぎしようとした少シヤ影オインを封ふうじ込め、蓮リヤ花ンフアが傲ごう然ぜんと胸を張った。

　その様子に馳郎は視線を右往左往させていたが、

「……本当に、いいのか？」

　と、もう一度訊きいた。

『だからいいって言ってるでしょ！　遠えん慮りよするんだったら、後でちょっとお願いを聞いてもらうわよ。白翁じゃなくてあんた個人だったら、別に困らないでしょ』

「俺が、か？　白翁としてじゃなくて？」

『そうよ。たとえば、中ちゆう華か街がいに帰ってからまた食事に付き合──』

　口にしかけて、蓮リヤ花ンフアの言こと葉ば尻じりがすぼんだ。

「何？」

　馳郎がきょとんと首を傾かしげる。

　モニターに映った蓮リヤ花ンフアは、ぶんぶんとかぶりを振ふったのだ。

『……あ、後で考えるわよ後で！　だから覚かく悟ごしておきなさいよね！』

　バンのカメラにぐいと顔を近づけて、ぶっきらぼうに言い放つ。

「……ああ、覚悟しとく」

　深く、少年はうなずいた。

　結果としてますます蓮リヤ花ンフアを赤面させることになるのだが──戌いぬ見み馳郎は心底からこう伝えたのである。

「ありがとう蓮リヤ花ンフア。本当に、すごく嬉うれしい」







　第五章　海神の遺産
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「ああもう！　リコが寝ねてる間に、なんでお兄ちゃんこんなことになってるの！」

　ポニーテールをがしがしかきむしって、少女はいくつものモニターを見つめていた。

　洋館の部屋に、ごちゃごちゃと大量の映像が乱らん舞ぶしている。

　その要かなめとなるモニターは、リコがこっそり持ち込んでいた電子ペーパーだ。

　およそコピー用紙ほどの大きさと薄うすさのそれを、ぺたぺたと壁かべやベッドのあちこちに貼はりつけ、〈ヘリオス〉がばらまいてきた定点カメラの映像や、〈カエアン〉が送ってくる馳郎の健康状態および各種データを次々と表示させていたのである。

　今や洋館の一室は、堅けん牢ろうなセキュリティルームと化している。

（……ホントは、みんなでゲーム大会でもしようと思って持ち込んだのに……！）

　きゅっ、とリコは唇くちびるを引き結ぶ。

　多人数で遊べるパーティゲーム、リズムゲームから格ゲー、やりこみ用のパズルゲーにシューティングゲーム、人生の代名詞ともいえる美少女ゲームなど大量に用意していたのが、まさかこんな用よう途とになるとは考えもしなかった。

（くうちゃんと蓮リヤ花ンフアちゃんも、一気にアニメ全話鑑かん賞しようで洗脳する手はずだったのに！）

　もとより、あの親友を寝かせるつもりなどなかったのだ。

　いままで、どうにも自分の趣しゆ味みをきちんと明かせなかったが、合宿の解放感と高テンションならいけると踏ふんでいたのに、台無し極きわまりない。

　そんな嘆なげきと同時に、少女の頭の片かた隅すみでは、現状を冷静に分ぶん析せきしてもいた。

（端たん末まつ以外に使えるのは、〈ヘリオス〉ぐらいよね……）

　処理能力的には、ほとんどの機器は通つう信しん網もうを介かいして使えるため、合宿中であることは問題にならない。

　しかし、場所が黄こう坂さか市でないことは大きかった。

　少年が膨ぼう大だいな資産を駆く使しして設置した都市武装も、ここではほぼ使えない。せいぜい〈ヘリオス〉に常時積せき載さいしている一部機器ぐらいだろう。

「さすがに〈神の杖つえ〉を海に落っことしたら、洒落しやれにならないものね……」

　衛星軌き道どうにある最終武装を思って、リコが苦く笑しようした。

　さすがに、あれを海にぶちこんでは被ひ害がいを抑おさえるどころではない。前回は市民の避ひ難なんが終わり、かつウーという大敵がいて、おそらく〈神の杖〉をも受け止めるだろうという予測の上でもあったわけで、同じ戦術は取れなかった。

「……だいたい、ナタさんが中にいるんだもんね」

　そっと、静電式タッチパネルに指を載のせる。

　リコの体質に最適化されたインターフェイスである。大量に貼った電子ペーパーを通じて、カメラや〈ヘリオス〉を操あやつるため、すでにこの部屋用の調整を終えていた。

　太乙タイイーの言うことが確かなら、あの巨人はもう少しで完成する。

　そのくせ、別べつ荘そうの洋館はひどく静かだ。

〈ヘリオス〉がカメラと一いつ緒しよにばらまいた音波相そう殺さい装置が、功を奏しているのだ。おそらく実際の戦せん闘とうになっても、しばらくの間は保もつだろう。

　──できれば、静かなまま合宿を楽しみたかった。

「お兄ちゃん」

　と、少女は電子ペーパーに呼びかける。

「リコは、ここにいるよ」

　一いつ拍ぱくおいて、さらに言った。

「絶対に、ナタさんもお兄ちゃんもいて、みんなで合宿続けるんだから」
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　もはや、巨きよ人じんはその上半身を形成し終わっていた。

　ひどく大ざっぱに土つち塊くれでつくられた顔は、目も鼻も単なる空くう洞どうと盛り上げモールドの集合体だ。彫ちよう刻こく家ならずとも、そこらの小学生でももっとマシな顔を砂場でつくってみせるだろう。

　しかし、それでいて見る者の胸を締しめつけるような、不思議な色合いを巨人の表情は帯びていた。

　まるで、泣いているような。

　まるで、叫さけんでいるような。

　巨きよ大だいであるだけに、それはより悲ひ愴そうな色合いを帯びていた。

　──そして。

　その背面から、燕つばめに似た影かげが接近していた。

　海面をかすめるように、ふたりの影が飛んでいたのだ。

　北ほく斗とと、蓮リヤ花ンフアだった。半はん透とう明めいの双そう角かくを額ひたいから生やし、風を操った北斗が、ふたりの身体からだを飛ひ翔しようさせているのである。

「……くす」

　と、北斗が笑った。

　見とがめた蓮リヤ花ンフアが、唇をとがらせる。

「何よ北斗」

「いや、前の事件でも少しだけすれちがったけど……ナタさん以外の普ふ通つうの鬼き仙せんと、こんな風に一緒に何かするなんて、思ってもみなかったものだから」

　そうだろう。

　本来、〈おに〉と鬼仙は相争ってきたはずの存在だ。ナタのように人格を否定されてきた鬼仙兵器ならともかく、蓮リヤ花ンフアみたいな通常の鬼仙と手をとってひとつの目的を目め指ざすなど、ちょっと正気の沙さ汰たとは思えない。

　もっとも、蓮リヤ花ンフアの側はあっさり切り捨てた。

「そんなの、あたしが生まれるより前の話じゃない」

「……うん、そうだね。きっとそうなんだと思う」

　北斗もうなずく。

「人間よりずっと長ちよう寿じゆなはずの鬼仙が、ずっと過去に縛しばられてないなんて、なんだか不思議な気がするけどね」

　それとも、蓮リヤ花ンフアだけのことだろうか。

　この、最も若いという鬼仙ゆえの特質だろうか。

　いいや。

　やっぱり、それだけとは思えない。この街に来たばかりの時の話を聞くだに、蓮リヤ花ンフアとて旧来の掟おきてに従ってナタたちを追ってきたはずなのだ。

（……だったら）

　変わったのだろう。

　それも、馳はせ郎ろうの『力』なのかもしれない。

　あの無む鉄てつ砲ぽうで無む茶ちや苦茶な少年の、型破りゆえの『力』。

　新しい王の、在あり方。

（青あお朽くち葉ばは……それを知りたい？）

　ふと、思った。

　試験だよ、と言った青朽葉晃こうの顔が脳のう裏りをかすめたのだ。北斗も数回しか会ったことのない相手だが、一ひと筋すじ縄なわでいかないという印象は持っていた。兄も含ふくめて三つ角づのという希少種は、どこか『人』という箍たがが外れてるのかもしれなかった。

「……ふん」

　軽く、唇を嚙かむ。

「だったら……今の内に、青朽葉なんかより僕の方が役立つってところを見せておかないとね。空うつほのためにも」

「何？」

「こっちのことだよ」

　北斗が、軽く苦笑を滲にじませる。

　その、瞬しゆん間かんだった。

　気配を、北斗は感じた。

　ほとんど反射的に、急きゆう上じよう昇しようする。

　刹せつ那な、ごお、と上半身だけの巨人が腕うでを振ふり落としたのだ。

　一メートル以上離はなれていたのに、その風圧だけで大きく姿勢が崩くずれた。風を自在に操る空うつほの変へん生じよう属性を突つき崩すほどの、凄すさまじい威い力りよく。何の技術もなくとも、圧あつ倒とう的な質量と速度があれば、それだけで絶対的な脅きよう威いとなりえる。

「ああっ！」

　揺ゆらいだ姿勢を、必死に立て直そうとする。

　そんな男装の少女へと、巨人がバックハンドブロー気味に振りかぶり、第二撃げきは拳こぶしのカタチをした破は城じよう槌ついとなって雪崩なだれ落ちた。

　その拳が、突とつ如じよ砕くだけたのだ。

　一いつ瞬しゆんよろめいて、巨人は自らの腰こしのあたりへ視線を落とした。

　新しん島とうの一部。そこから飛来した、大の男の上半身ほどもある鉄球が、自分の拳を打ち崩したのだと、はたして巨人は理解したかどうか。

「さあ」

　と、蓮リヤ花ンフアは舌なめずりした。

　北斗が急上昇したとき、同じく操られた風によって、蓮リヤ花ンフアは先んじて島へ着地したのであった。

　回転して手元に戻もどった鉄球を受け止め、少女は笑う。

　彗すい星せい錘すい。

　瞳ひとみを火か眼がん金きん睛せいに輝かがやかせ、なんとも愉たのしそうに巨人へと吼ほえ猛たけった。

「まずはあたしと力比べしてみる？　始し祖そ鬼き宝ほう・盤ばん古こ幡はん」
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　潜せん水すい艦かん〈ルサルカ〉は、巨人からやや離れた沖おき合あいに浮ふ上じようしていた。




　その甲かん板ぱんに、馳郎と少シヤ影オインは立っていた。

「……いや、この目で見ると、ホント馬ば鹿かみたいにでかいな」

　コンタクトレンズで光量調整された巨人の姿に、馳郎が大きく嘆たん息そくした。

　あれぐらい巨大だと、正直感想に困る。半はん端ぱな形容詞をただ巨大であるという事実が押しつぶしてしまうからだ。

　あるいは、海や山に抱いだく心情と似ているかもしれない。

「どうするつもりです？　あれだけのデカブツを、糞クソ人間がろくな糞装備もなしになんとかできるんで？」

　水を向けた少シヤ影オインに、馳郎は頰ほおの火傷やけど跡あとを搔かいた。

「まあ、やれるだけやってみるさ。そっちも、できる範はん囲いで手伝ってくれよ」

「あなたが、いつも通りの底意地の悪い糞クソ脳のう味み噌そで、なんとかできそうなら」

「頑がん張ばってみるよ」

　苦笑した。

　そして、呟つぶやいた。

「──〈モード：オケアノス〉」

　音声認にん識しきで、潜水艦のポッドからトラベルバッグ大の物体が射出される。

　全身で受け止めるようにして両手を掲かかげた馳郎が、エアバッグのごとき緩かん衝しよう材ざいにくるまれ、すぐにその内側から流線型の装そう甲こうと鋼鉄の装備に覆おおわれた新たな姿を現した。

『水中戦闘用追加モジュール〈オケアノス〉』

　機械音声が、その名を告げた。

　高速戦闘用モジュール〈スカアハ〉や電子戦闘用モジュール〈ケイローン〉に続く、三つ目の追加モジュール。ギリシャ神話の海神の名を冠かんする、新たな強パワ化ード・外エグゾ骨スケル格トンであった。

「は。相変わらず糞用意だけはいいことで」

「もともと、三つの追加モジュールでこいつが一番完成に近かったからさ。──じゃあ、行ってくる」

　躊ちゆう躇ちよなく海に飛び込むと、肩かた部分の装甲がスライドして、内側の機構を露ろ出しゆつさせた。

　そこから噴ふき出た泡あわが、馳郎の全身を包み込む。

　スーパーキャビテーションなどと呼ばれる、水の抵てい抗こうを減少させるための仕組みである。ほとんど海中を滑るようにして、馳郎の身体は勢いよく進んでいった。

（……うん。いける）

　思いのほか、身体の負担も大きくなかった。

　もちろん急制動などをかければ別だろうが、普通に行動する分には支障ない。追加モジュールで共通問題である廃はい熱ねつも、海水自体の温度で冷れい却きやくされる。追加モジュールの中では最も安定度が高いのが、この〈モード：オケアノス〉の特とく徴ちようであった。




　──『まず、地上で北斗と蓮リヤ花ンフアが巨人の注意を惹ひく』

　──『その間にリコと太乙タイイーが巨人の細かい分ぶん析せき。俺が水中から接近してナタを確保する。少シヤ影オインは可能ならサポートを頼たのむ』




　それが、馳郎の立てた作戦だ。

　北斗と蓮リヤ花ンフアがうまくやってくれているのは、〈カエアン〉からの通信で伝わっている。後は自分がナタを解放できればいい。作戦というのも口くち幅はばったい、適当極きわまる役割分担ではあったが、少年は強く拳を握にぎった。

　みるみる内に、再び島が近づいてくる。

『海面下十メートルの地形はまだそのままです。しかし、どれぐらいの時間保持されるかは予想がつきません』

　アクティブソナーの結果を、機械音声が通達する。

　その結果も、馳郎の眼球に３Ｄのワイヤーフレームとなって映し出される。もとより夜で海中だ。光源をつくっては巨きよ人じんに勘かんづかれる恐おそれもある以上、音波による探たん索さくに限定するのがベターだった。

　幸い、自分と少シヤ影オインが吐はき出されたあの鍾しよう乳にゆう洞どうも、海水に浸ひたされてはいるもののそのままらしかった。

（……よし、ここからいける）

　目星をつけて、馳郎がなおさら勢いをつけて鍾乳洞へと潜もぐり込んでいく。

　そのとき、

『お兄ちゃん』

　と、声が聞こえた。

「リコ」

『こっちも準備できたよ。巨人は蓮リヤ花ンフアさんとくうちゃんがかく乱してくれてる。お兄ちゃんは大だい丈じよう夫ぶ？』

「……ああ。例の鍾乳洞から潜せん行こうするところ」

　潜せん水すい行動に集中しているため、うなずかず返事だけで肯こう定ていする。こちらのセリフは口の中の動きから、〈カエアン〉が補整してくれていた。

　海中の入り口から、身をよじるようにして潜っていく。

　予想通り、内側も完全に海水で満たされていた。

「ごめんな」

　と、短く謝った。

『なんで？』

「俺がもっとしっかりしてたら──ナタに庇かばわれないですむぐらいだったら、そもそもあいつが捕つかまったりしなかった。もっと簡単に決着がついてたはずだ。千円ボディガードなんて言って、このていたらくだよ」

　本当に、苦く笑しようしか出ない。

　諦あきらめたわけではないが、つくづく自分が情けなくなる。自分の夢に自分の背せ丈たけがちゃんと届く日は、一体いつなのだろう。

　すると、リコは別の話題を切り出した。

『〈カエアン〉を、思考制せい御ぎよでフル操作しようとした？』

「ログ見たのか？」

　恥はずかしそうに、馳郎が訊きく。

『ちょっとだけね。──ううん、お兄ちゃんの脳は十分凄すごいんだけどな』

「脳？」

『そ。〈カエアン〉とのやりとりって、お兄ちゃん、音声認識を使わないことも多いでしょ。それでもう八年来〈カエアン〉を使い続けてるから、脳と神経にバイパスができあがってるんだよ』

　脳と神経のバイパス。

　ピアノに慣れた音楽家が、何も意識しなくても正しく鍵けん盤ばんを操あやつれるような話。

「……だけど、それでいえばジンはもっと凄いんじゃないか？」

『あれはもうちょっと別かな。やりとりしてるわけじゃなくてフル操作の乗っ取りだし。ええと、こう、うまく言えないんだけど』

　一いつ拍ぱくおいて、少女の声はもどかしげに響ひびいた。

『お兄ちゃんは、もっと自信持っていいと思う』

「……そろそろ、通信切れるぞ」

　それだけ、返した。

　ふっ、と義妹いもうとの声が届かなくなった。

「…………」

　不意に訪おとずれた静せい寂じやくを嚙かみしめるように、馳郎は再び海中行動に集中する。

　泳ぐというよりも、飛ぶ感覚に近かった。

　鍾乳洞のより奥へと入っていく。

　ほとんど一筋の矢のごとく、漆しつ黒こくの水中を飛ひ翔しようした。あちこちで行き詰づまり、狭きよう隘あいに曲がりくねった鍾乳洞を、少年は迷いなく進んでいった。

　その、最中であった。

「っ！」

　思わず、耳のあたりを押さえた。

　凄すさまじい轟ごう音おんが、少年の鼓こ膜まくに伝わったのだ。水は空気中よりも早く音を伝える。おそらく、巨人と蓮リヤ花ンフアたちとの争いがその激しさを増したのだろう。

（どんな戦い方してるんだ──！）

　少し想像できそうなのが、逆に恐ろしかった。

　北斗はともかく、あの蓮リヤ花ンフアは愉しそうに戦っているところしか想像できない。こちらの身体中を震ふるわせる途と轍てつもない振しん動どうは、あの少女が生きつ粋すいの鬼仙──絶無の剛ごう力りきを旨むねとする怪かい物ぶつそのものなのだと、今も証明し続けている。

「は、はは……！」

　それが、少し愉ゆ快かいだった。

　まるで虎とらみたいだと思いながら、そんな少女を好ましくも思えたから。

　恐きよう怖ふと好感は両立するんだな、と感じていた。思えば、初めて出会った頃ころはひたすらナタを追ってくる生粋の吸きゆう血けつ鬼きとばかり思っていた。その印象は最初に共きよう闘とうしたときもあまり変わらず、背中を預けるにはいささか頼もしすぎると怯おびえていたものだ。

　いつぐらいから、そうなったんだろう。

　隣となりにいることで安心して、猛もう烈れつな暴れぶりで逆に微び笑しようしてしまうような、そんな相手になっていたんだろう。

（……どうして、だろ）

　多分、もとは人間でありながら鬼仙兵器にされたナタ以上に、蓮リヤ花ンフアと自分とは隔へだたりがあると思う。

　それでいて、彼女の力強い朗ほがらかさは、馳郎にとって救いだった。

「……だよな」

　笑ったことで、少しだけ緊きん張ちようがとれた。

　ほんのわずか余よ裕ゆうをもって、鍾乳洞の隙すき間まをかいくぐっていく。

　しかし、

『マスター、鍾乳洞に変化が生じてます』

　機械音声の警告に、少年が送られてくるワイヤーフレームの情報を再認識した。

（鍾乳洞が……縮んでる!?）

　この部位も、巨人の身体からだの材料として変へん換かんされているのか。

　もうすぐあの奇き怪かいな心臓と邂かい逅こうした地点なのだが、馳郎はその距きよ離りと鍾乳洞の変化の速度を計算して、顔を青ざめさせた。

（──間に合わない！）

　無む理り矢や理り、速度をあげる。

　しかし、限界はある。

　泡を纏まとって摩ま擦さつ抗こう力りよくを減じたところで、またジェット水流の出力をあげたところで、肝かん心じんの鍾乳洞が障害物となっている以上、それを避さけ続けなければ速度は上がらない。

　数秒ごとどころか、コンマ秒ごとに試験問題を突つきつけられるようなものだ。

（……く）

　頭が、ひりひりしだすのを覚えた。

〈カエアン〉の分析は完かん璧ぺきだが、こと予測能力に関しては訓練を受けた人間よりも劣おとる。言語化できない直感や第六感といった範はん囲いでは、いまだ科学の粋すいを人間の原始的な能力が上回るということでもある。

　だからこそ、ジンの思考制御は通常の限界を超こえた。

　殺さつ戮りくに愉ゆ悦えつして、獣けものの本能そのものがカタチを取ったかのような若者は、機械が計測するその先へ軽々と跳とんでいった。

　その姿を、少年は思い出す。

（俺は──）

　馳郎は、思考する。

　徐じよ々じよに増していく水圧。

　ぎしぎしと、不快な音をたてる〈モード：オケアノス〉を意識しながら、世界がスローモーションに変化していくほど集中する。

（俺なら──）

　徐々に、〈モード：オケアノス〉の動きが鋭するどさを増していく。

　未来を予知するかのように、鍾乳洞の細い細い隙間に、自分という針を通していく。

　どんどん、鍾乳洞が閉へい鎖さしていく。昔遊んだゲームのラストシーンに似ていた。崩ほう壊かいしていく洞どう窟くつを飛ぶ、頼たよりないプロペラ機。ひとつでも動きを間ま違ちがえれば、いいや間違えなくても少し運が悪かっただけで、自分の身体など簡単に押し潰つぶされる。

　想像した。

〈モード：オケアノス〉の装そう甲こうが破られ、自分の肌はだから肉へ食い込む場面。あっさりと骨が砕くだけ、内臓に刺ささる痛みを錯さつ覚かくする。

　激流に身を委ゆだねながら、少年はかすかな光を見た。

　本当に光かは分からない。

　だが、そこにナタがいると確信した。

（届け──）

　思った。

　祈いのった。

（届け──）

　無我夢中で、突き進む。

　ただひたすら、自分の意識で手を伸のばした。




「届け──っ！」




　叫さけびは、少年自らの身体を貫つらぬいた。




　　　　２




「……ああ、もう」

　蓮リヤ花ンフアが、小さく毒づいた。

　その身体は新島だけでなく、砕けた島や巨きよ人じんの残ざん骸がいを、まるでサーカスのごとく身軽に跳はね回っている。実のところ軽けい身しん功こうの類たぐいはさほど得意ではないのだが、それでも巨人の拳こぶしから逃にげ回り、北斗の援えん護ごを受けつつ立ち位置を確保する程度のことはできた。

　すでに十数回、彗すい星せい錘すいは上半身だけの巨人を殴なぐりつけている。

　鬼き宝ほうによる一いち撃げきは、実体だけでなく相手の氣チイ自体を打だ撃げきするものだ。

　だから効きいてないはずはないのだが、巨人はそのたび欠損した身体を新たな土つち塊くれで埋うめ合わせていった。今も大きくこそげた肩かたを、うぞうぞと寄り集まった土塊が再生しようとしている。

「何度も何度もうっとうしい！」

　ぎり、と少女が奥歯を嚙んだ。

　鎖くさりを手に持って、ぶんぶんと彗星錘を回転させる。大量の氣チイを搔かき集め、回転する内に彗星錘はさらに巨きよ大だい化していく。

　火か眼がん金きん睛せいの妖よう瞳どうが、さらに輝かがやきを増した。

「ならこいつで……一気に！」

　そのときだった。

　巨人に、異変が生じた。





「スサの血をもって……ジュウ……リャンファ……ガ……が如によ意い金きん箍こ棒ぼうの……ハチバン目の……娘むすめに……メイず……」






「──え？」

　聞き覚えのある文句に、さしもの蓮リヤ花ンフアが虚きよを衝つかれた。





「コクヨウ……喰くライテ……拉ひしギ……潰つぶセ、スイセイ……錘……」






　ごお……と音がした。

　人間の声とは到とう底てい思えない、あまりにもひびわれた割れ鐘がねのごとき大だい音おん声じよう。

　その現象は、驚おどろくべき結果をつくりあげた。瞬またたく間に巨人を形成していた土塊が一いつ箇か所しよに集積し、その手にも数倍するほどの鉄球を生んだのだ。

「ま……さか」

　蓮リヤ花ンフアの喉のどが、一いつ瞬しゆんで干ひ上あがる。

　見み間ま違ちがえるはずもない。

　そのカタチは──彗星錘であった。

　思わず否定したくなるほどの衝しよう撃げきが、少女を打ちのめした。

「盤古幡こいつ、ほかの鬼宝を模も倣ほうするの!?」

「鬼宝のコピー……！」

　愕がく然ぜんと、空中の北斗も立ちすくんだ。

　刹せつ那な、巨人は鉄球を振りかぶる。ぞん、とそこらのトラックにも匹ひつ敵てきしそうな、巨大な彗星錘が宙を薙ないだ。

「逃げて！」

　到底、受け止めるなど考えられない。

　北斗はただ無意識に風を操あやつった。風に舞まう木の葉のごとく、空気の流れで相手の攻こう撃げきを感知する空うつほの変へん生じよう属性には、大おお振ぶりの攻撃などあたりはしない。

　ぶお、と凄すさまじい風がそれを裏切って、北斗の顔を叩たたいた。

　直径で自分の身長の五倍はあろうかという大鉄球が、先まで自分のいた場所を通り過ぎていったのだ。風圧どころか、その圧あつ倒とう的な迫はく力りよくだけで精神こころを砕かれそうだった。

（……これが、大戦の遺産……!?）

　頰ほおを辿たどる冷や汗あせを感じつつ、北斗は思った。

　自分が生まれるより以前、大陸で繰くり返されてきた鬼仙の戦争、はたまた海を越こえて〈おに〉とも交かわしてきた激戦。

　その戦いを、いまだ続けているモノ。

　自分たちと違う時間を存在し続けたその巨人へ、言いしれない畏い怖ふを、今北斗たちは感じていた。
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　ひどく、世界は緩ゆるやかだった。

　スローモーション。

　脳内処理に、現実が追いつかない。内臓のごとく蠕ぜん動どうする鍾しよう乳にゆう洞どうの中を、たった今閉鎖していく世界の内側を、馳郎の身体がすりぬけていく。

（〈カエアン〉──！）

　思考制せい御ぎよも、フル操作も考えなかった。

　ただ、無我夢中で、水を搔き分ける。自分と〈カエアン〉とで、連続する難題をクリアし続ける。数は分からない。時間も分からない。いくら続こうが目の前にある問題は常にひとつ。そのひとつだけを、いくつもいくつもいくつもいくつも解いていった。

　もはや、考えてはいない。

　すべては、思考以上の自分と〈カエアン〉に託たくす。

　泡あわを纏まといながら、巨人の身体の内側を突きあがっていく。

（────！）

　抜ぬけた。

　そう思った次の瞬しゆん間かん、

「──あっ」

　馳郎は、水上へと跳び上がっていた。

　海上とは言い難がたかった。そこもまだ巨人の内側であり、学校の体育館ほどもありそうな空くう洞どうだったのだ。

（……今の、は？）

　息を荒あらげつつ、さきほどのことを反はん芻すうする。

　自分でも、分からない手て応ごたえだった。どこか夢でも見ているような、ここにいながら、まったく違うどこかにもいたような、ひどく不思議な感覚だけが残っていた。

　しかし、それを考えるよりも、ずっと大事なことが視界に入った。

　直上に、白い帽ぼう子しの少女がいたのだ。

　触しよく手しゆに拘こう束そくされている愛いとしい少女の姿を、確かに認にん識しきしたのだ。

「ナタ！」

　少年が、その名を叫んだ。




　　　　＊




「馳郎──！」

　少女もまた、いち早く少年の到とう来らいを察していた。

　何もできない空洞の中で、必ずその相手が来ることを信じて、ひっそりと神経を研とぎ澄すましていた。

「今行く！」

　少年が、跳とんだ。

　彼の侵しん入にゆうを察知したものか、巨人の内ない壁へきでさらに動きが生じた。ナタを捕とらえたのと同じ触手が、馳郎も束そく縛ばくせんと蠢うごめいたのだ。

　思いの外ほか鋭するどい動きで、外骨格装甲へその触手がへばりつく。

　もとより海中用である〈モード：オケアノス〉に、地上ではそれを避さけられるほどの俊しゆん敏びん性はない。

　しかし、そのときには、もう馳郎は決断を下していた。

　ナタを見つけたのなら、やることはひとつだった。

「〈モード：オケアノス〉解除」

　外骨格が次々に剝はがれ落ち、内側のジャケットを着た少年を露ろ出しゆつさせる。

「どけえっ！」

　装甲から吐はき出された少年の身体からだが、斜ななめに跳んだ。




　──『鬼仙兵器に、外気が触ふれるようにさえしてくれればいい』




　太乙タイイーが残した言葉通り、少年は動いた。

　あの怪あやしげな鬼仙自体は信しん頼らいできなくても、ナタに対するこだわりは信用できると、そう判断したから。

「〈カエアン〉！」

『〈モード：オケアノス〉特とく殊しゆ攻こう性せいプログラム０２──〈トライデント〉』

　最後に残った〈オケアノス〉の背部ポッドが、三基の小型ミサイルを吐き出した。

　触手の間をかいくぐり、ミサイルが一気に内壁へと突つき進む。

　一ひと際きわ大きく、オレンジ色の爆ばく発はつが生じた。

　──数秒遅おくれて。

　風が、どっと押し寄せた。

　小型ミサイルが、巨人の内壁を破は壊かいしたのだ。

[image: ]
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　太乙タイイーは、そのときを待っていた。

　手元には、獅子しを象かたどった印──〈七しち鍵けん勅ちよく書しよ〉がすでに用意されている。

「…………」

　その鬼宝を手に、太乙タイイーは瞑めい目もくしていた。

　多くの鬼宝が自分自身では使えない太乙タイイーだが、〈七鍵勅書〉と〈緊きん箍こ呪じゆ〉のふたつはほとんど氣チイを消しよう耗もうしないタイプであるために、例外に入っている。

　しかし、ナタ自身が盤古幡の体内にいるのでは、さすがに〈七鍵勅書〉の指令も届かなかった。

　だから、待っていた。

　まんじりともせず半身の──もはや脚きやく部ぶさえ完成させつつある巨きよ人じんを見つめ、太乙タイイーはこのときを待っていた。

「──来た」

　数キロの距きよ離りをおいて、その氣チイを感じたのだ。

「さあ、うまくやってくれ。白はく翁おう様」

　おどけて言いつつ、〈七鍵勅書〉を掲かかげる。





「真ま青さおの血をもって、太乙タイイー真シエ人ンレンが太たい極きよく符ふ印いんの四番目の息子むすこに命ず！」






　自らの血脈を掲げ、『親』となる始祖鬼宝の名をもって宣言する。

　それが、鬼宝を制御する理ことわり。





「渾こん沌とん、太たい極きよく、盤ばん古この渦うず。七しち言げんもちて七しち鍵けんと成なす。まつろわせよ、まつろわせよ、其そを律りつ令りようの如ごとく疾とくまつろわせよ、七鍵勅書！」






　　　　＊




　風が吹ふいた。

　巨人の体内にわだかまっていたそれとは違う、氣チイに満ちた外気が少女の頰を撫なでたのである。

　同時、突とつ然ぜん力が湧わいた。

「これは……！」

　その意味は、考えるまでもなかった。

　ナタの本来の『力』。鬼仙兵器として与あたえられた──けして望んだわけではない、絶大なる性能の使用許可。

（太乙タイイーか）

　指令はない。

　ただ、自分のすべてに許可を与えただけ。

　ゆえに、

「すまない……！」

　巨人に謝罪して、ナタはその『力』の一いつ端たんを呼び覚ます。





「……古き七しち支し族ぞくの血を借りて、汝なんじが兵器は、乾けん坤こん日じつ月げつ珠じゆの五番目の息子に乞こい願う」






　異変を察したか、ナタのまわりにも新たな触手が殺さつ到とうした。

　けして逃のがすまいと執しゆう念ねん深く、あるいは子供が必死にすがりつくようにして、先に数倍した触手が少女の姿を埋うめ尽つくす。





「陰いん陽よう、万ばん刃じん、一いつ切さい断たち切れ、乾けん坤こん圏けん」






　そして、その端はしから断ち切られた。

　鬼き宝ほう・乾坤圏。ナタの両目が火か眼がん金きん睛せいに染まり、その前に現れた優美な金属輪が、流れ星のごとく空間を走り、少女の拘束を切り裂さいたのだ。

　自由落下になりかけたところで、ナタは近くの壁へき面めんを蹴けった。

　鬼仙ゆえの怪かい力りきが、少女の身体を自在に飛ばす。

「手を貸せ、馳郎！」

「ああ！」

　少年の返答とともに、少女は新たな氣チイを練り、ナタは口こう訣けつを叫さけんだ。





「──古き七支族の血を借りて、汝の兵器は、蓮れん華げの化け身しんたる我が身に乞い願う」






　解除の呪じゆ言ごん。

　封ふう印いんされたナタのすべてを呼び覚ますための、キーワード。





「風の疾しつ輪りん、火の業ごう輪りん、双ふた輪わならびて蒼そう穹きゆうを走れ。風ふう火か輪りん！」






　ごお、と飛ひ翔しよう鬼宝・風火輪が少女の足の下で回転する。

　それだけではなかった。

　少女の身体は、いくつもの鬼宝で包み上げられた。

　左手には陰いん陽よう剣けんが、右手には火か尖せん槍そうが、腰こしに混こん天てん綾りよう、両手の手首に乾坤圏が還かえってきた。さらに背中には竜りゆうを模した籠かご・九きゆう竜りゆう神しん火か罩とうが吊つり下げられ、少女の姿を一変させていた。

　鬼仙兵器。

　その名を、今こそ少女は体現していた。





「其そは両りよう儀ぎなり四し象しようなり、八はつ卦けを連つらね巡めぐり結むすびて阻はばみたまえ、陰陽剣！」






　双そう剣けんが、少女の身体から放たれる。

　自動的に攻こう撃げき・防ぼう御ぎよを判断し、主あるじの周囲を飛び回る守護宝ほう剣けん。その鋭い刃が、なおも自分と馳郎に追いすがる触手を次々と切り裂き、少女は少年の手を取った。

「馳郎！」

　手に、力を込める。

　脆ぜい弱じやくな人間の身体を壊こわさぬよう、細心の注意を払はらって。

「やっぱり来たな。馬ば鹿か」

「馬鹿とはなんだよ！」

「馬鹿は馬鹿だ！　私のことなど放ほうっておけばいいだろうに！」

「だったらほかの助手連れてこいよ！　今いま更さらお前がいないと、事務所も広すぎて困るだろうが！　あてにしてんだから勝手にいなくなるな！」

「だ、だから、そういうことをしれっと言うな！」

　口くち喧げん嘩かしつつ、即そく座ざに馳郎が振ふり返る。

「ナタ！　斜め右下！」

「ああ！」

　少年の指示を受けて、ナタの意思を仰あおいだ陰陽剣が新たな触手を切り裂く。さらには〈カエアン〉の仕掛マニピけ腕ユレータも、背後や側面をカバーした。

　奇き蹟せきのごとき、コンビネーション。

　少女と少年が手をつなぎ、風火輪で飛び回る様は、まるで戦せん闘とう機の曲芸飛行でも見るかのようだった。

「だいたい、キミこそ勝手なんだ！」

「何がだよ！」

「昼の海でも、私の分の焼きそばを食べたろう！」

「だってお前、辛からいの苦手だろ！　いつも唐とう辛がら子しかかったの避さけてるじゃんか！」

「す、すごく辛かったけどすごく美味おいしかったから、頑がん張ばってたんだ！　まだ半分は残ってたのに！」

「いや半分はない！　せいぜい三割！」

「半分だ！」

「お前も俺のかき氷半分食べたろ！」

「それこそ三割だ！　だいたい、横から太乙タイイーにも食べられた！」

「俺関係ねえ！　つか、そうでなくても財さい布ふ落としたからって七なな門かどにたかられたし！」

「そっちも私には関係ない！」

　言い合う最中さなか、次々に触しよく手しゆが撃げき墜ついされる。

　そのまま、飛翔する少年と少女は外部への破は砕さい孔こうへと急カーブした。

「──ああもう！」

「──とにかく！」

　ふたりの声が、重なり合う。

　ミサイルが開けた傷きず跡あとは、早くも修復されつつあった。その隙すき間まへと突とつ撃げきし、ナタは片手殴なぐりに槍を振るったのだ。





「蒼そう天てん断たち切り烈れつ日じつ灼やき落とせ、火尖槍！」






　猛たけき炎ほのおが渦うず巻まいた。

　その名は、鬼宝・火尖槍。

　豪ごう炎えんを収束させ、何千度という熱と刃で敵を断ち切る鬼仙の武器。その炎えん刃じんが土つち塊くれでできた内ない壁へきをいともたやすく溶よう断だんし、向こう側の景色を露あらわにした。

　星の輝かがやく、夜空を。

「外だ！」

　どちらともなく叫び、ふたりの姿は巨人の外へと脱だつ出しゆつした。
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「やった！」

　蓮リヤ花ンフアが、その光景に思わず喝かつ采さいをあげた。

　巨きよ人じんが大きく上半身をもたげると、ロケットのように勢いよく、馳郎とナタの姿が飛び出したのだ。

　夜空を一直線に、風火輪の炎が灼やく。

　紅あかい流星にも似た、その輝き。

「蓮リヤ花ンフア！　北斗！」

　ナタと手を繫つないだ馳郎が、ふたりを呼んだ。

　しかし、巨人の側も怯ひるんだのもまた一いつ瞬しゆんであった。

　胸に開いた大穴はわずか数秒で修復。もはや下半身もほぼ形成し終わっており、大きく海を踏ふみ出しながら、新たな大だい音おん声じようを発したのだ。





「……古き七シゾクの……チを……借りて……ナンジが……兵器は……乾坤……日月ジュの……五バンメ……の息子むすこに……乞い願う……」






　そのぎこちない口こう訣けつに、ナタが振り返った。

「何？」

「まさか、ナタの鬼宝も!?」

　蓮リヤ花ンフアが、血相を変える。





「陰いん陽よう……バンジン……一切タチキレ……乾坤圏……！」






　巨人の手に、再び土塊が集まり戦チヤ輪クラムが形成されたのだ。

　絶大なサイズの乾坤圏を手に、空を行くナタと馳郎に焦しよう点てんを合わせ、巨人は円えん盤ばん投なげのような体勢でぐるりと背中を見せた。あたかも強ごう弓きゆうを引き絞しぼっているかのごとき体勢で、ぎしぎしと軋きしむ音さえ立ててエネルギーを蓄たくわえる。

　次の瞬しゆん間かん、巨人は解き放った。

　小さなビルほどもあるギロチンのごとく、戦輪の刃がナタたちに襲おそいかかる。





「其は両儀なり四象なり！　八卦を連ね巡り結びて阻みたまえ、陰陽剣！」






　かろうじて陰陽剣のつくりだす力場が、偽にせ乾けん坤こん圏けんを斜ななめに逸そらした。

　それでもすべての衝しよう撃げきを吸収できなかったものか、ナタたちは空中を溺おぼれるように失速する。

　しかも、偽乾坤圏の襲しゆう来らいは、一度にとどまらなかった。

　ぐるり、と逸らされたはずの偽乾坤圏が弧こを描えがいたのだ。

「返ってくる！」

「それも、私の乾坤圏と同じか！」

　呻うめきつつ、ナタは新たに手をかざした。

　手首にはまっていた円輪が、少女の前で鋭するどい刃を剝むき出しにする。





「陰いん陽よう、万ばん刃じん、一いつ切さい断たち切れ、乾坤圏」






　放たれたのは、真実の乾坤圏。

　ナタの乾坤圏と巨人の偽乾坤圏とが空中で相打ち──そのまま、ずるりと切り込んだ。

　ナタの側が！

　ずたずたにされた偽乾坤圏のパーツは、それぞれ夜の海へと落下していった。

　しかし、問題はまだ終わらなかった。

　ナタと馳郎を追って、巨人が踏み出したことで、大きく海面が波打ったのだ。空をゆくナタや北斗はともかく、蓮リヤ花ンフアは安定を崩くずして、新たな土台を蹴けって北斗の風にのっかることとなった。

『お兄ちゃん！』

　リコの声が、少年の鼓こ膜まくを叩たたいた。

『このまま暴れられたら……周囲に津つ波なみが……！』

　それはそうだ。あの巨人ほどの体積が好き放題に暴れれば、騒そう音おん以前に海の方が耐たえられず、どうしようもない荒あら波なみを引き起こす。

　そうなれば近きん隣りんの被ひ害がいは免まぬがれまい。

　いや、津波でなくても、ここで巨人を止められねば……。

　すると、リコの声が聞こえたのか、ナタが口を開いたのだ。

「馳郎。任せてくれるか」

「何か、あるのか」

「うまくいけば、だがな。期待はしてくれていい」

　高度を落とし、少女は腰に巻いていた一連の紅布を手に取った。

「それは？」

「混天綾」

　短く、少女が名を告げた。

「……もう一度、私を手伝ってくれるか……？」

　その鬼き宝ほうは、本来、今のような解放状態でしか使えぬ品だった。なのに、前の事件では、封ふう印いん状態のナタへ自ら呼びかけてくれた鬼宝でもあった。

　思えば、それは少女を気に入ってくれたのだろう。

　変わりつつある、今のナタを受けいれてくれたのだろう。

　きゅっと、その布を握にぎりしめる。

　決意とともに、少女はその布を海面へと投げ下ろす。

　そして、口こう訣けつを叫さけんだ。





「水を括くくり震ふるえを伝えよ。七しち海かいを揺ゆらし天地を縛しばれ！　混天綾！」






　鬼宝・混天綾。

　乾けん元げん山ざん金きん光こう洞どうの伝説にいわく、地表で使えば金こん剛ごう力りきにて敵を縛るが、水中で使えばもうひとつの『力』を発揮する。

　それは水を括る──あらゆる水の振しん動どうを思いのままにする『力』であった。

　巨人の暴走で荒あれ狂くるっていた波が、急に紅あかく光り出し、不自然に波を止めたのだ。あまりにも奇き怪かいな現象に、しばし土つち塊くれの巨人も戸と惑まどうごとく立ち止まり、さらに別の異変に見み舞まわれた。

　どっ、と緑と茶の色が海底から噴ふきあがった。

　海から現れた膨ぼう大だいな量の木の根が、巨人の身体からだを何重にも縛り上げたのだ。

「少シヤ影オイン!?」

　植物を操あやつる〈庭師〉の不死属性を思い出すと、少年の耳に新たな音声が届いた。

『勝てそうなら味方する、と言いましたからね』

　海を泳げぬ少シヤ影オインはさっさと潜せん水すい艦かんで砂さ漠ばくに戻もどり、この機会を待ちかまえていたらしい。

『だったら、糞クソお嬢じよう様さまの手前、最低限の手助けぐらいはしてみましょう。数分ぐらいはこれで保もつと思いますよ』

　ぎりぎり、と巨人をなおさら強く細い木の根が縛しばり上げている。

　それだけの強度が、少シヤ影オインの操る樹木の根にあるということだろう。前回の事件では、高層ビルの屋上に佇たたずんだまま、多くの事故から市民を保護したほどの範はん囲いと精密性を持つ能力であった。

　今回の場合、もととなる樹木は、おそらく砂すな浜はまの海岸林を利用したのだろう。

　異様に静まり返った波からナタが混天綾を回収し、少シヤ影オインを送り届けた後の潜水艦〈ルサルカ〉が浮ふ上じようしてきた。

「ナタ、潜水艦に降りてくれるか」

「うむ」

　ゆっくりと、少女が馳郎を潜水艦の上部に下ろす。

　それでやっと重圧から解放されたのか、少年が大きく息をつくと、蓮リヤ花ンフアと北斗も同じく甲かん板ぱんにやってきた。

「なんとかかんとか、ってところ？」

「ずいぶんやきもきさせられましたね」

　蓮リヤ花ンフアが片目をつむって腕うでを組み、北斗が淡あわく微び笑しようした。

「……すまない。皆みなも心配させた、かな？」

　おどおどと、ナタが首をすくめる。

「ふ、ふん。監かん視し役なんだから、見えないところに行かれると困るのよ」

「これで、ひとつ貸しということで」

　蓮リヤ花ンフアと北斗が、それぞれ感想を口にする。ふたりとも、妙みように居い心地ごこちの悪そうな感じだったが、実際不思議な組み合わせではあった。

　かたや、ナタを監視する任を負った鬼仙。

　かたや、その鬼仙と対立してきた白はく鳳ほう六ろつ家けの〈おに〉。

　互たがいの利害は違ちがえども、ここまで共きよう闘とうしてきた流れには、それぞれ思うところもあるらしい。

『……だって、合宿中だものね』

　馳郎の耳に届いたリコの声が、案外的を射た答えかもしれなかった。

　それから、少年がうなずいた。

「おかえり」

　少女の頭を、白い帽ぼう子しごとくしゃくしゃと搔かき混ぜる。

　されている方のナタはひどくくすぐったそうで、それでも嬉うれしそうに笑え顔がおを見せた。

「……ただいま」

　短く、言った。

　ほんのひととき、和なごやかな空気が潜水艦の甲板を通り過ぎて、少年は縛られた巨人を振ふり返った。

「さて、今の内にあの巨人をなんとかしねえとな。……つか、どうすりゃいい？　ナタの不死属性なら無力化できるか？」

「それなんだが……いいか？　馳郎」

　と、ナタが少年を見上げたのだ。

「私は、あの始祖鬼宝を助けたい」

「は？」

「え!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげて、少年と蓮リヤ花ンフアが瞬まばたきする。

　そんな少年を、少女は生き真面目まじめに見つめた。

　瞳ひとみと同じぐらい懸けん命めいな声で、告げた。

「私と……似てる気がするから」

「…………」

　大戦が終わって封印された鬼仙兵器ナタと、大戦で放ほう棄きされ封印されていた始祖鬼宝。確かに似ているだろう。状じよう況きよう的にはうりふたつと言っていいかもしれない。

　やがて、馳郎は頰ほおの火傷やけど跡あとを搔いた。

「それ、ボディガードというよりはなんか別の仕事じゃねえか。ええと、特とく殊しゆ部隊とかそういうの」

「……駄だ目めか？」

　上うわ目め遣づかいに、白い帽子の少女が眉まゆを八の字にする。

「お前が、自分から仕事持ってきたのは初めてだもんな」

　少年は、鼻の下を軽くこすった。

　悪戯いたずら坊ぼう主ずみたいな顔で、もう一度少女の帽子をぽんと叩いたのだ。

「いいよ。ボディガードとしてあの始祖鬼宝も守ってやる。ただし、助手代からはちゃんと千円引いておくからな」

　少年の表情が、切り替かわる。

　千円というスイッチ。

　その瞬しゆん間かんを、蓮リヤ花ンフアも見た。

（……馬ば鹿かだなあ、あたし）

　と、苦く笑しようを押し殺す。

（……こんなんで、胸を高鳴らせてどうするんだか）

　少年と自分との間に、尋じん常じようならざる隔へだたりがあることは分かってる。

　分かっていても、だからといって感情を抑よく制せいできるわけではない。どんな情動も自おのずから発するもので、誰だれかを嫌きらいになろうと思って嫌ったり、好きになろうと思って好きになれるものじゃないのだ。

　いや、きっとそういう者もいるのだろう。

　長い時間をかけて誰かと付き合って好きになったり、愛を育はぐくんでいくこともあるのだろう。それはそれで貴とうとく、美しく、けして卑ひ下げするような生き方ではない。

　だけど、蓮リヤ花ンフアにとっては。

（……きっと、あたしは違うんだ）

　そのことを、少女は思い知っていた。

　自分がなれないもののことを、初めて十六歳の少女は実感として悟さとった。

　だから、一いつ瞬しゆんだけ瞼まぶたを閉じて、

「何でもいいけど、早く決めてよね。あの巨きよ人じんもずっと待ってちゃくれないでしょ」

　つとめて明るく、口にしたのであった。
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「……うん……さすがは鬼仙兵器……」

　海岸を見下ろす、道路の近くだった。

　ガードレールにもたれかかって、青朽葉晃は双そう眼がん鏡きようを目にあてていた。通常の品ではなく、どうやら光量補整が可能なスターライトスコープらしい。

「でも……盤ばん古こ幡はんも……ただ巨人をつくりだす鬼宝じゃない……。ううん……巨人をつくりだすなんて……暴走の副作用にすぎない……」

　こほこほっと咳せき込む。

　もともと青白い顔が、月光に照らされてなおさら病的に見える。

　じいじい、じいじいと、その周囲を何匹かの蛾がが飛び回っていた。

「うん……うん……大だい丈じよう夫ぶ」

　その羽ばたきに、いちいち晃がうなずく。

　けして芝しば居いがかった様子ではなく、馳郎たちに対していたときよりもずっと真しん摯しで誠実そうな態度に見えるのが、ひどく奇き妙みようであった。

　ゆらりと、唇くちびるが紅あかい弧こをつくった。

「さあ……どうする……新しい白翁さん……？」
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　準備には、そうかからなかった。

　潜水艦の甲板に残ったまま、馳郎はひとつずつ自分の装備を確かめていた。

「……どうだ？」

『都市部高速戦せん闘とう用追加モジュール〈スカアハ〉および飛行用追加ユニット〈イカロス〉の接続を完かん了りようしました』

　少年の呟つぶやきに、機械音声が応こたえた。

　潜水艦に積んであった追加モジュールが、少年の身体に装着されていく。美しい銀色は〈オケアノス〉のそれとは違ちがう、鋭えい角かく的てきで獰どう猛もうな輝かがやきを放っていた。飛行用ユニット〈イカロス〉との接続も、当初から考えられていた設計なので問題はない。




　すでに、蓮リヤ花ンフアと北斗は定位置についている。

　迂う闊かつに巨人を刺し激げきしないよう、遠巻きに見つめているカタチだ。いかに少シヤ影オインの不死属性とはいっても、巨人が本気になったらひきちぎるだろうということで、こちらの準備が整いきるまでは手出ししない予定だった。

『〈モード：スカアハ〉は本来都市部用です。海上では小回りが利ききませんが、問題ありませんか？』

「分かってるよ」

　と、少年はうなずいた。

「でもまあ、ナタの期待に応えるには、〈スカアハ〉の加速度が必要だろう」

『了りよう解かいしました』

　あくまで念のためということだったのか、機械音声もあっさり引き下がる。

（……問題は、あいつか）

　ちら、と少年は背後を眺ながめやった。

　ナタは、さらに後方に位置していた。

　全員と離はなれて、風火輪で空に浮ういている。大だい胆たんに距きよ離りをとっているせいで、遠近感の分かりにくい海上だとミニチュアぐらいに見えてしまう。

　この戦いの間は絶対に近寄らないよう、少女に厳命されていた。

（あの距離で、どうするつもりなんだ？）

　最初は、鬼仙兵器としての不死属性──鬼仙・鬼宝の無力化を行うつもりなのかと思っていたが、巨人のサイズが大きすぎて、それは難しいということだった。たとえ一部分だけ無効化したところで、全体を一気に巻き込むことができない以上、蓮リヤ花ンフアの彗すい星せい錘すいとさして変わりあるまい。

『決行まで、後一分二十秒です』

　機械音声が、正確なタイムを告げる。

　緊きん張ちようをほぐすため軽く肩かたを回していた少年の耳に、別の声こわ音ねが割り込んだのだ。

『──少し、よろしいです？』

　太乙タイイーの声だった。

「なんだよ。つか、なんでこの通信にあんたがいやがる」

『砂すな浜はまの〈ヘリオス〉とかいう車に仲ちゆう介かいしてもらってるんですよ。……ま、大したことではないんですが……あなたがた、おおかた鬼仙兵器の準備が終わるまで巨人を近づけるなとか、そんなことを言われてるんですよね？』

「そうだよ」

　ぶっきらぼうに応えた。

　ナタの作戦は聞いている。ただ、具体的に馳郎のイメージが及およんでないだけだ。それを太乙タイイーが予想できるということに、ほんの少し説明しにくい嫌いやな感じを馳郎は覚えていた。

『どうやって、止めるつもりです？』

「そりゃ……俺らで搔き回して……」

『鬼宝を模も倣ほうされたところで、あれぐらいならなんとかなると？』

　こちらの心中を見み抜ぬいて、太乙タイイーが言った。

　詰つまった少年へ、気き儘ままな調子で続ける。

『始祖鬼宝はそれぞれの支族の至宝で、僕にも細かい能力までは開放してもらえてませんがね。あれがそういうものじゃないのは分かります』

「え？　ちょっと待て。そういうものじゃないって、どういうこった」

『ひとつ、教えてさしあげましょう』

　少年の言葉を聞いてか聞かずか、はたして通信機の向こうの鬼仙は本題へと入った。

『盤古幡の、本当の能力を──』




　　　　５




　ナタは、黙だまってその巨人を見つめていた。

　あの新島がなくなると、比ひ較かくする対象物が消えて、巨人は苦く悩のうする人間にも見えた。

　だから、なおさら孤こ独どくに見えた。

（……ああ）

　そうだな、とナタは思う。

　その姿は、あまりにも自分と似すぎていて、切なくなる。

　黄坂市の中ちゆう華か街がいの一角で、馳郎に手を差し出されたときの自分だ。あのときのナタはただ逃にげ惑まどうばかりで、その逃げることにも疲つかれていた。いいや自分が疲れ果てていることにさえ気づいてなかった。

　そんな少女に、誰かが手を差し伸のべてくれたのだ。

　俺はボディガードなんだって、馬鹿みたいなことを言って、自分を救ってくれた。

「…………」

　ああ、本当に救われたのはあのときだ。

　あの後何度も馳郎は戦ってくれて、傷だらけになっても諦あきらめないでくれて、だけど真実の意味でナタという『人間』が救われたのは、あの手が差し伸べられたときなのだ。夜空に溶とけ込む月みたいに、とても明るい笑え顔がおを見た、あのときなのだ。

　だから、今度は自分がやりたかった。

　今の私はボディガードなんだ、とこの胸を張ってみたかった。

　預けられていた時計が鳴った。そっとその時計のアラームを切ってナタは深呼吸する。

「……さあ、やるぞ」

　気息を整える。

　自分の内側の内側のさらに内側──誰だれの身体からだにもあり、鬼仙によって手を加えられた七つの蓮れん華げを回し始める。

　そして、それを世界へ開き始めた。

　刹せつ那な──




　　　　＊




　──同じ頃ころ。




【ドコニイルノ……？】

【ミナ……ドコニ……イルノ……？】




　巨人は泣いていた。

　哭ないていた。

　ほかの誰にも聞かれぬ声念で、遠く遠く嘆なげきを訴うつたえていた。やっと保護したと思ったひとりにも逃げられて、ただひたすら号ごう泣きゆうし続けることしか、彼にはできなかった。

　彼に、生物と同じような時間の刻みはない。

　だから眠ねむっていたときと起きた今と、その変化はよく分かっていなくて、どうしようもなく寂さびしかった。おいてきぼりにされた子供みたいに、だだをこねて暴れるぐらいしかできることがなかった。




【ダカラ……ダレカ……】




　必死に訴える。

　身体中を縛しばり上げられながら、それでも巨きよ人じんは必死に泣き叫さけんだ。

　それが、突とつ如じよ変じたのだ。




【…………！】




　感じたのである。

　少し離れた空中で起きつつあった異変を、かの巨人は五感ならざる何かで悟さとった。同時に巨人の核かくで、ぞぞっと何かが粟あわ立だつのを覚えた。

　恐きよう怖ふだった。

　それは、初めて恐怖を覚えたのだ。




【アアアアアアアアアアアアア！】




　束そく縛ばくをひきちぎり、巨人は咆ほう哮こうしていた。




　　　　＊




　蓮リヤ花ンフアや北斗のような異能者のみならず、馳郎さえもその異変に気を奪うばわれた。

「な……っ」

　呻うめきよりも早く、変化は世界を侵おかしていった。

　風がやんだ。

　波が止まった。

　さきほど混こん天てん綾りようによって鎮しずめられたときとはまるで違ちがう、大気や海流のエネルギーが直接奪われたかのような異様な感覚。地球に血液や体温があるならば、それを啜すすられたかのごとき怪かい奇き極きわまる現象だった。

　そして、その力が一いつ箇か所しよへと堕おちていく。

　まるで世界のあらゆるものが堕ちていく──ブラックホールに捕とらえられて、光さえも脱だつ出しゆつできずに墜おちていく重力半径を想起させる光景だった。

　その中心に、ただひとり、白い帽ぼう子しの少女が浮かんでいたのだ。

（ナタなのか……！）

　この現象は、ナタが引き起こしているのか。

　それが、ナタの勝算なのか。

「……始祖鬼宝・九きゆう竜りゆう神しん火か罩とう」

　蓮リヤ花ンフアも、低く囁ささやいた。

　少女もその目にするのは初めてだった。盤古幡と同じ格を持つはずの、鬼仙兵器ナタの始祖鬼宝。三つ角づのである空うつほ隼はや人とと戦ったときのみ使われたというその鬼宝の再来を──その凄すさまじさを、蓮リヤ花ンフアの鬼仙としての勘かんが全力で叫んでいた。

　巨人さえもが、怯おびえたのだ。

　四し肢しを縛っていた植物の蔦つたが、次々に力ずくで引きちぎられ、ナタへ向かって一直線に走り始めた。

　馳郎が、ぐっと拳こぶしを握にぎる。

「──やっぱ、やろうと思えば引きちぎれたか！」

　だが、させるわけにはいかなかった。

　ナタのこともあるし、ここで暴れられればまた津つ波なみにつながる危険性だって高い。

「〈イカロス〉点火！」

　少年の声を認にん識しきして、〈イカロス〉のノズルがオレンジ色の噴ふん射しや炎えんをあげた。





「其ハ……リョウギナリ……四象……ナリ……八ケヲ……ツラネ……巡リムスビテ……阻ミタマエ……陰いん陽よう剣けん……！」






　ほぼ同時、巨人の手が新たな鬼き宝ほうを生成する。

　ナタが巨人の体内で使っていた鬼宝のひとつ、陰陽剣。

　自動的に飛び回る巨きよ剣けんへ、馳郎はぐるりと急降下した。猛もう烈れつなＧによる視界ブラツ暗転クアウトをこらえ、そのまま反転して急きゆう上じよう昇しよう。身体の負担を無視して、それでも巨人へと迫せまる。

　その顔へ、黒い影かげが落ちた。

「っ──！」

　巨剣の裏に、もうひとふりの偽にせ陰陽剣が隠かくれていたのだ。

　いまさら機動を変えられぬと絶望した瞬しゆん間かん、口こう訣けつが少年の耳じ朶だを叩たたいた。





「黒こく曜よう喰くらいて拉ひしぎ潰つぶせ、彗すい星せい錘すい！」






　空中から飛来した鉄球が、その陰陽剣を粉ふん砕さいしたのだ。

「しっかりしてよね！」

　蓮リヤ花ンフアが叱しつ咤たして、鉄球を回収する。

　ついで、

「ちょ、ちょっと、こちらの負担も考えてくださいよ」

　隣となりの北斗が、青ざめた顔で抗こう議ぎした。

　蓮リヤ花ンフアの身体は、北斗が風を操あやつって支えている。

　ふたり一組で、攻こう撃げき力を蓮リヤ花ンフアが、機動力を北斗が担当している状態だ。もちろん作用があれば反作用があるわけで、彗星錘を振ふり回した分の反動は北斗の風が受け止めねばならない寸法なのだから、彼女の苦情もむべなるかな。

　しかし、巨人はまだ止まらなかった。





「コク曜……喰ライテ……ヒシギ……潰セ、スイセイ……錘……」

「ソウテン……断たチキリ……レツ日……ヤキ落トセ、カセン槍……」






　今度は右手に大鉄球が、左手に宝槍が生成される。

「一気に複数コピー!?」

　北斗の頰ほおに、冷や汗あせが伝う。

　少女の纏まとう風にも、焦あせりの揺ゆらぎが生じた。

　ひとつずつでも対処困難な鬼宝を複数一気に使われたなら、今度こそ誰かが致ち命めい傷しようを受けかねない。まして、蓮リヤ花ンフアはともかく、北斗と馳郎は肉体的にはただの人間だ。一いち撃げきでも受け損そこなえば、そこで均きん衡こうは一気に崩くずれる。

　だが、

「……違う」

　馳郎が、口を開いた。

　それはか細い囁きだったが、蓮リヤ花ンフアの耳は聞きとがめた。

「……馳郎？」

「やっぱり……違う……！」

　と、呟つぶやいていたのだ。

　その姿が、一気に巨人へ接近した。

「馳郎！」

「お前の能力は……鬼宝のコピーなんかじゃない！」

　蚊かとんぼを迎げい撃げきすべく、巨人が動いた。

　振り上げた偽の火か尖せん槍そうへ、少年が音声認識のキーワードを囁く。

「〈カエアン〉」

『要リク請エス起ト・動ブート。追加モジュール〈スカアハ〉よりの燃料供給ライン確保。──攻こう性せいプログラム０５〈フレイム〉！』

〈スカアハ〉に接続された火か炎えん放射器が、唸うなりをあげた。

　大おお振ぶりながら鋭するどい火尖槍の一撃をすんでで避さけつつ、その炎ほのおを存分に浴びせかける。

　無論、鬼宝がちょっとした炎でどうこうできるはずもない。しかし、強化外骨格の放った猛烈な炎を前に、模も倣ほうされたはずの火尖槍はあっさりとただの土つち塊くれに戻もどったのだ。

　炎を操るはずの火尖槍が！

　蓮リヤ花ンフアが、目を見開く。

「え!?」

「……やっぱり、磁力か！」

　と、馳郎は口にした。

　答えは、太乙タイイーとの会話にあった。




　──『盤古幡の能力？　模倣じゃなくて？』

　──『ええ。あんなの、それっぽいカタチを真似まねしただけでしょう。切れ味も速度も駄だ目め。追つい尾び能力も極めていい加減。あれで模倣と言い張るのが始祖鬼宝の能力だったら、僕はこの場で心臓をついて滅ほろびますよ』

　あのとき、太乙タイイーはそんな風におどけてみせたのだ。




　──『おそらくは、盤古幡自身も永ながい眠りのあまり本来の力を思い出してない。今やってるのはね。単に子供が大人のやってることを真似してるだけですよ。砂のお城をつくって遊んでるようなものです。自然界で似た物質は羅ら盤ばんや指し南なん車しやに使うんですが、西方ではマグネシアの石とか呼ばれてましたか……』

　──『マグネシア……』

　──『あなたと〈カエアン〉だったら、今の科学とやらでその力をどう呼ぶのか、ご存じじゃありませんか？』




　羅盤や指南車は風水占うらないなどで使われる品であり、マグネシアとはもちろんマグネットの語源だ。

　つまりは、あの巨きよ人じんの身体からだもいくつも模倣した鬼宝のガワも、すべて土ど砂しやに混じった微び量りようの砂鉄から無む理り矢や理り磁力で固めたものだったのだ。確かにこれだけの質量となれば、凄まじい脅きよう威いとなるが、始祖鬼宝本来の能力とは言い難がたい。

　また、磁力は熱によって弱化するがゆえに、馳郎の炎も効果を発揮した。

　厳密に言えば、鬼宝の磁力がいかなる原理で成り立ってるかは分からぬゆえ、その行こう為いはかなりの賭かけでもあったが、少年は博打に打ち勝った。

「まだ、お前は、自分のこともろくに思い出してない……！」

　少年が、ぐっと巨人を睨にらみつける。

「ああ、ナタもそれが分かったんだろうさ！　だから、今なら勝てるってな！　だから、俺に任せるってな！」

〈イカロス〉の噴射炎がさらに猛たける。

　そして。

　そして、背後の少女を中心に、漏ろう斗とのようにあらゆる氣チイが吸い取られていく。




　　　　＊




　──『今回だけは、私に近寄るな』




　最初に、ナタは言っていた。

　かつて隼人と戦ったときにも、少女はこの始祖鬼宝・九竜神火罩を使用した。

　しかし、あのときのナタは封ふう印いん状態であり、始祖鬼宝が非常事態によって独自に稼か働どうしたという状態に過ぎなかった。

　今は、違ちがう。

　白い少女と始祖鬼宝の両方が、自然から氣チイを吸い上げていた。製作者たる太乙タイイー真シエ人ンレンから双そう方ほうの許可が出たことで、ナタは数百年ぶりに、本当の意味で始祖鬼宝を起動しつつあったのだ。

　今や、少女と始祖鬼宝はひとつの装置になっていた。

　もはや、どこまでが自分でどこからが鬼宝かも、少女は意識をしていない。

　ただひたすら臨界まで氣チイを注ぎ続け、ぐるぐるとエネルギーを回転させ続けるための加速器と化している。

　こんなものは、到とう底てい都市部では使えまい。はたしてどれだけの人間が昏こん倒とうして、どれだけの事故につながるかさえ、まともに分かったものではなかった。

　ごおっ、と少女の周りへさらに鬼宝が展開される。

　陰陽剣。

　火尖槍。

　乾けん坤こん圏けん。

　混こん天てん綾りよう。

　五ご火か神しん焰えん扇せん。

　少女自身が踏ふみしめた風火輪も、体内に封ふうじられていたほかの鬼宝も、すべてが始祖鬼宝に同調して自らの氣チイを余すことなく捧ささげているのだ。その展開された様子があまりにも複雑精せい緻ちな図形を描えがき、あたかも曼まん荼だ羅らや魔ま法ほう円のようにさえ見えた。

　その目は火か眼がん金きん睛せいを通り越こして、黄おう金ごんの一色へと変じる。

　今こそ、少女の正体は明らかだった。

　吸きゆう血けつ鬼き──いや、吸きゆう生せい鬼きと呼ぶべきか。

　死者の女王。生きとし生けるモノすべての本質を喰らう、純じゆん粋すいなる世界ワール喰ドイらいーター。

　パズルにも似た九きゆう竜りゆう神しん火か罩とうの蓋ふたが、徐じよ々じよに、徐々に開いていく。




　　　　＊




「過去幾いく度どかあった大戦ですら、かの始し祖そ鬼き宝ほうだけは使いこなせませんでしたがね」

　太乙タイイーが微び笑しようする。

　どこかで見ているはずの青朽葉の〈おに〉を意識して、にんまりと唇くちびるを歪ゆがめる。

「──ですが、あの始祖鬼宝があればこそ、ナタは最終兵器とされたのですよ」

　鬼仙の無力化など、所しよ詮せん拷ごう問もんや見せつけのための機能に過ぎぬ。

　鬼仙兵器としてのナタの本質は、あの始祖鬼宝にこそある。ほかの幾いく多たの鬼宝だってあの始祖鬼宝を手て懐なずけるための手段にすぎない。

　現代の戦略兵器にも匹ひつ敵てきする、鬼仙たちがつくりあげた神しん髄ずい。

　だからこそ、太乙タイイーは笑えみを深めるのだ。

「あなたが噂うわさほどではないと言った僕の最終兵器の『力』を、ようく味わっていただきましょう」




　　　　＊





「──神しん火かは悉ことごとく絶たえ、混こん沌とんすらついに枯かれ落ちぬ」






　少女の唇より、口こう訣けつが発せられた。

　神しん韻いん縹ひよう渺びようと響ひびく、あまりにも幽かそけき声こわ音ね。鬼仙にとってさえ遠い、遥はるか古代に産み落とされた始祖鬼宝に捧げられる呪じゆ句く。





「四し凶きよう四し神しん残らず荼だ毘びに付ふし」






　ぐるぐると、九竜神火罩が回転する。

　一見は球状の籠にも似た鬼宝の外見が、ぐるぐると回転する内にほどけて、内側に絡からみ合った何柱もの竜りゆうの姿を露あらわとする。そのいずれもが恐おそるべき地じ獄ごくの炎を体現する怪かい物ぶつであった。





「汝なんじの内に灼やき滅ぼされよ、九竜神火罩！」






　籠かごから、巨きよ大だいな炎が発した。

　真しん紅くの柱が九つそびえたち、そのひとつずつが炎の竜と変ずる。

　その力を、今のナタは制せい御ぎよしようとした。封印状態の少女には、ただ垂れ流すことしかできなかった膨ぼう大だいな熱量を、今はその手で使し役えきしようとする。

（──五柱まで、従ってくれるか）

　そう、判断した。

　竜が、吼ほえる。

　九つの柱から五つの竜が飛び出し、あたかも美しい花のごとく螺ら旋せん状に少女から広がっていった。それぞれに異なる竜たちは、空気中の水分を残らず蒸発させて、灼しやく熱ねつの炎を猛らせる。

　巨人へと疾しつ走そうする。

　──そして。

　その直前、馳郎が加速したのだ。

『解かい析せき終しゆう了りようしました』

　機械音声が、少年へ呼びかけたからだ。

『巨人の内側、肩けん胛こう骨こつから後頭部下部にかけて移動する熱源反応あり。核かくとなる鬼宝の推定位置として、網もう膜まくに映し出します』

〈カエアン〉の言葉と同時に、少年は九竜神火罩の火竜たちを背後に、飛び出していたのである。

　少女がつけた注文には、もうひとつあった。




　──『始祖鬼宝は、多分私が九竜神火罩を稼働したら、本能的に逃にげようとするはずだ。そこをうまくついてくれ』




　その言葉通り、〈カエアン〉は巨人の変化を捉とらえた。

　だから、

「フル・バースト──！」

　馳郎の声に、〈カエアン〉が応じる。

　強化外骨格〈スカアハ〉と飛行用モジュール〈イカロス〉が、相乗していつもに倍する噴ふん射しや炎えんをあげる。

　五柱の竜が巨人を破は壊かいするよりも早く、始祖鬼宝を『救う』ために。




　　　　＊




　巨人が、大きくもがいた。

　五柱の火竜を前にしては、カタチだけ模も倣ほうした鬼宝など意味をもたず、いかなる抵てい抗こうも無む駄だなあがきとしか映らない。

　しかし、馳郎は感じていた。

　おそらくは初めて感じた恐きよう怖ふこそ、盤古幡に能力の覚かく醒せいを促うながしたのか。巨人の身体から目には見えない波が走っていた。

「か……あ……っ！」

　でたらめな磁力が、少年を打ちのめしたのだ。

〈カエアン〉にはもちろん耐たい磁じコーティングもなされているが、あまりに高出力の磁力はそれを圧あつ倒とうするし、そもそも人体にも影えい響きようを及およぼす。

　赤血球は、鉄分を主成分にしているからだ。

　通常であれば、健康促そく進しんに使われる程度だろう。

　しかし、始祖鬼宝の桁けた違ちがいのレベルになれば、それはもはや人体への侵しん害がいだ。血流はおろか三さん半はん規き管かんすら刺し激げきして、周囲の人間を昏こん倒とうに至らせる。

（く……そ……）

　天地をひっくりかえしたような目眩めまいに耐たえながら、馳郎は歯を食いしばる。

〈カエアン〉の動きが、徐々に怪あやしくなる。機動にぶれが大きくなり、加速度が最大限に速度へと乗ってこない。このままでは、巨きよ人じんとともに竜に灼やかれるのが落ちだ。

　ならば、ここで引き返すのか？

（……いいや）

　違う。これは自分が引き受けた仕事だ。

　ボディガードらしいとかそんなのは関係なく、自分が千円で──自分にとってのありったけで、相手のありったけを引き受けると決めたのだ。

　ならば、またフル操作で？

（……違ちがう）

　曖あい昧まいな意識で、馳郎はやはり否定する。

　磁力が徐々に弱くなり、代わりに五竜の熱が世界を蹂じゆう躙りんしだす。これほどの熱量なれば、余波を受けただけで人間など簡単に黒こげとなるだろう。

（……どうすれば……）

　先に、ナタを奪だつ回かいした直前の、自分の動きを思い出す。

　あれは、何だったのか。

　ジンとは違う、自分だけの戦い方なんて、本当にあるのか。




　──『ううん、お兄ちゃんの脳は十分凄すごいんだけどな』

　──『もう八年来〈カエアン〉を使い続けてるから、脳と神経にバイパスができあがってるんだよ』




　不意に、リコの言葉が浮うかんだ。

『──大だい丈じよう夫ぶです。私がマスターを守ります』

　もうひとつ、声が届いた。

　機械音声だった。

『──マスターの理想を、私が守ってみせます』

「馬ば鹿か」

　そう、漏もらしたくなるのも当然だった。お前は機械なのに何を言ってるのか。お前を機械だなんて思ったことのない自分はどうなのか。

　だから、

（……そうか）

　不意に、逆だ、と悟さとったのだ。

　自分が、〈カエアン〉を統とう御ぎよするのではないと。

（俺が……）

　少年の意思が、〈カエアン〉に伝わる。

　失速しかけていた〈イカロス〉が、突とつ然ぜん復帰する。飛行姿勢を絶ぜつ妙みようにリカバリーして、一分の無駄もなく巨人の背部へと回り込み出す。

（俺が……〈カエアン〉の動きやすいように、してやるんだ！）

　それが、少年の決断だった。

　予測能力において、人間が機械に勝まさるのは事実だ。

　ならば、〈カエアン〉の動きを予測すればいいのだ。〈カエアン〉自体の行動を想像し、予想し、自分の身体からだの側を追つい随ずいさせればいい。予測通りに〈カエアン〉を動かすのではなくて、自分の予測で〈カエアン〉の行動を活いかせばいい。

　そうすることで、無駄な力は消える。追加モジュールの挙動はもちろん、人工筋肉の速度やバランスも、もっと目的そのものへと活用できる。

　鍛きたえ上げられた脳は、それに足る。

〈カエアン〉と歩んだ八年間は、それに足る。

　馳郎と〈カエアン〉双そう方ほうの負担を見み極きわめ、〈イカロス〉はギリギリの速度でターンする。あまりの速度に、空気はまるで壁かべのよう。その壁を切り開くようにして、少年と人工知能はとある一点を目指す。

　巨人に、肉にく薄はくする。

　首の後ろにもりあがった瘤こぶのようなものを、少年は認にん識しきした。それは先にナタを束そく縛ばくした、心臓にも似た腫しゆ瘍ようであった。




【イヤダイヤダイヤダドウシテイヤダイヤダ】




　声が、聞こえた気がした。

（そ……こ……だ……っ！）

　自分の勘を、〈カエアン〉に伝える。

　自分の勘をもとに、〈カエアン〉に委ゆだねる。

（──分かるよな）

　だから、少年が信じた通りに、〈カエアン〉はその武装を選ぶ。

『自動オート起動・ブート。換かん装そう攻こう性せいプログラム０２──〈ランス〉』

「あああああああああああああああ！」

　強化外骨格の右手が変形し、鋭えい利りな突撃槍ランスとなる。残された燃料とエネルギーのすべてを一気に解放し、少年は一筋の光と化した。




【ボクハ、ミンナト一いつ緒しよニイタカッタダケナノニ──】




「だからお前は……こっちに来い！」

　咆ほう哮こうとともに、槍やりが瘤こぶを貫つらぬいた。

　巨人の首もとを通り過ぎた直後、その瘤から少年の左手はとある物体を引きずり出していた。

　美しい宝石がはまった、スカーフに似ていた。

　巨人の核。

　始し祖そ鬼き宝ほう・盤古幡。

　そして次の瞬しゆん間かん、少年と人工知能の背後で、灼しやく熱ねつの球体が膨ふくれあがった。




　　　　６




　それは、まさに火球であった。

　五柱の火か竜りゆうが次々に巨人の周囲を回転し、極大の籠かごのごとく取り囲んだのである。あまりの熱量と膨ぼう大だいな炎ほのおによって、もはや巨人も竜もそれとは見えず、神こう々ごうしいまでの光の球と化している。

　海水はもはや煮にえたぎりさえせず瞬しゆん時じに蒸発し、光球に触ふれた部分だけが固体のようにごっそり抉えぐられている。

　まさに地上の太陽と、そう呼ぶべき奇き蹟せきであった。





「九きゆう竜りゆう神しん火か罩とう──変へん化げの一」






　静かに、ナタが囁ささやく。

　光球に照らされたその顔には一いつ切さいの感情が窺うかがえず、少女とも始祖鬼宝ともつかないどうしようもなく厳おごそかな声こわ音ねで、こう告げたのだ。





「五ご竜りゆう破は滅めつ」



[image: ]




　刹せつ那な、異変は極限を迎むかえた。

　光の集合体と化していた炎が、言葉によって終末を迎える。

　重力崩ほう壊かいを迎えた星がそうなると言われるように、一気に内側へ向かって爆ばく縮しゆくしたのである。




　　　　７




　消しよう滅めつも、一いつ瞬しゆんだった。

　夜の海を昼間のごとく照らしていた光球はほんの数秒で消滅し、抉られていた海の部分へ一気に水が雪崩なだれ込んだ。あたかも預言者モーゼが切り開いた海が、追いかけてきた軍隊を前に閉じられたという聖書の一節さえ思わせる、神話的な光景だった。

「巨人が……消えた……」

　茫ぼう然ぜんと、北斗が呟つぶやく。

　当たり前のように、光球の後には巨人も存在していない。

「海が……」

　蓮リヤ花ンフアも、さすがにまともな精神状態ではなかった。

　蒸発させられた海が、一瞬遅おくれて渦うずになって巻き戻もどっていく光景を、ただ啞あ然ぜんと見つめるほかはなかった。

「これが……大戦の最終兵器……」

　知っていたはずの情報を、改めて舌に乗せる。そうすることでしか、目の前の現象を吞のみ込めないと言うかのように。

　しかし、それでいて少女は正気に戻った。

　彼女にはもっと大切なことがあった。

「馳郎！」

　その強化された知覚力をもって、少年を捜さがし始めたのだ。

　はたして、数秒とかからなかった。

「……あ」

　と、チャイナドレスの少女は泣き出しそうに口元を押さえた。




　　　　＊




「……はは、こりゃすごいな」

　馳郎は、海に浮かんでいた。

　熱波をもろに受けた強化外骨格と飛行ユニットはすでに解除している。だからこそ、命があったとも言えるだろう。盤古幡の核かくだというスカーフだけを握にぎりこんで、少年はぷかぷかと波にたゆたいながら夜空を見つめていた。

　あちこちちょっとずつ痛むけれど、多分今回は軽傷というべきなのだろう。

　光に押しつぶされた網もう膜まくが、やっと闇やみに慣れてくる。

　よそよそしい月に笑いながら、少年はそっとジャケットに触れた。

「──マスターだから俺が主導権を握らなきゃいけないとか、そんなことはないよな」

『ご質問の意味が分かりません』

　そっけなく機械音声が反応した。

　くくっ、と少年は喉のどを鳴らした。とても愉ゆ快かいそうだった。

「〈カエアンお前〉は絶対俺を助けてくれるって、そう信じてるってことだよ」

『……でしたら、イエスです』

　どこか不服そうに、機械音声は応こたえた。

　少年はまだ夜空を見つめている。

　彼の瞳ひとみに、星の輝かがやきも戻ってくる。幾いく百ひやく幾千と輝く星々の群れ。その星のひとつを、ようやっと捕つかまえられた気が彼にはしていた。

「……俺たち、もっと分かり合えるかな、〈カエアン〉」

『イエス、マスター』

　よどみなく、機械音声は応えた。

　いつもの声で。

　それが、この事件の終わりの会話でもあった。







　終章







　潜せん水すい艦かんの甲かん板ぱんに戻ると、真っ先に白い帽ぼう子しの少女が駆かけ寄ってきた。

「馳はせ郎ろう！　良かった！」

　ナタであった。

　よほど心配していたのか、目め尻じりに涙なみだがたまっている。

　こぼさないよう一いつ生しよう懸けん命めいに耐たえた結果で、顔も真っ赤に染まっていた。もともと陶とう磁じ器きのごとく滑なめらかな白い肌はだであるだけに、その変化は如によ実じつだった。

「すまない！　始祖鬼宝を出したときから記き憶おくがおぼろで。キミを巻き込まないように調節するはずだったのに」

「分かってるっつの。つかお前、そうなる可能性もちゃんと言ってたろうが。こっちは無理せず逃にげることもできたんだし、俺の仕事の範はん疇ちゆうだよ」

　笑って、馳郎は自分の頰ほおを搔かいた。

　それから、盤ばん古こ幡はんの核を取り出した。

「で、これ、どうする？」

「あ、ああ……本当に幡はんなんだな」

　宝石のはまった布をしげしげと見つめて、ナタが口にした。

「幡？」

「うむ。もともとは祭さい祀しの際に使う旗や掛かけ軸じくみたいなものさ。もっとも、核として重要なのははまっている宝石だけみたいだけどね。さっきのショックでどうやらまた眠ねむってしまってるらしい」

　馳郎から布を受け取って、つんつんとつつく。

　それから、くるりと蓮リヤ花ンフアに振ふり返った。

「蓮リヤ花ンフア。これを預かってもらっていいかな」

「え？　あたし？」

　ふたりの会話を、なんだか面おも白しろくなさそうに見つめていた蓮リヤ花ンフアだが、まさか自分におはちが回ってくるとは思ってなかったのか、ぱちくりと瞬まばたきした。

「ていうか、あたしに盤古幡預けていいの？　これ、あんたを呼んでたんじゃないわけ？」

「呼んでたのは、私というよりも鬼き仙せんの仲間だろう。それに、私は先に仲良くならなきゃいけない鬼宝がいるんでね。これ以上増えて、喧けん嘩かを起こされても困る」

　微び苦く笑しようして、ナタは自分の胸むな元もとを押さえた。

　すでに、少女は封ふう印いん状態に戻っている。この状態で使える──ナタに好意を持ってくれている鬼き宝ほうは三つしかない。

（……いや、四つか）

　混こん天てん綾りようの声を、今の少女は感じることができた。

　ひとつずつに、きちんと自分を知ってもらうことこそが大事なのだと、今のナタには思えて──そう思えることも、また嬉うれしかった。

「もともと持っていた支し族ぞくも、今いま更さら所有権を主張したりすまい。だからキミに預かっていてほしい。かまわないかな？」

「む、むむ……」

　そう言われて、少しの間悩なやんでから、ひったくるようにして蓮リヤ花ンフアが盤古幡の核を奪うばったのである。

「……返さないからね！」

「もちろん、かまわないとも」

　と、ナタも苦笑した。

　後ろで見ていた北ほく斗とも、ついに我が慢まんできなくなったのか、口元に手をおいてくつくつと肩かたを揺ゆらし始めた。

　ついで、

『それよりそれより！』

　と、潜水艦の甲板に、リコの声がこだましたのだ。

『終わったんだから、みんな早く帰ってくるように！　くうちゃんも蓮リヤ花ンフアちゃんもナタさんもお兄ちゃんも、みんな揃そろってリコの上映会に付き合ってもらうんだから！　今からならまだ手て鞠まりさんが起き出すまでに間に合うからね！』

「え、や、も、もう眠いし……」

「駄だ目め！」

　馳郎があわてて口にすると、こればかりは義妹いもうとから猛もう烈れつな否いなが発されたのだ。

『駄目駄目駄目ー！　こんだけ面めん倒どうかけたんだから、絶対アニメ上映会するったらするったらするんだからあ！』




　　　　＊




　翌日も、からりと気持ちよすぎるぐらいに晴れていた。

　湧わき上がった入道雲と青空の下で、ただし馳郎と北斗のふたりはべったりくまを貼はりつけていたのだけれど。

「ん、んー、いい天気！」

　はたして、波打ち際ぎわで思い切りのびをした水着姿の手鞠が、ふたりの様子に気づいてぐいと顔を近づけたのである。

「どうしたのふたりとも。合宿で緊きん張ちようして眠れなかったとか？」

「い、いえちょっと……」

「こう、なんというか……そういうわけじゃなく……」

　北斗と馳郎が、それぞれ言葉を濁にごす。

　ちなみに、リコの方は異様につやつやして、背後のパラソルの下で防水スマートフォンのゲームを楽しんでいる。かたわらには海の家で買ったやきそばとかち割り氷、あげく携けい帯たい型のクーラーまで置いて、なんだか鼻歌までやりながら人生は最高とばかりの上じよう機き嫌げんであった。

　一方、

「あのぅ……ナタさんと蓮リヤ花ンフアさんもなんだかお疲つかれのようですけれど、ひょっとして別べつ荘そうのベッドがお気に召めさなかったかしらぁ」

「い、いや、違ちがうんだ！　正直事務所のベッドよりも遥はるかに寝ね心地ごこちは良かったぐらいで」

「そ、そうよ。別に、あんたのとこの設備の問題じゃないし」

　一いち姫ひめの問いに、ナタと蓮リヤ花ンフアがそろってかぶりを振る。

　こちらのふたりは、鬼仙の体力からすると二日や三日の徹てつ夜やなど何の問題もないはずなのだが、別の意味で疲ひ労ろうを隠かくし切れていなかった。

「どれもリコの言うとおり、可愛かわいくて格かつ好こ良くて面白かったのだが……こう、やはり同時八画面上映の十時間視し聴ちようは……脳の中の何かをこそぎとられる感じがするな……」

「ご、ごめん。あたしには理解できない世界だった……」

　微び妙みように蓮リヤ花ンフアが申し訳なさそうなのは、この場では少数派であるという自覚のためやもしれない。いつものチャイナドレスと違って水着に戻もどっているせいもあって、なおさら普ふ通つうの女の子が憔しよう悴すいしているように映るのだった。

　かくして、大変潑はつ剌らつとしたリコと生徒会の面々に、それ以外のちょっと元気がない面々の組み合わせが成立した次し第だいである。

「まあ元気出せ戌いぬ見み後こう輩はい！　そんな戌見後輩のために、とっておきのニュースを教えてやろう！」

　ばんばんと肩を叩たたいて、手鞠が鼻息荒あらく笑う。

「は？　とっておきのニュース？」

「見たまえ！　あの新しん島とうが綺き麗れいさっぱり無くなってるだろう！」

　ばあん、と浜辺の方を少女が指さした。

「突とつ如じよとして起こった海底火山活動で新島が消失したとか、あたしたちが行った直後でなんたる奇き蹟せき！　なんたるロマンス！　しかも島が消える直前には怪かい奇き現象もあったらしいんだぞ！　かあーっとほんの数秒だけど昼間みたいに何かが輝かがやいたとか！　はたして聖エルモの火か不知火しらぬいか船幽ゆう霊れいかネッシーか！　日本書紀で天皇陛下を導いたとされる龍りゆう神じんの灯ともし火びは真実なのか！　いやいやいや、これを見ずして何の生徒会か！　さあ行こう戌見後輩！　常識なんかに惑まどわされず、あたしたちで世界の真実を確かめよう！」

　ハイテンションで語る先せん輩ぱいの姿に、馳郎はとある事実を思い返していた。

　昨夜の出来事についてはネットなどへの流出を〈カエアン〉が監かん視ししているのだが、小規模とはいえまるまる一個島がなくなってる以上、完全に防止するわけにもいかない。火山活動だとか島の痕こん跡せきを可能なかぎり自然に捏ねつ造ぞうしつつ、今も適切だったり馬ば鹿か馬鹿しかったりする偽装カバース情報トーリーを流して、細工している最中である。

　もちろん中には、その馬鹿馬鹿しいはずの偽装情報をこそ、大おお真面目まじめに受け取る層もいるわけで……。

「い、いや生徒会ってそういう活動じゃないでしょう。ていうか、いつのまに怪奇現象趣しゆ味みになったんです」

　かろうじてそう返した馳郎に、ふんぞりかえって手鞠は答えたものである。

「ふん。そんなもの今日に決まってる！　さっきのもウィキ先生そのほかのサイトで調べたばかりの受け売りだ！」

「にわかにもほどがあるだろ!?　腕うで組ぐみして言わないでください！」

　ツッコミが、むなしく夏の青空へと溶とけていく。

　白い泡あわをたてる波が、砂すな浜はまにぶちあたっては引いていく。

　不意に気づいて、馳郎は一姫へと振り返った。

「……そうだ、あの、管理人の木き崎ざきさんはどうしてるんです？」

「あらぁ」

　一姫が口に手を当てて、ぺこりと謝った。

「すいません。言ってませんでしたわね。昨夜、木崎さんは急用で帰ることになったそうで。今朝から前のお爺じいさんが戻ってきましたわぁ。後で、皆みなさんにも紹しよう介かいしますわね」

「……そうですか」

　と、少年はうなずいて、一いつ瞬しゆん海に目を戻した。

　あの青あお朽くち葉ばの〈おに〉が、いかなる目的を抱いだいて自分に接せつ触しよくしたかは分からない。試験だよと言っていたその台詞せりふがどこまでの意味を含ふくんでいるのか、見み極きわめることは難しかったからだ。

　自分は、何ができただろうか。

「馳郎」

　ナタが呼びかけた。

「キミは、キミのできる最良を為なしたよ」

「そうかな」

「そうだとも。私の保証じゃ気に入らないか？」

　白い水着の少女が言うと、馳郎はかぶりを振った。

「いいや、一番だよ」

「うん。そう言ってもらえると私も嬉しい」

　にっこりと少女が笑ったところで、再び手鞠が割り込んできたのだ。

「ん、ん、なんだなんだ？　このあたしを放ほうっておいてまた秘密ごとでもしてるのか戌見後輩？　それってばなんだかひどくないか？」

「や、いやいや！　そういうわけじゃ……」

　などと揉もみ合いになりかけたときだった。




「おっくれましたあああああ！」




　と、砂浜に新たな人物が走り込んできたのだ。

「は？」

「へ？」

　馳郎と手鞠がぐるりと振り返る。

　その砂浜に呼吸も荒く、パーカー姿の少年が仁に王おう立ちになっていたのである。

「ああ！　本当に島が無くなってる！　あ、いやそうじゃなくて！　みんな、僕のことを忘れてたんじゃないですか！」

　ぴしゃり、と胸元の肌はだを叩いたのは、副生徒会長・七なな門かど正まさ紀きだった。

「お、お前。昨日は赤ふんなんぞ着てきたから、みんなそっとしてたのに……」

「ええ！　赤ふんは許されないと聞いて、今度はきちんと白ふんを！　赤心まごころならねど日本男児としての心意気、とくと見てくださいませ！」

　にかっと笑って、パーカーに手をかける。絶ぜつ妙みように下腹部まで隠れたチラリズムもまた、この残念副生徒会長の計算かどうか。

「ま、待て七門！」

「いいや待てないね！　今脱ぬぐ！」

　パーカーがばさっと広がった。

　いっそ、ふんどしならば良かった。

　問題は七門が勢いよく脱ぎすぎて、パーカーにふんどしが絡からまり、一気に結び目がほどけてその下までも露あらわとなったことであった。

　沈ちん黙もくは、この場合美徳と言えたろう。

「この馬ば鹿かたれがああああああああああああああああああああああ！」

　昨日のローリングソバットに倍する勢いで、馳郎のジャンプキックが唸うなる。

　いくつもの悲鳴と打だ撃げき音が重なって、はたして夏合宿の時間は過ぎ去っていく。




　　　　＊




　少し離はなれた海岸林でも、とあるふたりが言葉を交かわしていた。

　もっとも、いささか変わった光景ではあった。

「どういう糞クソ気分です？」

「……別、に」

　問いかけたのは日ひ陰かげに隠された鎖くさり付つきの棺かん桶おけで、ふてくされたように答えたのは、どっかりと松にもたれかかった大陸の深しん衣いを纏まとう若者──太乙タイイーだったのだ。

　はあああああと大きく息をついて、自らの顔を覆おおう。

「ま、まさか僕まで鑑かん賞しよう会に引っ張られるとは思わないじゃないですか！　しかも逃にげられないように拘こう束そくして、寝ねかせてももらえずにほとんど半日！　あれがこの国の拷ごう問もんですか！　不死身の鬼仙殺しもいいところですよ！」

「それは糞ご苦労様でしたね」

「少シヤ影オインさん、分かってて逃げたんでしょ！」

「糞クソ邪じや推すいはご遠えん慮りよ願えれば幸いです。もっとも、あなたの糞クソ味み噌そをまきちらしたような経歴からすると、ご理解いただけるとは期待できませんけどね」

　険悪な空気ばかりが、鬼仙と棺桶の間で膨ふくれ上がる。

　傍はた目めには滑こつ稽けいな構図だが、互たがいに超ちよう常じようの鬼仙であることを思うと、くすりと笑うのもためらわれる。

「ふん」

　と、太乙タイイーの方が視線を切った。

「でも、まさか始祖鬼宝をあのお嬢じよう様さまが手に入れるとは、あなただって思ってなかったんじゃないですか？」

「…………」

　棺桶が、しばし沈黙する。

「あなたからも、何かしら言ってあげた方がいいんじゃないですか？」

「糞お嬢様なら、ご自分でなんとかするでしょう。そういう生き汚ぎたなさにだけは長たけた方ですから」

「ははあ、ご信しん頼らいなさってると」

　なるほどとばかりに、太乙タイイーがうなずく。

「まあ、今いま更さら人生の先輩ぶるなんてできないですよね。少シヤ影オインさん童どう貞ていですし」

　ぽそっと呟つぶやいた太乙タイイーの爆ばく弾だん発言に、少シヤ影オインの気配がガチンと石みたいに硬こう直ちよくした。

　ついで、弾はじけるように非難の声をあげたのだ。

「……あ、あなたは！」

「知らないと思ってた？　思ってた？　えっへへー知らないわけないでしょ？　これでも僕、鬼仙の中でも醜しゆう聞ぶん調べさせたらちょっと右に出る者いないよ？」

　自分のこめかみに開いた手をあてて、なんともむかつくポーズでべろべろべーと太乙タイイーが舌を出す。

　いかな清らかな聖人でも溜ためつくって全力パンチをかますこと請うけ合いな態度であった。棺桶からかなり長い間、激しい抗こう議ぎの音が響ひびき、それを天上の音楽と言わんばかりの恍こう惚こつとした表情で聞いてから、太乙タイイーは顎あごを撫なでた。

　くすくすと思い出すように笑ってから、

「これからきっと……もっと面おも白しろくなりますよ」

　と、断言したのであった。




　　　　＊




　──そして。




　最後のひとりは、海岸沿いの道路から立ち去るところであった。

　ちょうど、郊こう外がいの廃はい工場のあたりで視線を投じた。

「……やあ……君か」

　と、くまを貼はりつかせた若者が、塀へいの影を見つめたのだ。

「盤古幡を、わざと暴走させたな？」

　影が声を吐はいた。

　ひどく濁にごった何かを感じさせる声こわ音ねだった。

　それに対して、若者はうっすらと淡あわく笑った。

「どうして……そう思います……？」

「青朽葉は〈守もり人びと〉だろう。そんなたやすく解けるような封ふう印いんをするとは思えないし、その気なら近づけないようにもできたはずだ。それが、半はん端ぱな怪かい物ぶつだけ繰くり出したあげくに放置など、煽あおっているようにしか見えないな」

「……はは」

　若者が、乾かわいた笑いをあげる。

「……まあ……ノーコメントで……」

「そんなに、ナタと馳郎について知りたかったか？」

「それも……あるかな……。知ることは……必要だからね……。ああ……月つき白しろの言うことを……全部真に受けたわけじゃないけど……」

「むしろ真に受けてないから、自分の目で見聞したかったか？」

　ひたひたと、影が分ぶん離りする。

　そこから出てきた黒い小動物は、一いつ匹ぴきの猫ねこであった。

「……確か……エイジャくん……だったかな？」

　と、青朽葉晃こうは名を呼んだ。

　その猫は。

　片目の潰つぶれた猫は──かつてナタと旅していた鬼仙の、成れの果てであったのだ。

「覚えていたのか」

「うん……まあ……ちょっと忘れないよね……？　だって……喋しやべる猫だもの……？」

　苦く笑しようして、晃はこほこほと咳せき込む。

「でも君のおかげで……何かと……前準備もできた……。月白のメッセンジャーには……もったいないな……。青朽葉に来たら……もっと歓かん迎げいできると……思うよ……？」

「興味がない」

　くるり、と猫が踵きびすを返す。

　もはや用事は済んだとばかりに、その猫は再び歩き去っていく。

「……だけど……真朱まそおの姫ひめはどう思うかな……」

　止まった。

「白はく鳳ほう六ろつ家けの第一家、〈妖あやかし狩がり〉の真朱か」

「ほかにある……？　あそこの姫は……ちょっと気が荒あらいよ……？」

　自分もぞっとしないという風に、晃がまた咳き込む。

「ともあれ……白はく翁おうの人となりはよく分かった。それに……彼も……自分を取り巻く問題の本質に……少しは気づいたんじゃ……ないかな……」

「本質、だと？」

「ああ……そうだよ……」

　一いつ拍ぱくおいて、彼は告げた。

「……戦後処理……だよ」

「っ……」

　エイジャが、言葉に詰つまる。

　その意味を誰だれより知るのは、かつてナタに復ふく讐しゆうするために長い長い時間を捧ささげた彼自身であったからだ。

「月白に……伝えてくれ……」

　かまわず、若者は続けた。

「僕は……青朽葉の権限をもって……六家の総会を……開くつもりだって……」

　咳せきを混じらせながら、青朽葉晃はそう宣言したのである。





〈了りよう〉　









　あとがき







　お待たせしました。

『クロス×レガリア　海かい神じんの遺い産さん』をお届けします。

　いつのまにやら、このシリーズも五巻。読者のみなさまに支えていただいて、ここまで来られました。

　そんなわけで、今回は夏休みの海の話。

　学園ものでは誰だれもが思おもい浮うかべる大定番ですね。

　しかし、実はこれまで長編で書いたことはなく、シリーズが軌き道どうに乗ったら是ぜ非ひやりたいなと思っていたお話です。ここまでのレギュラー陣じんも総登場。中には「あれ？　お前ってレギュラーだったのかよ」というキャラもいるのですが、それも含ふくめて楽しんでいただければ幸いです。




　昔から、海には魔ま物ものがいると言われてきました。

　それは、人間にとって母なる故郷でありながら、すでに離はなれてしまった場所です。あんなにも楽園然としてるのに、ほんの少し踏ふみ外はずせば、簡単に命を奪うばう魔境です。

　だからこそ、人は焦こがれます。

　その楽園を満まん喫きつしたいと、そこに潜ひそむものを見み極きわめたいと、そんな熱情にかられてやみません。そこに宝の地図なんて加わってしまえば、わくわくしない男の子（女の子も？）なんて、きっとどこにもいないでしょう。

　太陽と月。

　飛び交かう水しぶき。

　昼の海と、夜の海。

　そして、宝の地図に潜む魔ま性しよう。

　魔性に挑いどむ鬼き仙せんと〈おに〉は、蒼あおい水の底にいかなる秘密を見いだすのか。魔性はまた、いかなるカタチをもって、彼らを待ち受けるのか。




　今回は、そういうお話です。




　　　　＊




　そして、今回は大事な発表が。

　四月に出した『レンタルマギカ』の最終巻でも少し触ふれましたが、この『クロス×レガリア』のコミカライズが決定しました！

　漫まん画が家かは成なり家いえ慎しん一いち郎ろうさん。丁てい寧ねいで可か憐れんな絵を描かかれる方で、すでにラフなどもらってるのですが、一発で見み惚とれてしまうような出来でした。漫画に合わせて新たに描かれたナタはたまらなく可愛かわいく、馳はせ郎ろうはお人ひと好よしそうでいながらもばっちりと格好良くて、僕自身原げん稿こうになって読めるときが楽しみでなりません。

　この巻の発売からですとおおよそ一ヶ月後、七月五日にはウェブサイト・ファミ通コミッククリアさん（http://www.famitsu.com/comic_clear/）で連れん載さい開始です。ウェブ版は無料ですので、ぜひぜひチェックしてみてください。

　きっと気に入ってくださると思います。




　　　　＊




　最後になりますが、いつも通り細かなオカルト・科学考証をしてくださった三み輪わ清きよ宗むねさん、これまでの（い）さんとＵさんに替わって新たな担当編集についてくださったＫさん、そして楽しみにしていた海水浴を最高のイラストで守もりたててくださったゆーげんさん（火か眼がん金きん睛せいのナタも素す晴ばらしかったです！）に感謝を。

　そしてもちろん、読者の皆みな様さまにも。

　次の巻は、星海社ＦＩＣＴＩＯＮＳ様の『ＲＰＦレッドドラゴン五夜　契りの城』を挟はさんで、秋頃ごろにお会いできるかと思います。




　　二〇一三年四月


『Fate/EXTRA CCC』を遊びながら　　


















イラスト／ゆーげん

デザイン／濱 祐斗










クロス×レガリア




海かい神じんの遺い産さん








三さん田だ 誠まこと
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